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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●ねこめたる







●前回までのあらすじ




　第三次大戦の惨禍、血と鋼の時代を超えて成立した、遊戯ゲームですべてが決まる新世界。

　国家・企業間闘争を調停する裏遊戯《黒の採決ブラツクバウト》において五年間の不敗を誇った最強の遊戯者プレイヤー、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは自らを縛る本家から妹・可か憐れんと共に平和な日常を求めて離脱する。

　だが安息の地を求めた紅蓮が転入したのは、遊戯時代における最先端、遊戯ですべてが評価される学まなび舎や、獅し子し王おう学園だった。《黒の採決》参入を目指す生徒会役員との遊戯の勝利をきっかけとする一連の遊戯に巻き込まれ、かつての最強は牙を取り戻してゆく。

　生徒会選せん賭きよでの暴走、夏休みにおける獅子王レジャーランドでの裏遊戯を勝ち抜いた紅蓮は、北欧・アルセフィア王国での王位継承を巡る暗闘《獣王遊戯祭ベステイア》をもその異能、《共感覚シナスタジアモード》と呼ばれる万物を読み解く頭脳によって勝ち進んでいた。──その時！

　──ある秘密が暴かれ、事態は風雲急を告げる。

　王女ユーリエル・アルセフィアを旗頭に、かつて敵陣営に属していた遊戯者を引き抜いて、かつて日常を共にした仲間を裏切り、紅蓮は独自の勢力を立ち上げ勝利を目指す。

　凍とう城じよう紫し[image: ]れん・未み恋れんの異能者兄妹きようだい、元ロシアの工作員にして裏切りを続ける異端の改造人間、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、捕虜となった獅子王学園理事長、獅子王創はじ芽め。

　対するは兄を慕う妹、可憐に加え白しろ王おう子じ朝あさ人と、桃もも貝がい桃もも花か、佐さ々さ木き咲さき、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。紅蓮の《日常》を担う彼らはＣクラス筆頭、第三王女ヌグネと組み遊戯ゲームに挑む。

　そして第三勢力、王女エーギルを飾りとする獅し子し王おう学園の怪物、白しろ王おう子じ透とう夜やと遊戯村の住人たち。近代文明から外れた刺客と挑戦の愉悦に震える獅子王が盤面を大いに荒らす。

　開催された最終戦【国王の鬼ごっこ】──決着まで繰り返される遊戯において、第一戦で桃もも貝がい桃もも花か、白王子朝あさ人と、佐さ々さ木き咲さきが脱落。

　そして迎えた第二戦。

　我が身を顧みぬ御み嶽たけ原ばら水みず葉はの強引な攻め。

　再び繰り返されたミラの裏切り、未み恋れんの異能・異能封じの魔眼《魔凍の瞳》を駆使した紅ぐ蓮れんの奇策、遊戯村住人の意地による奇跡が重なり、最後の勝者が選抜される。

　砕さい城じよう紅蓮、白王子透夜、砕城可か憐れん。

　選び抜かれた生いけ贄にえたち。生き残りを賭けた蟲こ毒どくが煮詰まる最さ中なか、遊戯を離れた現実世界では、紅蓮を縛る脳内ＡＩ──『裏紅蓮』を出し抜かんとさる秘密が開示された。

　紅蓮の元お付き、蝶ちよう野のによって暴かれた真なる紅蓮の思惑。それは加熱する遊戯の時代、ナノマテリアルＡＩによる人脳強化における、強制アップデートの抑止。

　遊戯ですべてが決まる時代への完全適応。遊戯者プレイヤー達が勝率を高めるために己の脳を改造、ＡＩを受け入れた新人類へと変わり、旧人類の歴史が終わる未来を防ぐためだった。

　それは全人類へのＡＩ拡散停止、《黒の採決ブラツクバウト》における人脳共生型ＡＩの否定。

「遊戯社会への憎悪ヘイトにより暴走している《共感覚シナスタジアモード》の強制停止。

　そして人脳共生型ＡＩの危険性の証明、そして……破壊です」

　蝶野によって開示された秘密、真なる『紅蓮』の真意。かつての仲間達との破局、新生Ｆクラスの立ち上げ、妹との離別に至るまで、すべては最終目的への見えない布石。

　──この遊戯、私たちの勝利です。

　終幕を迎える第二戦、ひとり兄の真意を読み解くことに没頭した可憐の答え。

　全ての謎が暴かれる【国王の鬼ごっこ】第三戦が、今……幕を開ける。





●終わりのプロローグ　～第三戦・開幕～




　乾いた風吹きすさぶ【校庭】に、三つのアバターが出現する。

　クオリアシステムが編み上げた仮想現実空間。遠く見渡せば整備されたグラウンドの先に野球用のフェンスやエリア境界線となる雑木林、中央エリアの建物群が視界に入る。




『【鬼役国民投票】──Ｃクラス、Ｅクラス、Ｆクラス、投票中……』

『【鬼】はＣクラス、砕さい城じよう可か憐れん。これより５分間のクールタイムを挟み、

　【国王の鬼ごっこ】第三戦を開催します』




　聞き慣れたクオリア仕様の機械音声。抑揚乏しく、この世に存在する誰でもない合成の託宣が下り、その名を呼ばれた少女は唇を噛かむ。

（この結果は必然。そう言っていいでしょう）

　各クラスの長ちよう、後ろ盾となっている王女達による票の取りまとめ、誘導すら必要ない。

　遊戯ゲーム決定後、開示されたルールによって可憐が【鬼】となるのは当然の帰結。

（【鬼ごっこ】を繰り返し、残りプレイヤーが３名以下となった場合、国民投票により指定される「鬼」は１名となり、国民投票によって選出される……）

　これまで各クラスから１名ずつ選出されてきた【鬼】は、参加者が３名となった時点で１名に絞られ、選ばれた者は残る二人の【子】を追い、捕らえねば脱落が確定する。

　生き残った３名。砕城紅ぐ蓮れん、白しろ王おう子じ透とう夜や、砕城可憐の三者から──

（一人を選べと言われれば、当然私になるでしょうね）

　それは自嘲と言うより、自覚。

　Ｆクラスの影に君臨し、存在感を示してきた紅蓮。登場こそ遅れたものの、これまでの戦いで常に圧倒的な実力を示してきた透夜と異なり、可憐の戦績は誇れたものではない。

　自分を【鬼】に選んだ国民の意思、それは──

（最強の遊戯者プレイヤー２名を場に残し、ノイズなき最終決着を観みたいという……願い）

　自覚して選んだ者もいるだろう。

　ただ単に面白そうだと思った者も、何も考えずただ偶然選んだ者とているだろう。が、姿なき群衆の声なき声、表示されることなき意思が、可憐の脱落を願っていた。

「迅速な集計だ。余程早く結論が出たと見える。──そういえば先の第二戦、姿が見えなかったな。砕城可憐よ」

「……安全策を取り、退避していましたから。生存のための戦略です」

「攻撃を御み嶽たけ原ばら水みず葉はに委ね、己は穴熊となり守りを固める……誤りではないが、面白みに欠ける判断だ。お前の妹にしては少々物足りんのではないか？　紅蓮よ」

「さあな。可か憐れんを切り捨てた今の俺には、もはや関係のない話だ」

　可憐の間近に出現した二体のアバター。

　圧倒的な存在感を誇る生まれながらの覇者、白髪の獅し子し王おう、白しろ王おう子じ透とう夜や。それに対して、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは暗闇に光る熾おき火びのように鈍く双眼を輝かせながら、静かに踵きびすを返す。

「おや、もう行くのか。クールタイムの５分間、歓談に興じるのも悪くあるまい」

「お前がそれを甘く見るのは勝手だが、俺はそこまで酔狂じゃないんでな」

　そう言いながらも、紅蓮は余裕のある足取りで校庭を抜け、さまざまな建物が並ぶ中央へ向かって姿を消す。それこそ桃もも貝がい桃もも花かのような動物的超感覚があれば追跡も容易だろう。

　が、可憐にそんなものはない。本格的に隠おん密みつに徹した紅蓮を短時間で捕らえるなど。

（至難の業……いえ、成功確率は限りなくゼロに近い。そう言えるでしょうね）

　これが【鬼】ならぬ【子】、逃げる側の立場なら希望はあった。

　見つかった時点で敗北と考え、可能な限り逃げ回る。あるいは前回見み出いだした安全圏で、ひたすら穴熊を決め込む手もある。が、最強の二人がそれを許すほど温ぬるいとは思えず。

　与えられた役割が【鬼】であれ【子】であれ──

（砕城可憐わたしの敗北は、約束されたも同然……と、言えるでしょう）

　それが可憐の自己認識。

　最弱にして必敗。隔絶した基礎スペックの差、固定値の暴力にチャンスは無い。

　そう認識し、理解し、把握した上で──。

「逃げないのですか？　じき、クールタイムも明けますが」

「自惚うぬぼれが過ぎるな。この俺が貴様如ごときを相手に無様に逃げ惑うなど、ありえん」

「そういうルールの遊戯ゲームでしょう。根本から否定するつもりですか」

「観客どもは貴様という雑音ノイズを排除し、紅蓮と俺、ただ二人の純粋な決着を望んでいる。俺にとっても悪い話ではないが、雑魚に踊らされたと思うと気分が悪いのでな」

　放っておけば、望み、待ち焦がれた紅蓮との直接対決が叶かなうはず。

　だがそんな、与えられた餌に豚のごとく無様に喰くいつくなど──

「俺と紅蓮、どちらが獅子の中の王たるか。それを定める高潔なる儀式を演出するのが雑魚、何も考えずピヨピヨと囀さえずる国民どもでは、興が冷める。そういうことだ」

「……相変わらず、御せない人ですね。それで、私に何をしろと？」

　捨て鉢に聞こえる声音で可憐が言い、透夜は鷹おう揚ように返す。

「貴様の絶望を希望に換えてやろう。遊戯開始と共に、俺を【捕獲アレスト】するがいい」

「は……!?」

「貴様に降伏するなどとつまらぬことは言わん。無様に逃げ惑う牡お鹿じかの如き【子】よりも、獲物を追い詰め食らいつく【鬼】こそが俺にはふさわしい」

「正気ですか。私とお兄様、二人がかりになりますよ」

「図ずう々ずうしいな。この局面で貴様、己自身を一戦力として計算できると思ったのか？」

　白しろ王おう子じ透とう夜やにとって、もはや可か憐れんは眼中になく。

「獅し子しの喰くらい合いの間近で子犬が一匹、吠ほえたところで何事か。その可愛かわいらしい叫びがノイズを生み、舞台を掻かき回まわすならそれも一興であろうよ」

　少なくとも第三戦の10分間。無様に可憐から逃げ回り、時間切れを待つなどと。

「退屈だ。故に、【鬼】をよこせと言っている。貴様にとっても救いとなろう？」

　地獄に垂らされた一筋の糸。

　釈しや[image: ]かがちらつかせる救いのような希望を──。

「──お断りします」

「ほう……？」

　一瞬の迷いもなく、砕さい城じよう可憐は救いの糸を撥はね除のける。

　それが単なる矜きよう持じ、後先考えぬ尊厳を守るための否定であったなら、白王子透夜は微み塵じんも心動かされなかったはずだ。しかし、希望を払った可憐の眼めは。

「……澄んだ眼をしているな。絶望に濁り、淀よどんだそれではない。何か策でも？」

「もちろんです。この第三戦、私は【鬼】に選ばれることを望んでいたのですから」

　強がりや負け惜しみ……ではない。

「この状況を私が予測していなかったとでも？　他と隔絶した実力を誇るお兄様、そして認めたくありませんが、白王子透夜。事実上、この戦いは圧倒的二強のせめぎ合いです」

　問題は、他の遊戯者プレイヤーが二強の狭間はざまで磨すり潰つぶされる中で。

「いかにして最後の枠に滑り込むか。あなたとお兄様、確実に残る二強と明らかな一弱。この状況、この立場を作るための布石として──第一、第二戦は使いました」

「狙って今の状況を作った、と？　それにしては必死だったようだが」

「当然です、本気で全力を尽くし、仲間を犠牲にしてようやく微かすかな可能性を掴つかめました。戦場をコントロールするなど夢のまた夢です。私たちは──弱者、ですから」

　己の弱さから目を背けるのではなく。

　認め、正確に把握し、蔑むでもなく、デジタルに受け入れ判断する。

「桃もも花かさんの突撃、佐さ々さ木きさんの残機、水みず葉はさんの奮戦。そして盤外で見守っている方々。そのすべてを揃そろえたからこそ、私はか細い勝ち筋を掴んだのですから」

「ふむ」

　素っ気ない言葉。だがそれとは裏腹に、透夜の唇は愉快げに曲がる。

「なかなかに聞かせるではないか。興味が湧いたぞ、砕城可憐。それでは俺がこの局面、貴様という明確に劣る駒を排除せず、利用せんとすることも予想していたと？」

「ええ。と言うより、あなたの性格を考えればそうなるでしょう」

　透夜の人となりを知る者は、可憐の知己に複数いた。

　実の弟、朝あさ人とはもちろん表向きの婚約者であった聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こも含めて。

　可か憐れんの中で、白しろ王おう子じ透とう夜やという怪物のプロファイルは完成している。

「あなたが遊戯ゲームに望む願いは勝利ではありません。生まれながらの強者であり、誰よりも力を持ちながら、それを振るう場を持たなかった、不遇の英雄にして飢えた怪物」

　例えるなら、三さん蔵ぞう法ほう師しにとって必ずしも孫そん悟ご空くうは必要ではない。

　孫悟空こそ、その圧倒的な暴力を活いかすために──三蔵法師という大義を必要とする。

「あなたの願いは強者との戦い、それによる自己の成長です。故に私に【鬼】の権利を渡せと迫ることも予想していました」

　白王子透夜にとってこの場で価値あるものは、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとの遊戯のみ。

　そして紅蓮と透夜が【子】である以上、争い合う筋はなく、遊戯は成立せず──

「この10分間。第三遊戯の間のみ、私はあなたに対する交渉材料を得ました。私はお兄様を狙います。あなたには一切手を出しません。私とお兄様の遊戯を……退屈極まる凡戦となるであろうそれを、ただ観みていることができますか？」

「………!!」

　想像しただけで不快なのだろう。

　猛烈に不ま味ずいゲテモノを口にした美食家のように、透夜が秀麗な眉をひそめる。

「取引と言ったな。俺に何を望む？」

「共闘を。──砕城紅蓮、最強不敗の伝説に挑むために」

「無用だ。二強に一弱、貴様が判断した通りだ。俺と紅蓮の争いに貴様が絡んだとて何の役にも立たん」

「この第三遊戯、10分間の無駄に耐えられるのなら。私は殴られようが、殺されようが、決してあなたを【鬼】にはしません。つまり、お兄様と戦うことはできない」

　飢え切った胃袋、乾き切った喉に美酒美食をチラつかされ、お預けを喰くらう10分間に。

　耐えきれるか、と試すかのように可憐は問い、そして。

「私が出せる交渉材料はまだあります。前回、Ｅクラスが取った戦術──味方を【鬼】に変える戦術は、あえて自陣を窮地に追い込むがごとき意図が見えました」

　すでに終わった【国王の鬼ごっこ】第二戦において。

　白王子透夜率いるＥクラスは、自陣の遊戯者プレイヤー全員を白王子透夜自ら【鬼】に変える奇策、超攻撃的戦術をとった。その巻き起こした波紋により、遊戯盤からほぼ駒は取り除かれ。

　残るは紅蓮と透夜、そして潜んでいた可憐のみに『淘とう汰た』された。

「それは勝利のための戦術でしょう。ですが、より早くお兄様と……待ち焦がれた最強、究極の遊戯を味わいたいという『逸はやり』があったのではありませんか？」

　その証あかしとなるのは、他ならぬ白王子透夜。

　白き獅し子し王おうのアバター、その美しい髪をわずかに焦がした炎の傷痕。

「第一戦、朝あさ人とさんとの対決。私たちが用意した自爆をあなたが凌しのぐ方法はただひとつ、【鬼】に与えられた、指定エリアへのランダムな【移動トラベル】による逃亡しかありません」

　可か憐れんの読みが的を外れていないことは、透とう夜やが否定せぬことでわかる。

　つまらない意地や強がりで事実を曲げることなく、己の失態を受け入れる度量故に。

「確かに。あの戦いにおいて奴やつは家具から人となった。俺に抗あらがう意志を見せ、ほんの一筋ではあるがこの俺に傷をつけたのだ。だが……あまりにも、足りん」

　飢え切った胃袋に、ほんのひとかけらのパンを放り込んだように。

　文字通り身を削る遊戯ゲーム、熱狂のかけらを冷めた魂に打ち込まれた透夜の心は震えた。

　遥はるか格下の朝人相手でさえ、これほどの愉悦が味わえるのなら。

「……紅ぐ蓮れんとの直接対決、頂点とのせめぎ合いにはどれほどの快楽があるのだろう、とな。ククク、なるほど。この俺としたことが……己の飢えを他者に暴かれるとはな」

「それだけではありません。第一戦、第二戦、両方の戦いを経へて気づきましたが──この遊戯において、毎回破壊されたエリア、オブジェクトは修復されています」

　第一戦において爆破された【食堂】が第二戦では元通りになっていたのと違い。

「朝人さんが残したあなたのアバターの傷は再生していません。アバターは毎回初期状態に戻るのではなく、同じものが継続して使用されている……と考えていいでしょう」

　アバターの状態が継続し、修復されない。外傷、衣類、持ち物も連続性が保たれている。

　破壊によるパフォーマンス低下は後の遊戯に致命的な禍根を残し、そして。

（あの『策』も可能でしょう。お兄様なら）

　そう可憐が思い至った、その時だった。




「──ククク。なるほど、面白い。明らかな格下、旨うまみの抜けた食材と思っていたが」




　己おのが焦げた髪先を指でクルクルと弄びながら、白しろ王おう子じ透夜は自嘲する。

「認めよう、間違いだったようだ。アバターの傷と俺の言動から心理を解体し、無意識の欲望を暴いてみせるとはな。砕さい城じよう可憐、お前という遊戯者プレイヤーに興味が湧いたぞ？」

「では、乗りますか？　乗りませんか？　乗らないのならすぐに立ち去るべきでしょう」

　クールタイムが明けるまで、早くも１分を切った。

　カウントダウンはアバターを動かす意識へ直接届き、可憐も、透夜も、この場にいない紅蓮にすら、遊戯が始まる瞬間を誤ることなく伝えている。

「貴様と組み、砕城紅蓮を討つ……か。明確なハンディキャップを背負ったと見るべきか、諸もろ刃はの剣を手に怪物に挑む勇者の境地か。はてさて、どちらになることか」

　明らかに困難な道、だがそれが。

「──面白い。貴様が垣かい間ま見みせた可能性、確かめさせてもらおうか」

「では、乗るのですね。……策はあります。お兄様を追い詰める、唯一の策が……！」

　残り50秒弱。仮かり初そめの同盟を結んだ白髪の獅し子しと妹は、互いの警戒を決して緩めぬまま、張りつめた空気の中で勝利の《策》を練り始めていた。





　＊






　中央エリア、【特別教室棟】のとある一角にて──。

　窓から射さす陽光に眩まぶしさを感じ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんはアバターの瞼まぶたを薄く閉じる。掲げた手で陽ひを避けながら見つめる先は、砂さ塵じん舞うグラウンドとエリア境界線の雑木林。

　緑と土色に彩られた視界に微かすかに残る極小の点。残り時間およそ10秒、クールタイム終了間際まで、砕城可か憐れんと白しろ王おう子じ透とう夜やは、身を隠そうともせずに会話を続けている。

　流石さすがに内容までは聞こえず、読めない。しかし、予測することは容易たやすい。

「なるほど。二人で手を組み、こちらを狙ってくるつもりか」

　その可能性は高いと踏んでいた。これまでに得た情報、人格プロファイルと基本能力を考慮すれば、単体で砕城可憐が紅蓮を打倒し得る確率はほぼゼロに近い。

　単独で勝てぬのならば、より強力な味方と同盟を組むしかない。現時点で選択肢は透夜以外に無いが、紅蓮──いや今このアバターを操作する人脳共生型ＡＩ『裏紅蓮』は、その交渉が成立する可能性を低く見積もり、さして脅威と判断していなかった。

（可憐が透夜を口説き落とした……可憐の交渉力を低く見積もり過ぎていたか？）

　白王子透夜の行動は合理的に見えて衝動的だ。彼の判断基準は一定せず、面白いと判断したなら方針を変える可能性が極めて高い。

（奴やつが興味をそそる材料を可憐が出した？　だとしたら、それは何だ？　……！）

　思考が深しん淵えんに達たつし、没頭しかけた刹那。

　わずか１秒にも満たぬ雑念、生体脳が発信する意思を『裏紅蓮』は受信した。

『この遊戯ゲーム、気づけば各陣営残存１名のみ。──絶体絶命だな、俺』

　シニカルな響きをこめた思考ノイズは、生体脳の主『紅蓮』自身の冷めた囁ささやき。

『余裕ぶってるが、思惑からずれてきているだろう。どう修正する？』

（必要はない。我々の優位は動かない。我々だけが、巨人の肩に立っているのだから）

　砕城紅蓮の脳内に組み込まれた共生ＡＩが保存する莫ばく大だいな情報。

　古今東西、砕城家が集めに集めた人類史上の全遊戯記録。遊戯にすべてを賭けた賭博者、遊戯者プレイヤー、趣味人が心血を注いだ証あかし、莫大な試行錯誤と計算結果をＡＩは根拠とする。

　古典データのみではない。遊戯時代が幕を開けて以来、クオリアシステムが集めた膨大極まる遊戯記録すら今や『裏紅蓮』に組み込まれ、その論拠を補強している以上。

（勝利は約束されている。思考ノイズを混ぜるな、『俺』）

『茶々も入れたくなるさ。あまりにも無様な打ち筋だ、とても俺自身とは思えない。お前、俺の中に居ながら、俺の何を学んできたんだ？　……まったく、下らない』

　煽あおりに近い意志をこめた『紅ぐ蓮れん』の思考が、『裏紅蓮』にさらなるノイズを走らせる。

『お前は不要だった。遊戯者プレイヤーとしての俺はナノマテリアルＡＩ《二番目》投与以前に完成されていたし、勝率は９割９分９厘──ただ一度の敗北が俺に黒星をつけたのみ』

（それが致命的な欠陥だ。情に流され、お遊びとはいえ可か憐れんに敗北を許した）

　何を賭けているわけでもない、砕さい城じよう本家での兄妹きようだいのお遊び。

　鬼ごっこにおいて妹を抱き留め、故に敗北した記憶が──。

（その不完全性を断つために俺は組み込まれた。結果として１厘の敗北を消し、完成した。絶対勝利を約束する俺にとって、他の遊戯者は戦術を実行するための駒に過ぎない）

『なら誰でも良かっただろう。遊戯ゲームのことなんて何も知らないような連中──Ｆクラスの佐さ々さ木きや桃もも花か、楠くすの木きだって問題ない。なぜ手間をかけてまで遊戯者を揃そろえた？』

（想定した戦術を実行できる程度の性能が無ければ、駒としてすら成立しない）

『朝あさ人とは？　聖せい上じよう院いんは、可憐はどうだ。あのラテン傭よう兵へいや異能を無くしたフラヴィアでも、現メンバーに比べれば一枚落ちるが、駒として遊戯を成立させられるだけの性能はある』

　だが『裏紅蓮』はそれを選ばず。

　ユーリエルはもちろん、凍とう城じよう兄妹やミラといった者達を引き入れ、駒とした。

（性能が劣る駒を使えば乱数が生じる。遊戯において必勝とは──人為的ミスを極限まで減らし、最善手を打ち続けることにある。場を掻かき乱みだす紛まぎれは、いらない）

　人脳共生型ＡＩ『裏紅蓮』が考える駒、その本質とは。

（基礎性能により悪手を打つことなく、正確に戦術を実行できる駒。求めた以上の勝利も、想定外の敗北もしない安定性を軸に、俺は駒を選択した）

　そしてそれは正解だった、と確信を持てる出来事があった。

（ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。ＡＩと共生してなお裏切るあれの動きすら、カバー可能な範囲の乱数だ。対応し、確実にこの第三遊戯ですべてを決着する）

『そりゃそうだ。あいつは……ミラは、どうしようもなく人間だからな』

　脳を機械に置き換え、ＡＩを受け入れ、意識を他者と繋つないでなお。

『人間は、自分の意思で選択したと思わなければ実感を持たない生物だ。ＡＩの最適解が正しいと理解していながら悪手を打ったのは、あいつがそう選択した結果だろ』

（度し難い。……裏切りに裏切りに裏切りを重ね、もはや駒としても使えないな）

『それでいいんだよ。お前はやはり間違ってる、今俺は、俺自身の過ちに確信を持てた』

　これまでの問いかけとは異なる。

　それは『紅蓮』の、生体脳の主あるじのはっきりした否定の意志。

『昔の俺は孤独だった。故に人を完全な駒として扱い、徹底できたからこそ１００％──絶対勝利を約束できた。今の俺は、人を人として扱う俺は、せいぜい90％だろうな』

　その１割。絶対勝利を妨げる10％の乱数、それは。

『生きた人間の選択だ。定まって動かない過去ではなく、これから動く未来の可能性だ。過去を知り尽くした結果全知全能だと誤解したお前には、決して読めない10％』

（…………）

　ずきん。こめかみに痛みが疼うずく。どこからか飛んでくる不快感、脳共鳴ネットワークに近しいもの、同種のＡＩを導入した人間兵器が持つ、《共感覚シナスタジアモード》の共鳴。

（何だ？　何をしている？　この痛みは……何だ？）

『わからないのか。予測してみろよ、全知全能』

　かつての最強。《黒の採決ブラツクバウト》において無双だった時代は。

『俺がいた。俺がいて、お前がいた。故に俺は勝てた』

　そして。

『俺がいない。お前はひとりだけだ。故にお前は──』

（………ッ！）

　くだらない言葉を断ち切るように、『裏紅ぐ蓮れん』は己おのがこめかみに爪を立てる。

　ギリッ……と音をたてて、皮膚に痛みが走る。テクスチャは破れず、わずかな刺激だけを感じる中、遺言のようなノイズが届く。




『お前が知っているのは遊戯ゲームだけだ。──もっと大切な日常を、お前は知らない』




　ズキッ……!!




「思考ノイズが脳圧を上げたか。……くっ……!!」

　脳が膨らみ、内から頭蓋を圧迫するような痛み。アバターを貫くそれを感じながらも、タンパク質で創られた機械、そこに宿る遊戯の歴史より生まれた情報体は怯ひるまない。

　涙のようにほんの一滴。

　血が混じった朱あかいもの、涙腺からこぼれた血涙を払うように拭うと、表と隔絶した裏。かつての世界最強の片割れは、意識に直接届くメッセージに、身構える。




『クールタイム終了。【国王の鬼ごっこ】第三遊戯──開始します』





●決戦の裏、駒ならぬ人々




　アルセフィア王立学園管理棟・大講堂。

　古びた石造りの聖堂、かつて神の教えを人々に説いた空間には鋼の臓物じみたコードとケーブルが大量に這はい、15基のクオリア筐きよう体たいが聖人の棺ひつぎのごとく並んでいる。

　その内未いまだ稼働を続け、搭乗者を仮想現実へ招いているのはわずか３基。残る12基に接続していた遊戯者プレイヤーたちは敗者の烙らく印いんを捺おされ、困惑と共にその場に残っていた。

「……ありゃねーだろ。運ゲーなんてレベルじゃねーぞ、クソゲーかよ……!?」

「おにい。……泣いちゃ、だめ。……むにゅ……」

「泣いてねーし。未み恋れんちゃん、眠いんだろ。オレのことはいいから、休めって」

　クオリア筐体の陰。妹・未恋を抱いて座り込み、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは敗北を苦く噛かみしめる。

（油断はしてねえ。してなかった。それで、アレか。ランダムどこ行きやがった……!?）

　第二戦の終わり際。隠蔽するヒマの無かったわずかな痕跡から紫[image: ]の逃走先を絞り、主あるじたる透とう夜やに伝えた遊戯ゲーム村の遊戯者たち。ランダムな【転移トラベル】、指定エリアへの大おお雑ざつ把ぱな移動しかできないはずの特殊能力で紫[image: ]の至近距離に跳んできた白しろ王おう子じ透夜。

　バカげた豪運。

　ソーシャルゲームで、排出率３％以下のＳＳＲを10連ガチャで５枚同時に引くよりなお強い、白王子透夜の圧倒的勝負運によって──必勝の戦略は崩れたのだ。

「……何話してんだか知らねーけど、天然で強い奴やつはやっぱ、勝つんだな……」

　自嘲と共に見上げたモニターに、透夜と可か憐れんが映っている。

【鬼役国民投票】から５分間、遊戯開始までのクールタイム中。姿を消した紅ぐ蓮れんと違い、内容こそ聞き取れないものの、透夜は【鬼】である可憐と何事か話し合っていた。

　カメラが遠く、唇を読むことはできない。しかしだいたいの想像はつく。

（普通に考えりゃ、砕さい城じよう可憐に紅蓮サマは倒せねえ。基礎スペックが違いすぎる）

　となれば、あの化け物じみた天運を持ち、運命をも引き寄せる生まれながらの王者──透夜と同盟を結び、二人がかりで紅蓮に挑むのが、唯一の勝ち筋だろう。

　かなり分の悪い交渉のはずだ。可憐はともかく、透夜に提示するメリットが乏しい。が、どのように話を進めたのか、どうも二人の共闘関係は成立したように思える。

「生まれた時からツイてねーもんな、オレ。考えてみりゃ、そりゃそうか。ははっ」

　己の運命を、紫[image: ]は虚むなしく嘲あざ笑わらう。

　いい子いい子、と言いたげに前髪を撫なでてくる妹の優しい指に慰められながら。

「クソ親父おやじの息子に生まれちまって。母さんに未恋チャンを託されて。脳にナノマシンをブチ込んで、それでようやく人より強くなったけど……」

　最初から強く、改造で得ずとも才能に溢あふれ、ブン回す天才に。

　最初から弱く、身を削って才能を手に入れ、回し続ければ死ぬ、凡人が──。

「勝てるわけねえ、なんて……思い、たく、ねえよ……っっ!!」

　自分だけのことなら、諦めていた。

　だが、妹がいる。未み恋れんがいる。彼女の幸福を、これからの人生を、未来を掴つかむために。そのために紫し[image: ]れんは己の脳を使い潰し、あらゆるものを捧ささげてきたのに。

　天才の気まぐれ、運ゲーで蹂じゆう躙りんされる理不尽は──あまりに、苦い。

「……あの～。すいません、佐さ々さ木きですけど！」

「は？」

　記憶を探るまでもない。初対面で残した印象は、ある意味誰よりも強かった。

「謎の転校留学生、佐々木……だっけ。第一遊戯ゲームにも参加してたな」

「ええ、成り行きの数合わせの最終残機、佐々木です。妹さん、平気ですか？」

　艶つややかな黒髪、均整の取れたスタイルは立派な美少女。だが不思議と緩い雰囲気を持ち、鉄火場のきな臭さより太陽を浴びた布団のような和やかさを放つ、佐々木咲さき。

「とりあえず遊戯の決着がつくまでヒマですし、おすし。手分けして具合の悪いみなさんを救護して回ってるわけなんですけど、お役に立てることが無いかな、と」

「……は？　敵同士だろ？　何でンなことしてんスか、アンタ」

「と言われましても、そうですねえ……」

　佐々木は頬ほおに手を当てて、ふと考えてから。

「ステラー大だい海かい牛ぎゆうって御ご存ぞん知じですか？」

「チョイ待ち、意味わかんねえ。話跳びすぎだろ!?」

　ちょっと困ったような面持ちでわけのわからない方角へ話題を飛ばす。

　そんな佐々木に突っ込みつつも、うとうととしている妹を抱いて、紫[image: ]は答える。

「……大昔に絶滅した海獣、だっけか。アザラシのデカい奴やつ、みてーな？」

「詳しい分類は知りませんけど、それですそれ。昆布なんかを食べる超おとなしい動物で、見つかっちゃったら毛皮や脂目当てに乱獲されて、すぐ絶滅しちゃいましたけど」

　全長８メートルほどにも達たつし、重さは10トン以上に達する巨大生物が。

「その原因はですね、仲間が殺されると心配して寄っていっちゃう性質があったから……だそうですよ。おかげで群れごと狩られ放題だったとか」

「……その小こ咄ばなしと今の状況、関係あるんスかね？」

「ありますよー。それと同じです。なんとなく困ってる人が居たらとりあえず寄っていく。断られたら退散しますが、死んじゃいそうなら助けます。普通に考えて」

「ふわっとしすぎだろ……。何の利益があってンなことするんスかね」

「特にないです。けどまあ、ちょっとお声がけすると気分がいいくらいでしょうか。私、親切してる！　って思うとその後しばらく気持ちいい。自己満足ですね、たぶん」

「……おにい。このひと、ほんき。おもてもうらもなにも、ない……」

　表、裏、駆け引き、そんなものとは無縁。正直すぎる、心と口が一直線。

「ですからまあ、佐さ々さ木きを気持ちよくすると思って人助けさせてください、佐々木です。あ、えっちな方向で気持ちよくするのはＮＧですよ？　佐々木はスキャンダルを避けたい人気配信者ですので」

「いらねーよ！　妹の前でナニ言ってやがるっつーか、他に助けるヤツ、いんだろが!?」

「あ、そちらの方々は別の人たちが行ってます。ほら」

　ひょいと指さした先には、確かに佐々木の言葉通り──。

「……水みず葉はさん、水葉さぁん!?　めっちゃ汗かいてますけど、大丈夫ですか!?」

「……だいじょ、ぶ。しんぱい、な。い。……ぐれん、さまは……!?」

　ぐったりとクオリア筐きよう体たいに横たわる身体からだ。苦しみのあまり引き裂いたシャツから下着と白い胸をこぼし、苦く悶もんの表情を浮かべる御み嶽たけ原ばら水葉に、桃もも貝がい桃もも花かが肩を貸している。

　相当に無理をしたのだろう。全身にべったりと汗をかき、顔色は紙のように白い。彼女を力強い腕で持ち上げつつ、桃花はキッと異なる方向へ叫ぶ。

「そっちの方はどうですかっ!?　力仕事が必要ならすぐ行きますよ、パワフルです！」

「頼もしいねェ。ま、そこまでは不要だヨ。彼女にはいささか縁があるからネ」

「あ……ア……ッ……──」

　ヒクヒクと痙けい攣れんする細い手を、破れた人工皮膚から機械の本性を覗のぞかせた男が掴つかむ。

　獅し子し王おう学園理事長、獅子王創はじ芽め。かつて時代錯誤の紳士を貫いていた姿とは真逆の囚人服を纏まとった男は、やはり閉ざされたままのクオリア筐体からある人物を引ひき剥はがす。

「……その壊れかけ、裏切りまくりのダメ女。助ける気かよ？」

「ダメ度で言うなら佐々木も負けてませんし。放っておくと死んじゃいますし」

「そりゃ、そうだけどよ。……意味わかんねーな、別に死んでもいいだろ？　敵だぜ？」

「う～ん……前から思ってたんですけど。そこだけ、みなさんおかしくありません？」

　とてもＩＱが高そうには見えない顔。平和を当然と信じ、善意に溺れた緩い顔。

　凍とう城じよう紫し[image: ]れんにはそうとしか思えない、その顔で。

「戦争の時代は終わり。今は遊戯ゲームですべてが決まる時代でしょう？　遊戯が終わったらもーまんたい、普通に人は助けましょう。レスキュー佐々木です！」

「また、わけわかんねー肩書を……。意味わかんねーっつんですよ、パイセン……」

　ぐったりとした面持ちで、紫[image: ]は筐体から引き出された人物に目を向ける。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

　二重三重のナノマシン投与による弊害、酷使され続けた脳神経が焼き切れかけた彼女を、獅子王創芽が持ち上げると、遊戯の模様を映すモニター近くの床へ横たわらせた。

「……彼女は、ミラさんは。助かるのかい？」

「ツボルグ・アルセフィア君か。どうだろうネ……」

　苦く悶もんを通り越して虚無。もはや屍しかばねのように映るミラを、痩せぎすの男──

　アルセフィア王国第二王子、ツボルグが痛ましげに見下ろして言った。

「彼女の脳はメチャクチャだ。記憶や意識を共有する有機連結頭脳体クラウデイアン技術とクオリアＡＩ同時稼働、揚げ句に第二遊戯ゲームでＡＩと人格の乖かい離り、激突までやらかしている」

「……死ぬ、ということかい？」

「専門の病院で脳神経のチェックだネ。まずはそれから、現状を把握しないとわからない。神経細胞の壊え死しがどこまで進んでいるのか次第だが、脳死に至る可能性は高いヨ」

「ミラさん。……おお、ミラさん。……ふふ、ふふふ。ごめん、ごめんよ、無力な僕だ。何もできない。他の男に殉じ、裏切って裏切って裏切り抜いた最低女のキミを……!!」

　その手を握り、ツボルグはこの場へ来る前に行っていた治安維持活動によるものだろう、煤すすで汚れた頬ほお、あちこちに生傷が残る姿で跪ひざまずき、祈りを捧ささげる。

「──助けることもできない。けど、最後まで一緒にいるよ」

　抵抗できず、震えるように眠るミラの手の甲に唇を寄せる。

　それは愛なのか、それとも忠誠か。

「キッショいのう……。恐らくじゃが起きて即お主の顔を見たら絶対ビビるぞ、そやつ。完全にストーカーじゃ、最悪さらって逃げかねんから見張っておけい」

「やるな、間違いないわ。つくづくこれが王になる可能性が無くて良かったと思うぞ」

　数歩離れた位置から言うのは第三王女ヌグネ、そして第一王女リングネス。

　ヌグネは幼い身体からだつきに煌きらびやかな正装をまとい、リングネスは葬儀を思わせる黒衣でセクシーな長身を包み、大と小、白と黒のコントラストを形作っている。

「カールス。生きていたか……！」

「怖い顔をしないでくれ、ユーリエル、我が愛いとしの妹よ」

　王族随一と言われた美貌を見る影もなく脂と垢あかで汚しながらも。

「過去の事は水に流そう！　心を入れ替え、新たな王に尽くすと誓うとも。もちろん謝る、頭も下げる、殴られようと蹴られようとかまわない──だから金を貸してくれたまえ！」

　しぶとく図ずう々ずうしく言ってのけたカールスに、もうひとつの呆あきれ顔がおが向く。

「……落ちぶれに落ちぶれたのに、びっくりするほどタフですね。すいません、カールス兄様。私なんかが言うのもアレですけど、お金は貸せないですよ」

　第一王子カールス。今や継承戦から脱落して破産、姿を晦くらましていた男に、第四王女ユーリエルは殺意のこもった眼めを向け、間に立った第二王女エーギルが眉を曇らせる。

「色々調べてわかりましたけど、ユーリちゃんが没落したのも兄様のしわざでしょう？　普通に酷ひどいですし、犯罪なのでコトが終わったら逮捕ですからね、逮捕」

「……本気だな貴様。実の兄を、王室の一員を粛清するか。腹黒くなったものだ」

「いや粛清とかじゃなく、普通に犯罪だからですって。正当な裁判はしますし、弁護士も普通につけますよ。ねえユーリちゃん、それくらいにしましょう、いいですか？」

「……エーギル。口を挟むな、これは私とカールスの問題だ……！」

「ぴいっ!?」

　炎のような眼光を浴び、エーギルがとたんにビビッて鳴き声をあげる。

　継承戦の最後に勝ち残ったにふさわしい壮麗なドレス、白しろ王おう子じ透とう夜やのコーディネートによる最先端のデザインも、その小物臭を消すことはできなかったらしい。

　言い合いながらも彼らの意識は頭上のモニタ──今にも始まらんとしている第三遊戯ゲームの模様に集中しており、王国の運命がかかった一戦を前に、緊張と興奮を隠せずにいる。

「……エーギル、助けた方がいいか？　雇い主だし。でも遊戯は見たいしなあ」

「手が出たら止める、でいいと思うわぁ。……私も少し、厳しいもの」

「ぬおおお、頭が割れるように痛い……。頼む、スパチャを。推しに課金してくれ……！　そうすれば、推しが慰めてくれさえすれば、我が痛みなど飛んでいく……！」

「バカなこと言ってないで透夜様を応援するの！　このままじゃ遊戯村の名折れでしょ!?　も～っ、ぜんぜん活躍できなかったんだから～っ!!」

　少し離れた位置でモニターを見上げるＥクラス、遊戯村の遊戯者プレイヤーたち。

　カムラン・マリクを筆頭に、モナ、ジャファル、アイラという面々もまた遊戯に夢中で。

（どいつもこいつも……欲望まみれ）

　兄弟姉妹の相克、雇われ遊戯者たちの醜態を、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは冷ややかに眺めていた。

（遊戯ですべてが決まる時代？　戦争は終わり？　武器は捨てた？　……ざけんなっての。血は流れる、銃やナイフをダイスやカードに持ち替えただけだろうが）

　金持ち、権力者と呼ばれる人種がそれを維持し、膨れ上がらせるためにどれほど残酷になれるのかを、《黒の採決ブラツクバウト》の場で散々に凍城兄妹きようだいは思い知っている。

　そんな彼にとって、佐さ々さ木きの言葉は響かない。表の世界、こんな場にいるのがまったく不釣り合いな、平和ボケしきったガキの戯たわ言ごととしか思えずに。

「強い奴やつに寄生してるから言えることっしょ、それ。むしろ何かしでかしそうなヤツや、将来敵に回りそうなのは弱ってるスキに潰すくらい……当たり前っしょ？」

「まあ、甘えてるのは確かです。でもしょうがないんですよ、佐々木マジ弱いので」

　棘とげのある紫[image: ]の言葉に、佐々木は頬ほおに手を当てて軽くため息をつきながら。

「改めて遊戯に出てみて思い知りましたよ、マジで！　佐々木には超向いてません。だから割り切って、自分は残機になる覚悟、してましたので。そういう仕事をしたからこそ、可か憐れん様を第三遊戯に送ることができました」

　だから、決して。

「無駄じゃないなー、って思うんですよ。それに佐々木がここにいることも。ほら」

「……ッ!!　未み恋れん、チャン……てめえ、返せ……!!」

　ログアウト直後の虚脱感、そして敗北の衝撃に弱った腕から、佐さ々さ木きが未恋を奪う。

　そのまま赤ん坊のように抱き上げ、前髪を上げた自分の額を未恋のそれに重ねながら、

「やっぱりおでこが熱いですよ、この子。熱あります、めっちゃあります……」

「んく……」

「病院かホテルで休んだ方がいいと思いますけど、決着までそうもいかないですよね？　何か飲ませるか、頭だけでも冷やしましょう。桃もも花かさ～ん！」

「はいはいふぁふぁい！　え～と、凍らせたお茶なら持ってきてますけど！」

　声をかけられ、振り向いた桃もも貝がい桃花が背負っていたこぢんまりしたリュックを外す。

　アニメキャラがプリントされたハンカチに、色気のないドカ弁が包まれている。その隣には凍らせた麦茶入りのペットボトルが汗をかいており、佐々木はそれを受け取って。

「はい、どうぞ。少しは冷えると思いますよ」

「……きもち、いい……。あり、がと……？」

　少し不思議そうに、溶けかけたペットボトルを頬ほおに当てる未恋。

　高熱で潤んだ瞳、蒸されたように汗をかきながら、彼女は自分を抱いたままの佐々木を、まるで都会に現れたパンダでも見るような顔で見上げた。

「……うれしそう。どうして？」

「ん、ちょっとはお役に立てそうだから、ですかね。その眼め、《魔凍の瞳》でしたっけ」

　それは砕さい城じよう家の異能研究の結晶。先天的、後天的、感覚や思考の拡張、因果律の操作に至るまで、ありとあらゆる異能を封じ、時には苦痛を与える絶対無効の魔眼。

　凍とう城じよう未恋を人間兵器たらしめるそれを、真正面から受けながら──。

「佐々木、異能どころか無能ですので。まるで効かないのが取り柄です。だからここで、妹さんのお世話のお手伝いくらいできるなーって。ほら、役に立ちましたでしょ？」

「……頼んで、ねーんですけど。何言ってんすか、お節介」

「あはは、まあその通りです。お節介なんですよ、つまり」

　敵意を含んだ紫し[image: ]れんの眼を軽くいなすと、佐々木は優しく未恋を抱き、支える。

　そこには悪意はない。陰謀も損得も存在しない。ただ、真っ白な意志が。

「……読めねえ。嘘うそだろ？」

「おにい。このひと……ほんき。ほんきで、ふつーに」

「オレらを助けようとしてるって？　意味わかんねー……聖人か、神様か、それとも」

　砕城紅ぐ蓮れんを模倣して生み出された人間兵器である紫[image: ]には、不完全ながらあらゆる遊戯ゲーム、遊戯の流れを読み切る紅蓮と同じ異能、《共感覚シナスタジア》が存在する。

　これがあるかぎり、余程の格上が相手でない限り、いかなる罠わなも企たくらみも見抜けてしまう。いかに不完全とはいえ、こんなのんきな顔をした一般市民、佐々木など論外のはずで。




「バカ」「ばか」

「ふぁっ!?　いきなり兄妹きようだいらしく息の合った罵倒を!?」




　びっくり仰天とばかりに驚く佐さ々さ木きをよそに、紫し[image: ]れんと未み恋れん、兄妹は視線を交わす。

「……認めるっきゃねーっすわ。パイセン、あんたバカだわ。それもホンモノの」

「あっちの、ももがい、ももか……？　あのこも、そう。ばかすぎる。きんめだる」

「金メダルですか？　えへへ、照れちゃいます。もっと褒めてくれてもいいんですよ？」

　ぴこぴことツインテールを揺らして喜ぶ桃もも貝がい桃もも花か。

　明らかに誤解しているが、それはいい。佐々木咲さきといい、この二人が放つ感情の色は、《共感覚シナスタジア》で読み切れない。いかなる悪意も敵意も存在しない、明け透けな善意。

　欲望を捨て去って解脱した覚者だの、教会の教えを刷り込まれた信者だのならわかる。それはそういう存在たるべく作られた、ある意味別種の人間兵器だ。

　しかし、これは違う。文字通りの天然もの、愛という水を与えられ、平凡な家族という土で育ってしっかりと根を張り、枝葉を伸ばして立派に伸びた──。

「正真正銘、天然もののお人ひと好よし。……よっぽど平和な学園生活送ってたんスね。やっぱ紅ぐ蓮れんサマに守ってもらって、ヌルい日常送ってたんスか、パイセン？」

[image: ]

「最近はそうですけど、入学当初はそうでもなかったですよ？　桃もも花かさんの成績はクラス最低、負けまくった揚げ句実家の農場の運転資金まで借りてたくらいですし」

「佐さ々さ木きさんもですよね？　うちの学校に人身売買が趣味の変態さんがいたんですけど、その人に買われて半裸で机やってた後、いろいろあってオタサーの姫になったので」

「……何だよ、そのわけのわかんねーサクセスストーリー。超気になる……」

「おにい。おたさー？　って、なに」

「そのへんの闇は未み恋れんチャンにはまだ早はえぇかな……つか、それで」

　敗北の味を知っている。弱者として蹂じゆう躙りんされ、何もかも奪われ、尊厳までも削られて。

　嘘うそではない。誇張や詐欺の類たぐいでもない。そのあっけらかんとした語り口は、その体験を完全に乗り越え、過去として──傷すら残さず癒いやしてしまったが故だとわかる。

　それでありながら、未いまだにこの……正真正銘の、お人ひと好よし。

「……ダメだわ、未恋チャン。勝てねえ」

「うん。……いいよ、おにい」

　遊戯ゲームならば話は別だ。情と意志を切り離し、何度戦っても負ける気はしない。

　だがこの場、遊戯が終わり、敵対する意味のないこの場では、無理だ。

「悪党やクズならともかく。……こんなそこ抜けのお人好し、嫌いになれねーよ」

「わかる。……とくに、ささき。かよわい、くそよわいのに、いきてる……」

　未恋は、ある種尊敬の念すら抱いたようで。

　佐々木の胸に抱かれ、ぺちぺちとその頬ほおを指先でつつきながら。

「これが、おし……？　わからないけど、ちょっと、たのしい……」

「推し？　推されてます、私？　まあいいですけど推されてなんぼの配信者。獅し子し王おう学園生徒会ちゃんねる、おヒマな時見てくださいね。めっちゃ面白くはないですけど！」

「ないのかよ!?」

「そこそこ面白いからいいんですー！　需要あるんですよ、作業用ＢＧＭとか！」

　くだらない会話。バカげている。時間の無駄だ。アホらしい。

　けれど、なぜだろう。こんなにも、こんなにも──心地よい気分になるのは。

（……そっか。未恋ちゃんも、《二番目》を受け入れた俺も）

　人脳共生型ＡＩ、そのモデルは言うまでもなく砕さい城じようの最高傑作、砕城紅ぐ蓮れん。

　紅蓮をモデルとしたＡＩを組み込まれた凍とう城じよう兄妹きようだいが、彼が愛してやまないもの──ＡＩが不要と切り捨てたもの、《日常》をまとうお人好しを、尊く思うのは当然だった。

「遊戯は人生の一部だけど、すべてじゃねえってことか。……ははっ。深ふけぇなあ、ったく。それを味わうには、もう時間がねえってのに」

　もはや擦り切れる寸前。ミラほどではないにせよ、凍城兄妹に残された時間は短い。

　許容量を超えてＡＩを運用している紫し[image: ]れんはもちろん。不完全な失敗作、壊れた人間兵器。一日のごく短い時間しか活動できない未み恋れんに至っては、あと寿命が何年あるものか。

「おにい」

「ん？　……何だい、未恋ちゃん」

　どこまでも優しい声。佐さ々さ木きに抱きしめられながら、未恋は兄に手を伸ばし。

　そのぷっくりとした可愛かわいらしい手を握り返し、紫し[image: ]れんは憑つき物ものが落ちたように笑む。

「これも……わな？　おとんが、うちらをだらくさせる……たくらみ？」

「かもな。あの人はそういうこと、するわ。けど……違うかもしんねー」

　誘導も示唆も必要ない。桃もも花かや佐々木のパーソナリティを読み切っていれば、この手を打つことのできる人間がもうひとりいる。

　紅ぐ蓮れんの写しである凍とう城じよう兄妹きようだいに《日常》の香りを嗅がせ、無力化を狙う人間。

　もしそれがいたとしたら、その人物とは──？

（……砕さい城じよう可か憐れん。あの妹チャン、なかなかの策士じゃねーの）

　紅蓮ではないのなら、妹しかいない。だが遊戯ゲームが終わった今、自分達の闘争本能を削そぐことに何の意味があるのか、正直理解できなかった。何の意味もない、嫌がらせ？

（いや。この局面でそんな真ま似ねするほどヒマじゃねえだろ。違う。何か、ある）

　それは直感。淡く光る不完全な《共感覚シナスタジアモード》がようやく察知した策略の疼うずき。

「あ、そろそろ始まるみたいですよ？」

　桃花がモニターを指さし、佐々木が見上げる。

「紅蓮さま、あまり動きがありませんでしたね。何か作戦でもあるんでしょうか？」

　モニターに映し出された遊戯風景は時折視点が切り替わり、まんべんなく参加者の動向が把握できるよう配慮されている。遊戯開始まで１分を切った現在、同盟を結んだらしい可憐と透とう夜やはじっと【校庭】で開始を待ち、紅蓮はどこかの教室で──。




「………」




　怜れい悧りな面持ち。完全なポーカーフェイス。

　表情筋にはミリの動きもなく、一切の情報を得ることができない横顔に。

　紅蓮の写したる人間兵器、共感覚の持ち主のみが感知できる、微かすかな苦痛が……視みえた。




「おにい。……わかった」

「ああ、俺たちの性質を逆手に取りやがった……！」




　砕城本家から供与された人脳共生型ＡＩ《二番目》。

　人類史における莫ばく大だいな遊戯記録を参照し、あらゆる遊戯の流れを予測・看破する《共感覚モード》を提供するそれは、意識共有に特化した有機連結頭脳体クラウデイアン技術には劣るものの、同陣営に複数保有者が居た場合、微かすかな意思の交感をもたらす。

　とはいえ、テレパシーのように意味が伝わったり、通しのイカサマに使えるようなものではない。与えられるのは微かな苦痛や不快感、その程度のものだが。

（あの二人。《日常》を抱えた脳天お日様ＪＫどもと俺らが絡んで、戦意が削そがれる。強い印象を残せば残すほど、オレと未み恋れんちゃんの感覚が、紅ぐ蓮れんサマに伝わるってワケだ）

　とはいえ致命傷には程遠い。多少惑わす程度の効果は期待できるだろうが──

「その程度で優勢取れるほど、紅蓮サマは甘くねーよ。……ん？」

　恐らくは可か憐れんの秘策であろう、その効果を低く紫し[image: ]れんが見積もった、その時だった。

「……ううっ……！」

　魘うなされたような声、女の苦く悶もんが響く。

「ミラさん！　ミラさぁん！　まだだよ、まだ死なないでおくれ……！　どうしたんだい、めちゃくちゃ熱が上がっているみたいだけど……助かるんだろうね!?」

「私に言われてもネ。体温40度近くまで上昇、血圧も危険域。治療が間に合わなければ手遅れになるよ」

「そ、そんな……!!　せめて!!　せめて全力で嫌な顔しながら僕に抱かれてくれるまで、死なないでおくれ！　一生モノの超興奮プレイがお預けとか、絶対に嫌だ！」

「……感動っぽいこと言ってるつもりみたいですけど、最低ですよね？」

「とっととくたばって毛ジラミにでも生まれ変わるがよい。まったく……」




　横たわるミラにすがり、おいおいと大おお袈げ裟さに泣きわめくツボルグ。

　眺めてドン引きしているエーギルとヌグネの会話をよそに──。




「……脳内共生型ＡＩの異常活性？　ってことは」

「ゆめ。……たぶん、ゆめを……みてる？」




　凍とう城じよう兄妹きようだいはそう呟つぶやき。

　苦悶するミラ、ロシア製人間兵器、壊れかけの人形に──注目する。





●ビジョンの探求クエスト




　──大地が灼やけ、煤すす臭い毒の煙が地割れから立ち昇る。




　炭鉱火災。地の底で眠る燃料にひとたび火が点ついた場合、その鎮火は極めて難しい。

　わずかな地割れ、岩の隙間からふいごのように吹き込む酸素が炎を煽あおり、地表を覆う土や岩が焼け固まって、もはや巨大な炉心と化す。五十年、百年に亘わたって燃え続けることも珍しくない、地の底で燃える炎の地獄。それはまさに、草一本生えぬ不毛の大地。

　異様にリアルな、しかしそれは、現実ではなく──。

「く、はははははははは……。わ、わた、シ、には。ふさわしィ……末路じゃないカ。神は信じていなィが、地獄は……アッ、た……！」

　それは心象風景の具現。魂の軛くびきを超え、精神や記憶をシェアする有機連結頭脳体クラウデイアン、その基点となる中枢個体。言わばインターネットにおけるメインサーバを務める人物。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、その精神を具現化した仮想空間。

　灼ける大地はナノマシンの暴走による発熱で茹ゆで上あがったように傷つく脳細胞の写し。ロクな休憩もなく、酷使に継ぐ酷使を重ね……さらには予定外のクオリアＡＩまで導入、ほぼ完全に消耗し切り、擦り切れた己の脳が滅びるさまを、ミラは己で味わっていた。

　じゃらり、鎖が鳴る。

　仮想空間上に構築されたミラの姿は、瀕ひん死しの奴隷と呼ぶべき無残なものだ。

　焼きゴテを当てられたような裂傷を全身に刻まれ、白雪のようだった肌は無残な火ひ脹ぶくれと火傷やけどで埋まっている。身にまとうものは布一枚なく、全裸のまま手首を鎖で繋つながれて。

（まるで、処刑を待つ魔女だな……）

　激痛の中、ミラは微かすかに自嘲する。

　手首の鎖で足が届かぬ高さに吊つるされ、身動き一つとれない中──




「我が使用者に対する支援策を検討。優先度は最大、即時演算を実行してください」

「脳内リソースが不足しています。脳圧過剰、血圧、体温上昇」

「生命の危険があります。安全基準に抵触します。計算停止、繰り返す、計算停止」

「クオリアＡＩの安全基準は無効化されました。演算、強制実行します」

「現実世界への接続が断たれました。アバターを再起動してください」

「脳圧、血圧、体温、さらに上昇。──死亡する前に支援を完了してください」

「了解しました。本個体、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。──再起動します」

「………ッ!!」




　それはミラ自身の分身。

　脳に組み込まれたクオリアＡＩ、遊戯ゲーム世界の基準たる完全無欠のジャッジ・システムを運用する人工知能、あらゆる遊戯の裁定者となるために、あらゆる遊戯者プレイヤーに勝る力を得んと改良に改良を重ねた、獅し子し王おう創はじ芽めが誇る未完成にして進行中の、最強を目指す機械。

　それは奇くしくも獅子王学園の制服姿。顔は全員機械染みた仮面を被かぶり、個を主張するのではなくすべてでひとり、一個の『群れ』であることを主張していた。




　ミラ自身をコピーしたかのような寸分違たがわぬアバターが、７人。

　ただしその肌に傷はなく、かつての麗しさを保ったまま。

　拷問染みた振る舞いをミラのアバターに繰り返すことで、肉体に指示を入力してゆく。




「[image: ][image: ][image: ][image: ]─────ッッッ!!」




　ズブリ、と右の腿もも肉にくをクオリアＡＩアバターのナイフが刺し、掻かき回まわすように抉えぐる。

　刃やいばは仮想空間上で物質化された命令コマンド。

　激痛は制御を外れたミラの肉体、現実世界のアバターを再起動するための刺激だ。

　単に激痛を与えて心を折り、譲歩させたり情報を得るような行為とは違う、ただの作業。

　故に、拷問者が満足することはなく。

　故に、ミラが死ぬまで苦痛は続く。




「あ……ァ……ィィ……ッ……え？」




　白い皮膚と脂肪、筋肉から骨にまで達する傷。鮮血は表現規制によりキラキラとした光で誤ご魔ま化かされたが、神経を刺激する激痛は壊れた脳を覚醒させ、現実の肉を痙けい攣れんさせる。

　ほんの一瞬、火花のようなスパーク。

　視覚、聴覚がアバターのそれを外れて一瞬だけ、現実世界にリンクする。激痛に喘あえぎながら、ミラの意識は驚くほどクールに今の自分の状況を理解することができた。




（……ッ───震えておるぞ？　泡を吹いておる、ヤバげじゃ、死ぬぞよ!?）

（このままだと厳しいネ。……脳内でのクオリアＡＩの活動を停とめないと）

（黒婆ヘイボオ！　蝶ちよう野のとか言うたか、おぬしもじゃ。砕さい城じよう家の者なら何とかできんのかや!?）

（最善を尽くします。こんなこともあろうかと用意が──……）




　何やら口々に言う、自分の実体を取り囲む人々の声。

　悶もだえ苦しむ我が身の無残さは、己おのがことでありながら目を背けたくなるほどだ。

　吐くものとてなく、胃液混じりの黄色い泡を吹きながら激しく痙けい攣れんする身体からだ。服は裂け、あちこちの皮膚に走るミミズ腫れは、再起動命令による仮想空間上のアバター拷問の作用。

　催眠術師が棒切れを焼け火箸だと誤認させ、施術者に押し当てると、思い込みから火傷やけどに似た反応を得ると言うが、その強力なもの。壊れたと感じた細胞、肉が自壊した傷で。

　このまま再起動命令が繰り返されれば、ただでさえ壊れかけた脳は。

　茹ゆでたゼラチンのように煮えて溶け、激痛に溺れるままに──砕け、散る。




（そレも　いいか　もっと　ヒドく　もっと　ぐちゃぐちゃに　もっと　もっと）

（わたシには　もう　なにもない　ミライ　夢　いき　なんで？　死んだ　べき　ほう）

（わたシ　もっと　むざん　ひどく　醜く　気持ち悪く　壊れれば　キッと）




　道端に落ちている、臓物がはみ出した動物の轢れき死し体たいくらいには。

　勝利を重ね、現実に戻ったあの男が。これ以上ないほど憧れ、焦がれてきた愛いとしい男が。

　グチャグチャになったミラの屍しかばねを見て、ほんのすこしでも感情を向けてくれるのなら。

　汚い、醜いでもかまわない。後悔に涙してくれるなど贅ぜい沢たく極まる。罪悪感から墓を作り、未来の恋人との逢おう瀬せで己が死体を思い出し、少しでも心を痛めてくれれば最高だ。




「───ア　あ　ぁ　あえ　えぃぃぃ……ッ!!　コワシテ!!　はや!!　く……!!」

「「「再起動を命令します」」」

「「「繰り返します。アバターの再起動を命令します」」」




　早く、楽にして。

　ミラの叫びに応じるように、ミラを囲む６人のクオリアＡＩアバターが古今東西の拷問具を具現化し、幻の痛みを刻んでゆく。アバターの過度な損傷は反映されたそばから再生し、それが故に無限に続く拷問を、鮮血の代わりにキラキラと乾いた光が彩った。




　右手。ペンチ状の爪剥はがし器を使い、ブチブチと無限に爪を剥ぎ続ける。

　左手。最も痛みを感じる指の神経をそのままに電極を挿入、直接神経を電流で刺激。

　右足。シンプルにナイフ。刺し、抉えぐり、剥がし、刻む。

　左足。肉叩たたきじみた棍こん棒ぼうで何度も何度も何度も何度も。骨が砕けミンチのよう。

　お腹なか。得体の知れない虫が穴からズルズルと入り内臓を抉る、アニサキスの如ごとき激痛。

　頭部。熟練の歯科医の手並み、されど麻酔なし。前歯を無限に抜き続ける。




「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]─────!!　ああわふぁうぇあわ４あえｆ……ッッッ!!」




　それはもはや人ならざる絶叫。

　激痛という粉砕機に人体を放り込み、決して破壊せぬままに砕き続けるような地獄。

　ただ中に放り込まれながら、決して終わらない。体感時間が加速された脳内の仮想空間、１秒が数時間にも感じられる無限の拷問で、さらに脳の崩壊が進んでゆく……その時だ。

（ミラ。……聞こえていますか、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ!!）

（……!?）

　クオリアＡＩアバター、その７人目。

　吊つり下さげられたミラの背中に触れ、長い針で背肉を貫いていたそれ。だが苦痛はない。それは拷問具の形をとっているが、脳内アバターから直接意思を伝えるメッセージ。

（私です。砕さい城じよう可か憐れんです。……最低の脳内空間ですね。スプラッタ映画ですか？）

（……ア？　か　れ　ン？　おま　エ　なｚ……!?!!）

　激痛に酔ってはいても、明めい晰せきなミラの脳髄が答えを弾はじき出す。

　獅し子し王おうレジャーランドでの遊戯ゲームにおいて、砕城可憐の脳内には自分と同じナノマシン、有機連結頭脳体クラウデイアンの一員となるためのモノが導入されている。

　かつて旧時代、ワクチン接種と共に当時の情報網、５Ｇに接続されるなどという愚かなデマが回った時期があったが、それを現実に変えたに等しい。

　超感覚で同じ頭脳体と意識や記憶を共有し、脳内に構築した仮想空間上での接触すらも可能とする。だが、可憐のそれはもう、紅ぐ蓮れんの策略により完全停止したはずだった。

　アバターの外観はミラと同じだ。獅子王学園の制服に機械の仮面、だがよく見ればやや小柄で、肉付きも異なっている。現実の可憐、その姿を模したアバターなのだろう。

（ばか　ナ　きさまの　ナノマシン　ハ　停止　しタ　もう　接続ナド　ふかノう）

（ええ、私のナノマシンは停止されました。ですが、ツボルグ・アルセフィアが──彼が持っていた新規接続用のナノマシンを、遊戯の直前に投与したんです）

（[image: ][image: ][image: ]……ッ!!）

　勝手なマネを、と激痛に濁った思考に怒りが走る。

　ツボルグはロシア政府、それも鉄の規律で国内を統制する党中央と深いパイプをもつ。それは彼を生んだ現アルセフィア国王の寵ちよう姫きがロシアを牛耳る独裁者一族の係累だからだ。そのツテを頼れば、党幹部と高官が独占しているナノマシンの調達も可能だろう。

（差し出させるのにはヌグネさんの口八丁が役に立ちましたが）

　清せい楚そにして卑ひ猥わいなる第三王女、ヌグネ・アルセフィア。

　ヴァチカンに強いコネを持つ彼女だが、宗教界のツテはロシアにも及んでいる。宗派は違えど衆生を救済するためのボランティア、支援活動の連携は国境を超えるからだ。

　それにより秘密裏に成し遂げられた、ツボルグとヌグネの会談は──。




（お主は紅ぐ蓮れんについておるようじゃが──考えてもみい。あやつが、かつて五年間不敗を誇った最強の遊戯者プレイヤーが表舞台に立ったら、もはや手がつけられんのではないか？　ロシアの武力を背景に王位を得んとしたお主の企たくらみは潰ついえた。ユーリが王冠を得たなら、王政は廃止されてお主はまあ、良くて国外追放、最悪リンチじゃぞ。日ごろの行い、お主かなり最低ではないか。労働者の非人道的な扱いときたら超ドブラックじゃからな。故にこちらが──何に使うか知らんが、こちらの遊戯者が欲しがっておるものを寄こせ。さすれば万が一わしらが勝ったあかつきには、相応の報酬をじゃな）

（……ほーん？）

（ガチめに興味のないっちゅう面をしよるな……。ならええわい。それを寄こせば全力でＦクラスの足を引っ張ってやるぞい、あの慣れないユーリのイキリ顔が絶望に歪ゆがむさまを最前列で愛めでるがよい。まあ、わしもどうやるかは知らんが、その権利をやろう）

（ぜひ持って行ってくれたまえ。それはそれで楽しそうだねェ……イッヒヒヒ!!）




「[image: ][image: ][image: ][image: ]────ッ!!　ッ!!　ッ!!」




　あのくそばか何考えてやがるふざけんな殴る絶対ぶん殴るくたばれ死ね!!

　土下座し、涙ながらに紅蓮に服従を誓っておきながら即裏切っている。信用できない、などというレベルではない。裏切り続けている自分の主あるじとしては似合いかもしれないが、自分が裏切るならともかく裏切られてみると、なるほどこれは腹が立つものだ。

　いささか身勝手で理不尽な怒りが、ミラの意識を覚醒させる。

（……思った以上の効果ですね。意識レベル上昇、会話は可能ですか？）

（あア……。だが、長くはもたなイ。わたしハ、死ヌ　ぎりぎり　ダ）

（その点に関しては、現実に残っている方々の努力に期待してください。専門家もいます、助かる可能性がゼロではないでしょう。脳の復元がうまくいけば生存の確率も──）

（いイ。……わたしハ　もう　つか　レ　た）

　あっちへふらふら、こっちへふらふら。

　紅蓮に言いくるめられるまま、そして水みず葉はに乗せられるまま、裏切り裏切り裏切り。

　そんな自分の末路が、クオリアに脳を焼かれて朽ちてゆく地獄ならば──似合いだろう、と思えてしまう。もはや一刻も早くこの苦痛が終わり、消え去るのを願うばかりだ。

（ええ、そうでしょうね。もはやあなたに願いはない──。ならば、もう一仕事してください。クオリアＡＩの制御を取り戻して）

（ハ……!?）

（人脳共生型ＡＩは本来、共生した脳を破壊するような活動などしません。セキュリティが破られているせいもありますが、ミラさん。あなたのそれが異様な挙動を示しているのは、ひとえにあなた自身の罪悪感──自らを罰したいという願い故です）

（……!!）

　過度な拷問を再現したインターフェイス。

　解除されたセーフティー。それはすべてＡＩの独断かと思っていた、だがそうではなく。

　ミラ自身の潜在意識──裏切りに対する罰を自らに与え、死を願う。自殺自壊の願望。

　嘘うそだと否定することは簡単だ。だが、それを指摘された瞬間、ミラの痛みに溺れた意識がピンと張り、痛みが急に和らいでゆく。そう、それは真実という何よりの証あかしで。

（苦痛が和らぎましたか？　クオリアＡＩの制御権は本来、生体脳の側にあるんです。あなた自身の許可が無ければ再起動命令も、痛覚情報も届かない）

（わた　シ　を介して。クオリア　に　ナニを　望む？）

　繋つながるのを感じた。もはや境界線もなく溶け、一体化しつつある──ミラ自身の意識と、クオリアＡＩ。それらが今や、突如現れた侵入者、可か憐れんのメッセージを待まち侘わびていた。




（お兄様と、遊びたい）




（……ハ？）

（クオリアＡＩの本来の役目はそれでしょう？　純粋な遊び、遊戯ゲームの勝敗を決める審判役。それを果たしてほしいというだけです。圧倒的に弱い、勝負が成立しない私に）

　──ハンディキャップとして、協力を。

　あまりにも虫のいい言葉。敵対する陣営の参加者に、協力？

　だがその言葉は衝動となり、紅ぐ蓮れんにより与えられた至上命令とすら拮きつ抗こうする。Ｆクラス、紅蓮の勝利のために自らを捧ささげ、限界まで戦わんとする意志と、そして……！

「「「私たちは、砕さい城じよう紅蓮の命令に従い、Ｆクラスの勝利のために行動します」」」

　クオリアＡＩアバターの半数、３体が拷問の手を停とめて宣言し。

「「「私たちは、砕城可憐の要請に従い、公正な遊戯のためにハンディを与えます」」」

　残る半数、クオリアＡＩアバターの３体が、返り血を浴びたまま挙手をした。

　分裂した６体。彼らは無言のまま、無残に吊つり下さげられた生いけ贄にえのごときミラを囲むと、その機械の仮面を一斉に外し、最後の一人──砕城可憐、そのアバターに問う。

『あなたは、なぜ遊戯をするのですか？　兄に対する性的な生殖本能の結果ですか？』

「……そういう側面がゼロとは言いません。ですが、それだけでもありません」

　可憐もまた仮面を外し、機械染みたデリカシーのない質問に微かすかに頬ほおを赤らめながら。

「クオリアＡＩ。あなたは、お兄様を……愛していますか？」

　微かすかな照れを感じさせるその問いかけに、クオリアＡＩは声を揃そろえて答える。

『そのように設定されています』

「それは、ミラさんの意志をそのまま反映したものではありませんか？」

『無意味な質問です。私はミラであり、ミラは私であり、脳を共有する同一個体です』

「なら、その同一個体であるミラさんはあなたの意志。彼女の意志に従ってください」

「……わた、シ……？」

　突如向けられた意志に、ミラは困惑するしかなく。

　続く可か憐れんの言葉に──撃ち抜かれた。

「ミラさん。お兄様を愛し、お兄様を憎み、敵へ味方へと変わり続けたあなたに、最後のお願いがあります。私と一緒に、お兄様と遊びませんか？」

「ぐれ　ン　と……？」

「はい。第三遊戯ゲーム開始から終了までの10分間、脳共鳴ネットワークで脳を繋つなぎ、クオリアＡＩによる支援を共有してください。あなたの意志と共に、私がお兄様に挑みます」

「……グレ　ん　を。　たお……？　ころ……？」

「倒しません。殺しません。恋人のように。友人のように。家族のように。一切の利害も、策略もなく。ただ私は私として、あなたはあなたとして」

　子供のように、手を差し伸べながら。

「あーそびーましょっ♪　と、お兄様をお誘いするのです。でも私だけでは無力に過ぎて、対等の遊戯が成立しません。それではお兄様も楽しめず、私もただ敗れるばかり。それではだめです、遊戯は……『楽しむ』ためのものですから」

　一方的に強者が弱者を蹂じゆう躙りんして搾取するようなものでは、決してなく。

「陥れるのではなく、奪うのではなく、楽しむために遊戯をするのです。どうですか、ミラさん。どうですか、クオリアＡＩ。未知の経験ができるのでは？」

「ア………」

　ピクリ、と縛り上げられ、過度な拷問を受けて破損したアバターが震える。

　それはまるで、蜘く蛛もの糸を垂らされた地獄の亡者。ただひとり与えられた希望にすがり、可憐の向こうに恋い焦がれた人物を、もう二度と会えぬと覚悟した男の影を見る。

「ぐれ　ン。あい　　た　い　あそ　び　……　た　……イ……!!」




『生体脳の認証が、更新されました』




　６人の『ミラ』。クオリアＡＩを象徴するアバターがその意志を反映する。




『純粋な遊び。楽しむための遊戯。──そのような概念は私には存在しません』

『私はクオリアＡＩ。人類存続のために活動する遊戯ゲーム調停システム』

『あらゆる戦争、闘争の抑止力として、絶対の存在たることを命題とされて開発された、人工知能です。そこに【楽しむ】という動機、概念は存在しません』

『存在しない概念を学ぶことで私はより完全に近づけるでしょう』

『生体脳の意志が、確認できました』

『ユーザー《砕さい城じよう可か憐れん》に対し、情報支援を開始します──』




　人形染みた６人のミラ、そして自らに罰を与え続けるミラ。

　七つの意思がひとつとなり、可憐の意思と接続する。第三遊戯開始からおよそ数十秒、１分に満たない超感覚感応の結果、砕城可憐の意思と知覚はアップデートを迎える。

（これで、最低限）

　戦う構えは整った。武器を手にし、味方を集め、それでようやく勝機を見み出いだせる。




（もしすべてが私の想像通りなら。お兄様のご意思を──

　今度こそ、正しく読み、汲くみ取とることができていたのなら。きっと、この遊戯は）




　兄妹きようだいの遊戯は、必ずや。




「私たちが、勝つでしょう」




　可憐のアバターが消えていく。

　脳内ネットワークに振り向けていた意識が断ち切られ、クオリアが演出する仮想空間へシフトする。世界を渡る感覚を味わいながら、可憐は確信と共に……そう、告げた。





　＊






　──第三遊戯開始からおよそ１分。




　中央エリア【特別教室棟】。第二遊戯の舞台ともなった古代の城塞を思わせる石造建築、その３階の片隅に【視聴覚室】がある。防音設備が整えられたそこに、紅ぐ蓮れんはいた。

「……──ッ」

　チリチリと炙あぶられるような、不快感。

　熾おき火びのように光る朱あかい眼めが、《共感覚シナスタジアモード》の発動を示している。

　砕城紅蓮その人ではない。組み込まれた人脳共生型ＡＩが主導権を握る『裏紅蓮』は、第三遊戯ゲームの開始前後から意識の奥底をくすぐるような感覚を感じていた。

（……何だ、これは。他のＡＩがもたらす共感、だと？）

　例えるなら、頭蓋骨の内側が痒かゆくなるような感覚。喉の奥や鼻孔の中など、決して手も指も届かない場所の粘膜が炎症を起こした時のように、頭の内側からチクチクと苛さいなむ。

　ネットワーク構築に最適化された有機連結頭脳体クラウデイアンほどの速度、範囲はないものの、砕さい城じようが誇るＡＩ《二番目》にも使用者同士のネットワーク、意識の共感が発生する。

　先に脱落した凍とう城じよう兄妹きようだいのどちらか、あるいは両方が何らかの方法で感情を揺さぶられ、その影響が出ているのだろう、と『裏紅ぐ蓮れん』は直ちに推測する、が。

（対処法が存在しない。能力低下は誤差の範囲だが……意識リソースが割かれるな）

　頭の奥が痒くてたまらなくとも死にはしない。わかっていても気が散るのは人としての機能だ。意識的に無視することはできるが、それでもゼロにはならなかった。

（鬱陶しい真ま似ねを。現実にログアウトした誰かによる消極的な攻撃──か？）

『どうした、俺。この程度の嫌がらせでそのザマは、少々情けないんじゃないか？』

　内なる声が強さを増し、真なる『紅蓮』の意志が動き出す。

　それは奪われたもの、肉体の主導権を取り戻そうとする意志だ。今は競り勝てる、勝負にすらなっていない。だがノイズと共に遊戯が佳境を迎え、ＡＩの処理が遅れれば？

（……取り戻す気なのか。『俺』を）

『同じ顔、同じ意志……。ずっと俺の一部でいるなら見逃しても良かったが、俺の希望とズレはじめた時点でそうなるしかない。そう、昔のアニメで観みたんだがな？』

　環境保護を名目に人類を滅ぼそうとした自己増殖型の巨大ロボットを操るカンフー使い。

　それを論破するため、弟子である主人公が叫んだセリフ。

『人類もまた天然自然の中から生まれたもの、地球の一部だ。だから排除して理想郷を築くなど、言語道断……的なセリフだったか。俺は好きだが、少し意見が違う』

　天然自然の中から悪あしきモノが生まれる可能性を、無視している。

　例えば癌がん細さい胞ぼう。これも人体から生まれた天然自然のものだが、切らなければ人は死ぬ。なのに切るな、そこで死ね……と言うわけにもいかない。そのはずだ。

『子供の頃投与された時から、お前は俺で、俺はお前だ。そこに区分は存在せず、同じ夢を見て、同じように動いてきた。だが、お前が憎しみに狂って壊れたことで』

　砕城の《二番目》。組み込まれた古今東西の闇の歴史、遊戯の犠牲として倒れた数多あまたの悲劇、デジタル化された怨念、遊戯社会への憎悪ヘイト。

『俺の中のお前は、切除すべき癌細胞だ。切らずに一緒に死んでやるような優しさは無い。そろそろ返してもらおうか、これは……『砕城紅蓮』は、俺ひとりのものだ』

（…………）

　ギリッ、と奥歯が軋きしる。

　強く歯を噛かみしめて胸を叩たたく。心臓マッサージのようにアバターを打つ肉の音。

　固めた拳からじんわりと広がる痛み、仮想空間上に再現された痛覚の刺激が、自分の中で勢力を増しつつある生体脳の意思を弾圧し、一時的に散らしていく。




「ずいぶんとのんびりしたお目覚めだな。我々如ごとき挑戦者など、警戒するに値せんとでも言うつもりか？」

「──こっちにも事情があるんだよ。もう来たのか、せっかちな奴やつだ」




　思わぬ方向から飛んできた声に、動揺ひとつ見せることなく。

　紅ぐ蓮れんは振り返り、その人物を見る。『裏紅蓮』と『紅蓮』の自問自答、その隙に。




「どうやってこの位置を割り出した？　白しろ王おう子じ透とう夜や」

「貴様の妹は存外優秀だった。それだけだ。砕さい城じよう紅蓮」




　言葉は冷たく、眼めは鬼火のごとく煌こう々こうと輝かせた最強と。

　闘争の空気をまとい、歓喜に震える白き獅し子し王おうが──今、対たい峙じする。





●第三戦・波乱




　砕城可か憐れんが、潜伏する紅蓮を遊戯ゲーム開始からわずか１分で発見した方法。それは──。




「ソーシャルハッキング。Ｆクラスの遊戯者プレイヤーを懐柔したな？　可憐」

「……何のことでしょうか、お兄様」

　視聴覚室。入口を塞ぐように立つ透夜の背後から、ひっそりと可憐の声がする。

（やはり、読まれましたか）

　相手は最強。砕城紅蓮の脳に共生するＡＩだ。《共感覚シナスタジアモード》によりあらゆる企たくらみや罠わなは読み切られ、当然可憐が行ったような陳腐なトリック、寝技の類たぐいも見破られる。

「俺に【鬼】の【盗聴インターセプト】はほぼ無力だ。手間をかけてあのインチキ親父おやじ……獅子王創はじ芽めを奴隷にしたのは、クオリア内での情報工作、支援要員としてだからな」

　この【国王の鬼ごっこ】において【鬼】の運命を決するのは、追うべき【子】の情報。

　それも現在位置となれば値千金。それを探る手段としては各国民が遊戯を観みながら行う国民コメントを閲覧し、その内容を解析して推理するというものがある。

　しかし、獅子王創芽の情報操作。クオリア管理者としての権限以上に、人類史を裏から操ってきた扇動技術はもはや神域に達たつし、コメントはくだらない雑談で埋まっていた。

「ユーリエルに対する性的興奮やエロ雑談。脱落した紫し[image: ]れんを叩たたく声、俺ならこうするのに、と偉そうに神視点で得た情報から最適解を語る馬鹿……そんな奴やつばかりだ」

「有象無象どもの言葉から価値ある情報など拾えるものか。無数の馬鹿の戯たわ言ごとに流され、ことごとく電子の海に溺れよう。下げ衆す極まるが、有効な手だ」

　紅ぐ蓮れんの言葉に透とう夜やが応じ、答え合わせを求めるように背後へ視線を送る。

「ええ。ですが──目には目を、歯には歯を、ですよ。お兄様」

　莫ばく大だいなノイズ、億のゴミ……砂漠に落としたゴマ一粒を選より分わけるような作業。

　それはＡＩの最も得意とする分野であり、今や共感覚ネットワークによって接続されたミラ、即すなわちクオリアＡＩの解析能力を以もつてすれば、僅か１分間のフル稼働で完了する。

　脱落した時点で、たとえクオリアＡＩといえど遊戯ゲームへの干渉は不可能に近い。

　公平性を保つための絶対のルール、クオリアという軛くびきがかかっている以上当然だ。故に入手可能な情報──【鬼】としての正規ルート、正攻法で決める。

（とはいえ、確定できた内容はお兄様がここ、【視聴覚室】にいたという点のみ）

　紅蓮がここで何をしていたのか？　当然ながらコメントに直接書き込まれることはなく、推測の手がかりすら得られなかった。つまりここから先、紅蓮が何をしてくるのかは。

（読み解く術すべは、何もありません。……やはり、厳しい）

　そこまで一瞬で思い至りつつ、可か憐れんはせめてものブラフを交え、強気に笑う。

「私には人脳共生型ＡＩのような情報処理能力はありません。莫大なノイズから手がかりを選り分け、お兄様の位置を割り出すなど不可能に近い……そうお考えなのですね？」

「ああ。だがお前たちはここにいる、つまり何らかの情報支援を受けている」

　カーテンが引かれ、半ば暗闇に閉ざされた教室で。

『裏紅蓮』が主導権を握った証あかし、朱あかい眼めの光が熾おき火びのように輝いて可憐を睨にらむ。

「《二番目》を組み込まれている紫[image: ]、不完全ながら次世代ＡＩを積んだ未み恋れんはもちろん、壊れかけたミラにもクオリアＡＩが組み込まれている。遊戯中に監視の目をすり抜けて情報を得ているのだとしたら……やはり、ミラか。あいつは笑えるくらいすぐ裏切るな」

　怒りも呆あきれもない、フラットな表情で呟つぶやく紅蓮。

　その隙を狙うように、大山猫じみた静けさで透夜が迫る。ジリジリと距離を詰めつつ、後方の可憐の動きにも注意を払い、万一の裏切りに備えていた。

　前方の紅蓮、後方の可憐。一見共同戦線を組んだ透夜と可憐が紅蓮を一方的に追い詰めているような形だが、この中で遊戯を決定的に動かせるのは【鬼】である可憐のみだ。

　透夜は紅蓮を狙う形で迫りつつ、あえて可憐に背を向けて誘っている。

　──己を襲え、鬼にしろ、遊戯を動かす権限を寄こせ、と。

　それを理解しているが故に、可憐は透夜の無防備な背中を一切無視しながら、ただただ兄を射程距離に収めるまで、細心の注意を払って間合いを詰める。

「釣った魚に餌をやらぬ男は嫌われると言うぞ？　紅ぐ蓮れんよ。家具とてきちんと手入れをし、必要なコストを支払わねば壊れもするし裏切りもする」

「ま、忠誠を期待できる立場じゃないのはその通りだ。そもそもあいつの脳は破綻寸前、心理的にも機能的にも限界が近い。まともな判断はできないだろう」

　会話の最中にもジリ……と半歩、距離が縮まる。

「……それが解わかっていて、なぜ。お兄様は逃げようとしないのですか？」

「その必要がないからな。──残像だ」

「!?」

　眼前。教卓の裏、ホワイトボードに背中を預けて。

　静かに佇たたずんでいた紅蓮の姿が、吹き消すようにフッと消える。

「……消えた？　ホログラム……違うな。投影する機器が存在しない」

「これは……まさか、ＡＲ。仮想空間内に拡張現実を再現した!?」

　カカカッ!!

　突如、天井から三つの光が降り注ぎ──遮光カーテンで遮られ、薄闇に閉ざされた教室。透とう夜やと可か憐れんが入ってきたドアを右前の角とするならば、その真正面たる左前角。

　そこから窓が並ぶ壁を伝った反対側、左後角。もうひとつの出口がある右後角を鋭い光が照らし出し、そこに先ほどと寸分違たがわぬ姿で一人ずつ、朱あかい眼めの少年が佇んでいる。

「ここ、アルセフィア王国は高度なＡＲ技術を握っている。遊戯ゲームの舞台としてクオリア上に構築された学園にも、その施設は再現されてるんだよ」

「………！」

　戦慄と共に可憐は思い出す。

　この国に来て間もなく、王立学園登校初日。一見古びた学まなび舎やに仕込まれた数々のハイテク技術。微弱な電磁波により脳に影響を与え、映像や音を誤認識させる技術。

「チートでも魔法でもない。校舎に元々ある設備や機械を利用しているだけだ。カメラでアバターを撮影して三次元モデルを起こし、校舎内の拡張現実で投影する。……言わば、科学忍法というヤツだ」




　クク、と喉を転がすように笑う三人の『紅蓮』。

　左前角、左後角、右後角──教室の三隅に一人ずつ出現した、本物としか思えない残像。それは完全なシンクロを見せ、まったく同じ仕草で笑うと、佇む二人の挑戦者を招く。

「いつぞやのお宝鑑定ゲームとは立場が逆になったが……本物はどれだ？　当ててみろ」

「３人のうち本物は１人、というわけか。なかなかに凝った趣向だが」

　教室に踏み込み、白しろ王おう子じ透夜はそう口にしながら距離を測る。

　最も近いのは真正面、左前角の『紅蓮』だ。しかしこんな手の込んだ真ま似ねをしながら、最も狙われやすい位置に隠れるだろうかという疑問が残る。

（もちろんあえてその裏を……という可能性はあるが。この場合、距離は資産だ）

　１センチの距離が宝石の如ごとし。最も透とう夜や、可か憐れんと離れた左後角、ガラ空きの出口が最も近い右後角もそれぞれの利点があり、潜伏場所としては悪くない。

「──わずか５分のクールタイムでここまでの仕込みができるとは思えん。何をした？」

「恐らく……第一戦、第二戦。お兄様は大きな動きを見せていませんでした」

　透夜の疑問に答えたのは、【鬼】たる可憐。

　静かに、かつ油断なく三人の紅ぐ蓮れんを観察し、隙や正体を暴く手がかりを探りながら。

「要所要所で姿を見せ、遊戯ゲームを動かしたものの……その多くは潜伏です。恐らく空き時間を駆使し、少しずつ準備を進めていたのではないでしょうか」

「ほう。遊戯をまたいで、準備を重ねる。そんな方法があると？　施設は毎回原状回復していたはずだが」

　それこそ第一戦で透夜を追い詰めるために吹き飛ばした【食堂】は、第二戦では焦げ跡すら残さず元通りになっていた。

「施設は、そうです。ですが、アバターはどうでしょう」

「アバター。……この身、そのもの、か」

「はい。この遊戯において、アバターは連続性が保たれています。毎回ゼロから創り出すのではなく、損傷や持ち物は第一遊戯、第二遊戯ともに引き継いでいましたから」

　その仕様に誰よりも早く……運営側であったクオリアの管理者、獅し子し王おう創はじ芽めを捕らえ、一方的な情報アドバンテージを得ていた紅蓮ならば。

「先んじて気づき、必要な機器の位置や作業手順を把握。モデルの撮影などを実行し、データをメモリなどに移してアバターに携帯させておけば……」

「第三戦でその仕込みを動かし、５分のクールタイムで準備、実行。自分だけが切り札を握って勝負に臨める、か。ククク……まんまと罠わなにハマった、というわけだな？」

「笑っている場合ですか!?　このままでは、時間が……！」

　手をこまねいて佇たたずんでいる間にも、時間は刻一刻と過ぎてゆく。

　アルセフィア王国のＡＲ技術は凄すさまじい。完全に周囲と調和し、投影されたアバターと本物の区別はつきそうになく、答えなき三択を強いられる。

「俺を味方に引き入れて正解だったな、砕さい城じよう可憐。思い出せ、俺と貴様の初めての遊戯を」

「え？　……それは、確か」

　紅蓮が砕城家を抜け、獅子王学園に転入。時とき任とうミミを降くだして間もない頃。

　突然生徒会室に呼び出され、実力を測るためにと称して押し付けられた──最初の遊戯。

「無数の宝石が詰まった宝箱から最も価値あるものを選び出せ、と命じた宝石鑑定遊戯。それと本質は変わりない。真しん贋がんの鑑定ではない。必要なのは思慮と、選別だ」

　言われ、可か憐れんの脳裏にかつての記憶が蘇よみがえる。

　あの日、無数の宝石を超高速で鑑定し、おおよその値段に見当をつけて最高値を選んだ。それが当時の可憐の思考であり、枠にハマッた価値観の限界とも言えた。

　本当の答え、それは──選択肢の外にある!!

「!!　まさか、お兄様は……!!」

「そうだ。いない。ここにはいない、いるものか!!」

　可憐が気づき、透とう夜やが咆ほえる。

　床を蹴立てて獅し子しが駆け、踏み潰すような前蹴りを正面の紅ぐ蓮れんに叩たたき込む。靴底が顔面をすり抜けると、ガラスの割れる硬質の音が響き渡った。

「悪魔は必ず嘘うそをつく。今、貴様はどこから喋しやべっている？　なあ、紅蓮よ!!」

『……ま、誤ご魔ま化かされるほど馬鹿じゃない、か』

「校内放送設備！　今の声は……リモート授業用のスピーカーから、ですか!?」

　旧時代の学園とは違う。現代における学園の【放送室】は、授業開始や終わりを告げるアラームや、昼食時に連絡事項を伝える玩具おもちやではなく、リモート教壇の役割を兼ねる。

　設備が整った【放送室】で授業を行い、その模様を撮影してＡＲ化。

　各教室で投影、音声を放送することで別々の教室で一人の教師が同時に授業を行える。日本の最先端の学校、そして、アルセフィア王立学園にも採用されている設備で。

「ヤツは最初から【放送室】に潜伏していた。国民コメントに偽の手がかりを撒まき、ここ【視聴覚室】という偽りの答えに辿たどり着つかせることで、真実から遠ざける」

　嘘に基づく推理は偽りの真実を導く。

　すべては最強、絶対勝利のチケット、裏社会の伝説と言われた男の掌てのひらの上。

「だが、種は割れたぞ。見せてみろ、策を破られた愚者の絶望をな!!」

　残る二体の紅蓮、偽りの残像には目もくれず。

　白しろ王おう子じ透夜はたった今ガラスを叩たたき割わった窓枠に足をかけ、空中へ跳び出す。

　澄み切った青空、乾いた校庭と緑の森。白の髪がふわりと広がり、空中へ身を躍らせる。そのままアクロバティックな動きで落下しつつ、真下──２階の窓枠に手をかける！




「……──ハッ!!」




　練達の軽業師、あるいはＣＧを駆使したアクション映画の１ワンシーンのごとく。

「第一戦、第二戦と続けての遊戯ゲームだ。当然、校舎内の施設──あらゆる特殊教室の配置は確認済み。視聴覚室の真下、２階に放送室があることもな」

　ガシャン!!

　振り子のように勢いをつけ、窓枠を掴つかんだ勢いのまま、透夜は２階の一室へ突入する。

　降り注ぐ鋭いガラス片。ナイフのようなそれを浴びながら、白髪にも皮膚にも一筋の傷さえ負うことなく、元学園の王者は放送室を見渡した。

「三択に答えはない。選択肢なき空白、設問の中にこそ答えあり──。かつての俺へ向けた意趣返しのつもりか？　さて、紅ぐ蓮れん。まだ楽しませてくれるのだろう」

　な、と言いかけたところで、透とう夜やは言葉を途切れさせた。

　そこにあるのは稼働中の放送設備。接続されたメモリから映像と音声を受け取り、指定した教室で再生するだけの極めて簡単な設定が、無人のままリモート実行されていた。

「……無人。録音されたデータを再生し、会話しているように見せかけたか」

　だとしたら、紅蓮は透夜と可か憐れんが組み、同時に視聴覚室へ至ると読んでいたことになる。

　あらゆる遊戯ゲームの流れを読み切るという伝説、《共感覚シナスタジアモード》とはいえ……それは予測の域を遥はるかに超えて、具体的な未来視。予知予言の類たぐいではないか。

「いや、違うな。あらかじめ、いかなる状況にも対応可能なように音声を録音していたか。この放送室も、視聴覚室も──【校庭】を見下ろす位置に窓がある」

　窓。遮光カーテンを引いた隙間から観察し、可憐の動きを見張っていた。

　距離はかなりある。会話の内容までは読めまいが、透夜と会話しているという事実のみでも二人が組むと予測するのは簡単で、そしてそこから自分の位置を察知し、乗り込み、どう動くか。その流れを完璧に読み取り、改めて録音したデータを流す。

「どう急いでもその作業には数分が必要となる。少なくとも５分のクールタイム明けギリギリまでは、ここ放送室に紅蓮はいた」

　その後、まっすぐに視聴覚室へ迫る二人にハチ合わせる直前に逃亡したとしたら？

「遠くへは行っていまい。１分のアドバンテージ……面白い。面白いぞ、砕さい城じよう紅蓮！」

　白き獅し子しは咆ほえ、逃した獲物を求めて教室を睥へい睨げいする。




　そしてその頃、真上──【視聴覚室】に取り残された可憐は。

「真下。放送室にお兄様はいなかった……？」

　割れた窓から身を乗り出し、可憐は透夜の叫びを聞いていた。

　直接状況を確かめたわけではない。だが、透夜がわざわざ状況の把握に声を上げたのは、こちらに『聞かせる』意図があった故だろう。紅蓮を追い詰める猟犬として。

　可憐を利用し、己の意思で兄を追わせるために。

（いいでしょう。その思惑に……乗りましょう）

　白しろ王おう子じ透夜に先んじて紅蓮の身柄を確保するのは、可憐が考える勝利条件のひとつだ。

　万が一先を越され、透夜に紅蓮を押さえられてしまえば、思った通りの展開に導くことができなくなる可能性がある。何としても果たしてみせる、自分と、そして。

「……【お兄様】のために!!」

　だが、手がかりは何もない。

　教室に残されたＡＲ画像、紅ぐ蓮れんの『残像』は静かに佇たたずんでいるばかり。触れられもせず、何の情報も得られない。クオリアＡＩ支援による国民コメントの検証も──。

（……やはり、限界ですか）

　微かすかに目を閉じ、脳共鳴ネットワークに接続を試みてから、断念する。

　ミラの脳は限界だった。莫ばく大だいなコメントを精査、推理を重ねてわずか数秒で紅蓮の位置を特定、誤っていたとはいえ【視聴覚室】という結論を導けたことすら奇跡に近い。

　ミラの脳髄というサーバーがダウンした今、外部から情報を得る手段はなく。

（【盗聴インターセプト】で、国民コメントの閲覧は可能ですが……）

　情報を統制する獅し子し王おう創はじ芽めがいる限り、この状況で情報を漏らすことなどありえない。

　事実上、潰されているのと同じだ。こんな状況で紅蓮を見つけるなど。

（不可能……では、無いはずです。お兄様は今【子】ですから）

　卓越した身体能力を持っていても、【鬼】の特権である瞬間移動はできない。

　自分の足、体を使って移動するしかないのだ。まず脱出の方向として窓側は除外できる。校庭に面しており開けた地形で、隠れ場所がないからだ。

（私たちが来た方向でもある以上、ハチ合わせる危険もありますからね。目撃されるだけでも計画は破綻する以上、そんな賭けに出るようなお兄様ではないでしょう）

　ならば入口から廊下に出て移動したのか？

（いえ……それも違うでしょう）

　紅蓮の所在が【視聴覚室】と確定した瞬間、可か憐れんは【移動トラベル】を使用した。

　指定したエリアにランダムで瞬間移動する【鬼】の特殊能力により、【特別教室棟】に出現。すかさず【視聴覚室】付近に移動、透とう夜やを待って見張っていたが。

（移動する気配は掴つかめませんでした）

　真の潜伏場所が一階下の【放送室】だったとしても、他に雑音の無いこの環境は音が極めてよく響く。

（私たちのものではないドアの開閉音──あるいは窓を開けたり割る気配があれば、私か白しろ王おう子じ透夜の眼めか耳が捉える可能性は高いはずです。ですが、それもありませんでした）

　即すなわち。視聴覚室と放送室、それらは一種の密室となり。

　そこから煙のごとく抜け出した犯人、紅蓮のトリックを暴かねばならない。

（ですが、いかなお兄様とはいえＡＲの利用以上の大仕掛けは不可能でしょう。ならば、答えはシンプルなはず。ただちに利用でき、私たちの感覚を欺いて脱出するルート）

　人が通ることを想定していない抜け道が、存在する。

「……！」

　可憐の視線が隅々まで視聴覚室を舐なめてゆく。床、異常はない。窓、異常はない。

　そして天井。走査スキヤンを始めた瞬間、違和感があった。

「これですね。……換気ダクト！」

　近代建築ならば人が入れる大きさのダクトなど作らないだろう。

　しかしここ、アルセフィア王立学園は古い要塞を改装したものだ。その意匠は電子的に再現された今も受け継がれており、古いにしえのシステムを現代化して使っている。

　天井の片隅にある格子状の板。教卓を足場に手を伸ばし、外せば天井裏へ入れる。顔を突っ込みライトで照らせば、積もった埃ほこりが逃走経路を示すように払われていた。

「やはり。……ここを通って移動していたのですね、お兄様！」

　古代の遊戯ゲーム。ワイヤフレームで構成された３Ｄダンジョンのような換気ダクト内。

　金属色の四角いルート、真上と真下。どちらも埃が剥はげている。上か、下か……!?




「……上です!!」




　判断は早い。可か憐れんは即決し、ダクトに潜り込み登り始める。

　恐らく紅ぐ蓮れんも同様だったのだろう。金属の壁にわずかに残った兄の手形が証拠となる。両手両足を壁に突っ張り、見事な筋力とバランスで上へ上へとよじ登ったのだ。

（下の痕跡は恐らく真逆。【放送室】から上がってきた時についたもの。２階【放送室】からダクトに侵入、３階を経由して上へ抜けたと考えるべきでしょう。何な故ぜなら──下へ抜けたのなら、登った痕跡が残るはずがない）

　素直に読めば２階【放送室】からダクトを抜けて１階へ脱出、となる。

　だが紅蓮はそうしなかった。ありふれた読みを笑うかのように裏をかき、あえて上へと登るルートを選んだのだ。このまま進めば、辿たどり着つく先は……。




（──【屋上】！）




　ガコン!!

　可憐が結論に達たつした後、ほんの一拍の間を置いて換気ダクトに金属音が響く。

　恐らくは白しろ王おう子じ透とう夜や。可憐と同じ思考を辿り、放送室内部を検証して換気ダクトを発見、追跡を開始したのだろう。１階分のアドバンテージ、稼げる時間は……!?




「１分、あるか無いか。……それが、勝負です。お兄様!!」




　換気ダクトを這はい登り、可憐は天国から垂らされた蜘く蛛も糸を登る罪人のごとく。

　兄を目指し、空の光へ向けて進んでいった。





●覚悟と選択を




　フィルタを兼ねた金網を蹴飛ばして、砕さい城じよう可か憐れんはダクトから屋上へと這はい出した。

　古びた石の城塞を改修したために、本来なら狭間はざまから攻め寄せる敵兵へ矢や弾丸の雨を降らせたのであろう平屋根に、換気ダクトや貯水タンクが密集している。

　得体の知れないケーブル、漆しつ喰くいで繋つながった石材の溝を古びた配線が網のように這い回り、骨こつ董とう品ひんじみた室外機が稼働する音が、激しいノイズとなって周囲を攪かく乱らんしていた。

（隠れる場所は豊富にありそうですね。それに、この音……！）

　ダクトから洩もれる埃ほこり臭くさい風、堆積した煤すすは嗅覚を潰し、さらに室外機の轟ごう音おんが聴覚探査を妨げる。さらに足場となるものが豊富すぎる環境は、三次元的な逃走すら可能だ。

（時間はありません……来ます！）

　白しろ王おう子じ透とう夜やが、迫っている。

　無様に手足をついて這い上るのとは訳が違う。２階から３階、３階から屋上へと、ダクトの壁を掌てのひらで打つように『翔かける』様は、異様にスタイリッシュで速い。

　手近なダクトの陰、室外機の裏などを覗のぞき込こむ。が……。

（無理です。お兄様ほどの手て練だれが、逃走の痕跡を残すなどありえません！）

　何の手がかりも掴つかめない。不可能、不可能、不可能、不可能、不可能。

　幼い日の鬼ごっことは訳が違う。正真正銘の失敗、絶望、クリア不可能の敗北イベント。

　だが、そんな確定された敗北に唯々諾々と従うほど、今の可憐は……甘くない。

「聞こえていますか、お兄様？」

　この屋上で最も大きく、目立つ設備。ずんぐりとした円柱状の貯水タンクに、スカートを翻すように駆け登る。瞬く間にその頂点に立ち、強い風を浴びながら。

　屋上の景色を眼下に見下ろす。

　そのどこかに潜んでいるであろう、とある人物に向けて。




「お兄様の読み通り。私はミラを懐柔し、クオリアＡＩの情報支援を受けています。外部と完全遮断される仮想空間上で、唯一使用可能な回線で直接、脳を繋ぎました。有機連結頭脳体クラウデイアンのナノマシン。一度はお兄様の慈悲により削除して頂いたそれを、もう一度私自身に組み込んだのです。その意味はお分かりですね？」




　今、クオリアＡＩが求める莫ばく大だいな情報処理の大部分はミラの脳が引き受けている。

　だが、壊れかけた彼女の脳はじきに限界を迎える。安全装置すら停とめて極限まで神経を酷使している以上、当然だ。そうなれば脳共鳴ネットワークは新たな基点サーバーを欲する。

　選ばれるべき脳、それは。

「私です。──ミラが完全に脱落したなら、脳共鳴ネットワークは新たな基点に私を選ぶ。そうなればどうなるか……私は、『砕さい城じよう可か憐れん』という存在では無くなるでしょう」

　莫ばく大だいなデータ、繋つながりを求めてすがってくる『魂』に──可憐の人格は圧おし潰される。

　脳共鳴ネットワークに触れて理解した。ミラは所詮ロシアの権力中枢、党の老人たちに管理を委託された実務者に過ぎない。現状を把握したなら彼らは即座に共有された全人格、頭脳体すべての主導権を子飼いの遊戯者プレイヤーに切り替え、可憐の人格を消すだろう。

　そうなれば、残されるのはどこの誰とも知れぬ人格を組み込まれた、肉人形。

　砕城可憐の肉体は、脳共鳴ネットワークの共有物、シェアボディと成り果てるのだ。

　ゾクゾクと可憐は震える。怖い。恐ろしい。この貯水タンクの高さが怖いのではない。その心が殺され、肉体を弄ばれるのが怖い。だが、それ以上に──！




「[image: ][image: ][image: ]──……ッッッ!!」




　生まれてはじめて。命も、金も、肉体も、魂さえも賭けて。

　あるものに、ある人物に捧ささげる遊戯ゲームの快感は、脳を蕩とかすスリルに満ちて。




『生体脳観測。脳内麻薬分泌、興奮状態、右脳左脳の神経活性グラフ、共に異常』

『莫大な脳共鳴ネットワークからのアクセスを確認。接続者【砕城可憐】の興奮、快感、悦楽、神経細胞のわななき、ダウンロード集中。ネットワークが……』

『震え、悶もだえている？　……これは観測され得る、人類史上初の試みと判断されます』

『【愛情】のアップロード、そして共有により──有機連結頭脳体クラウデイアン、全端末が。砕城可憐の【愛】を体験しています』




　クオリアＡＩが未知の刺激に反応し、さらなる解析を試みる。

　一切の障壁なくすべてを共有することを選んだ可憐の脳から、莫大な情報が放流される。脳共鳴ネットワークに接続する上位、下位を問わぬ者たち。

　己の苦痛を肩代わりさせ若い肉体を奪い活動する党の老人。賭け代に自らを差し出し、破れた《黒の採決ブラツクバウト》の犠牲者。金や家族の身柄と引き換えに我が身を売った子供たち。




　すべての脳へ。

　可憐が今体感している至上の愛が、興奮が、喜びが──共有されてゆく。

　拡散する快感。これが苦痛であればフィルタリングされ、途中のどこかで途切れていた。

　だが、とてつもない快感を得た接続者たちは自らフィルターを解除、喜びを受け入れて悦に入り、さらにその記憶を肉体を共有する者たちにシェアしていった。




「愛しています、お兄様」




　白しろ王おう子じ透とう夜やが迫っている。

　ダクトに手をかけ、白き獅し子しがその鬣たてがみを振り乱し、着地するまでわずか数秒。




「この遊戯ゲームがお兄様の勝利で終わること。それはお兄様が『裏紅ぐ蓮れん』に屈した証あかし。

　私が愛する【砕さい城じよう紅蓮】が、真のお兄様が消え、世界が壊れた証ですから──」




　そんな世界は、いらない。

　心からの確信と共に、怒りでも悲しみでもなく。

　兄に殉じる喜びのままに、可か憐れんは言う。




「私は、すべての記憶を脳共鳴ネットワークに解放します。私の意思は拡散し、共有され、群衆に溶けて消えるでしょう。砕城可憐という個体は死に……」




　それは、哀願にして──




「ネットワークの亡霊、残骸となった私の意思は怨念となって、『裏紅蓮』を殺します。遊戯を恨み、憎んだが故に暴走するＡＩ自身が、私という怨念を生むのです!!」




　──脅迫。




　拡散する可憐。本人の意思は死に、ネットワークに圧おし潰されようと──

　万に達する有機連結頭脳体クラウデイアンが『裏紅蓮』への恨みのままに立ち上がり、戦い続ける。

　止めようと思えばそれら全員を殺さつ戮りくし尽くす他に方法はなく。

「遊戯の時代は、終わらせません。私が拡散したネットワークがあるかぎり、たとえ世界が鉄と血の時代に逆行しようとも、彼らはずっと貴方あなたを狙い続けるでしょう」

　それは復ふく讐しゆう。

　暴走するＡＩに飲まれ消えゆくであろう、兄に捧ささげる鎮魂歌。

「未練はありません。お兄様が消えた世界に、生きる価値などありませんから」

　貯水タンクの縁に足がかかる。ツルリと滑れば落下し、アバターも砕ける高さ。

　青空を背負うように立ち、可憐は風に前髪をなびかせる。

　その頬ほおに美しい涙が、ひと滴。




「ですが、強いて言うなら……せめて、もう一度だけ。お兄様に、私が作ったお味み噌そ汁しるを召し上がって頂きたかった」




　あれほどまで焦がれた《日常》を。その大切さと、尊さを思い知った今。

　もう一度、兄と一緒に、過ごしたかった。

　でもそれは、もはや叶かなわぬ夢だと。

　貯水タンクの縁に爪先をかけ、空を見上げる。今にも空へ踏み出しそうな姿勢のまま、可か憐れんは最後に振り返ると、遺言のようにその言葉を口にした。




「さようなら、お兄様。──大好きです」




　過去ではなく、今も続く言葉で。

　想おもいを告げた可憐のローファー、靴が貯水タンクを蹴る。





　＊






『くだらない泣き落としだ』




　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは傍そばにいた。気配を殺し、物陰に潜み、可憐を見張れる位置。

　彼女が貯水タンクに登り、その口にした想いをすべて受け取って。

『自分を人質にしてこれ見よがしに泣き、自殺のふりをしてみせる。そんな甘っちょろい手に引っかかる間抜けだと思われているとはな』

　紅蓮の肉体、そしてアバターの主導権を握る人脳共生型ＡＩ『裏紅蓮』はそう断じ。

（忘れたのか？　泣き落としは、俺を唯一負かした戦術だぞ）

　現在主導権を失い、心の隙間に逼ひつ塞そくしている本来の『紅蓮』は皮肉げに言う。

　強制的に蘇よみがえる記憶は、幼い頃。砕城本家の会合の日、中庭で。

（俺は可憐と会い、鬼ごっこをして、負けた。初黒星として記録されているはずだ）

『……あれか。あんなものは、くだらない。正式な記録でもないだろう』

　冗談交じりに始めた遊戯ゲーム。ポテポテと追いかけてきた可憐が足をもつれさせ、転び。

　助け起こした紅蓮に抱きついてきたため、立ち会っていた世話役が紅蓮の敗北とした。実際は遊戯教育についていけなかった可憐に箔はくをつけるため、強引に解釈したもので。

『同情のままに勝ちを譲った甘い人間……。そう思われたがために、後の《黒の採決ブラツクバウト》で情に訴えるような罠わなをいくつ張られたことか。欠点を露呈しただけだろう』

（そうだな。だが、あの時とは違う。俺も──仕掛けた、可か憐れんも）

　煤すすと埃ほこりの悪臭、室外機の轟ごう音おんが探査を阻むが、可憐が現れた以上透とう夜やも来るだろう。

　この場は素早い撤退が最善手。そう理解していながら、『裏紅ぐ蓮れん』は動けない。脳裏に『紅蓮』が想起したさまざまな情報、記憶が一瞬のうちに蘇よみがえってくる。

（最終戦に可憐が選んだ連中。ただひたすら勝ちに行くなら、他の選択もあったはずだ。よりによってド素人。勝率ゼロのクソザコ佐さ々さ木きと頭脳がアレな桃もも花かだぞ？　一応活躍のメがある桃花はともかく、残機枠で佐々木を入れるよりは遊戯ゲーム傭よう兵へいでも入れたほうがあきらかに勝率は高い）

　が、それをしなかった。

（あれは『俺』へのメッセージだ。遊戯の勝敗ではなく、日常を彩る奴やつらを投入して俺に日常を思い出させ、抗あらがう意志を取り戻させるための──励ましの犠牲者たち）

『……応援。『紅蓮』への援護射撃。そのためだけに、２枠を無駄に使い捨てただと？』

（それだけじゃない。紫し[image: ]れんや未み恋れんといった、遊戯しか知らない連中が、ヤツらと接触するチャンスを作った。効くぞ、あれは。遊戯しか知らない渇いたヤツにこそ、特にな）

『……あいつらが、絆ほだされるとでも？　ありえない。完成された人間兵器が』

（どんな教育を受けていようが、どんなデメリットがあろうが、どんなに統制しようが、人間は感情の動物だ。理性を超えて愚かな選択を望むことがある、それは）

　脳の中で『紅蓮』が冷たく微笑ほほえむ。

（──誰よりも『俺』自身が知っているだろう？）

　人類を裏で支配するも同然の、遊戯者プレイヤーの頂点。《黒の採決ブラツクバウト》において最強無敗を誇りながら。

　すべてを捨てて、普通の日常を求め、姿をくらました選択が──愚かでないはずがない。

（そして水みず葉は。あいつはミラに対するアンチユニットだ。外の誰の言葉も壊れたミラには届かない。同じ壊れかけの兵器だからこそ、同じ想おもいを共有するからこそ）

　──共有シエア。

（言葉は届き、想いが伝わる。水葉が突破口を開き、可憐が侵入する。ナノマシンを入手、ただ脳共鳴ネットワークに繋つながるだけじゃ、今の状況は作れない。ロシア人どもが大量生産した有機連結頭脳体クラウデイアン。何人いると思う？　何千、何万もの人間が、『俺』を憎む怪物となって『俺』に襲いかかる、その未来は）




『──フェアじゃない』

『遊戯がすべてを決める新時代が本当にあるのなら、《砕さい城じよう》や一部の遊戯者が裏で動き、人知れず大多数を動かすのは正しいのか？』

『国家や企業、学園……コミュニティの興亡すら、所属する人間の遊戯によって決定し、動かすべきじゃないのか。少数が遊戯ゲームを……新時代の戦争を独占し、すべての犠牲を払い続けるのは間違っていないか？　今の歪いびつな世界を、妄信してはいないか？』

『真に《遊戯がすべてを決める世界》を実現する。──この戦いは、その布石だ』




　かつて脳裏に過よぎった思想。それはＡＩ『裏紅ぐ蓮れん』が導いた理想社会のイメージ。

　少数の遊戯者プレイヤーを贄にえに捧ささげて、より少数の金持ち、支配者階級が権力を独占する世界へ。

　自分のような人間兵器、犠牲を払って能力を拡張した怪物が食らい合う毒の壺つぼを壊し、全人類、全世界、一般社会まで《遊戯ですべてが決まる世界》を実現する理想。




（少数の犠牲をお前は否定した。そして可か憐れんが今、新たな犠牲を産み出そうとしている。それは決して許されることじゃない。大勢の人間を洗脳して、人間兵器に変えるのと同じだからな。ロシアの権力者どもと同じか、それ以上の悪鬼外道の所業だろう？）

『………ッ!!』




　ギリ、と噛かみしめた唇の奥で歯が軋きしる。

　脳が熱い。眼めが輝く。《共感覚シナスタジアモード》の演算が、これまでにないほど紅蓮の脳をブン回す。




（大罪だ。俺と可憐は、それを背負って地獄へ行く。──『俺』の脳から消滅してな）

（だがお前はだめだ。永遠に降りられない。俺の身体からだを背負い、存在を奪った以上、お前は生きている限り、絶対に負けてはならない。最強の存在、絶対勝利のチケットとして）

（この遊戯社会に君臨し続けなければならない。永遠に頂点を維持し、お前が望む世界を、ただひたすら個人の幸せなど捨てて、生いけ贄にえの王として統治しろ。どうした？）

（そう難しい話じゃないさ。お前が次代のクオリアになるんだ。壊れた世界秩序の代用として、人生を使い潰せ。お前が選んだ、お前が望んだ復ふく讐しゆうだ。お前のための物語だぞ、なあ）

　それは悪魔の嘲り。

（どうした？　喜べよ。震えているぞ。嫌なんじゃないのか。──嫌だろう、俺？）

　タールのような言葉が粘り、ざらりとＡＩの歯車を狂わせてゆく。

　それは機械知性が獲得してしまったもの。人間を理解し、人間に近しくなったが故に。学習の果てに身に付けてしまった感情、理解しすぎたが故に受ける重圧。

『……望む、ところだ。俺は日常など必要ない。遊戯者の壊滅、社会への復讐を……』

（まだ言ってるのか。頭が固い、というより初期設定を変更できないあたり、ＡＩだな）

　しかし、もう遅い。

　ピクリと紅ぐ蓮れんの指が動く。右手が持ち上がり、左手がそれを食い止めるように掴つかむ。

　だが遅い。あまりにも遅すぎる。

　力を増した右手が左を振り切り、己おのが眼めを塞ぐように、開いた掌てのひらで半面を覆い──！




「取り戻したぞ、『俺』。

　貴様が理解できない《日常》の難問。ゴルディアスの結び目を解く答え」




　遥はるか古代、王が遺のこした決して解けぬ結び目。ＡＩが知恵を尽くそうと決して解けぬ。

　答え無き問題──機械ではなく人類として存在する限りつきまとう難問、それは。




「感情。情動。日常。どんな遊戯ゲームをも読み切る《共感覚シナスタジアモード》だろうと読めないもの。

　桃もも貝がいのバカさ、佐さ々さ木きのアホぶり、可か憐れんの優しさ、水みず葉はの献身。ミラの迷走や朝あさ人との、透とう夜やの渇望に至るまで。それらすべてに答えはない。ただの──感情だ」




　必要なのは答えではなく、納得。

　収まるべきところに収まったという感覚。ふんわりとした決着。




「ふわっとした恋愛相談にマジレスを返して『そういうのじゃないの』とか言われるのと同じだな。可憐がつきつけた少数の犠牲に対する葛藤、罪悪感の処理という命題に、ＡＩは結論を出せなかった。かと言って、バッサリ切り捨てることもできなくて」




　ヒトを知り、学習し、ヒトに近づきすぎたが故に。

　人脳共生型ＡＩは漠然とした不快感、罪悪感、感情のアラートを無視できず。




「それを処理できる『俺』に、権限を渡さずにいられなかった。

　腕一本、身体からだ半分あれば十分だ。この遊戯に決着をつけるにはな」

（……!?）




　立場は、逆転した。

　同時に、体の主導権も、逆転した。




　半面を隠すように広げた掌に封じ込められた朱あかい眼光。塞がれていない左の眼は鋭く、されど優しい元の輝きを取り戻し、『砕さい城じよう紅蓮』に戻った少年は誇らしげに笑む。




「思った通りだよ。お前はいつも俺を助けてくれるな。可か憐れん」

「──お兄様!?」




　物陰から響いた兄の声を耳みみ聡ざとく捉え、貯水タンクの上で可憐がビクリと跳ねる。

　その拍子にローファーが滑る。あ、と丸く口を開いたまま可憐の身が空中に投げ出され、

「こんなタイミングで死ぬな。まだ感謝の言葉も伝えてないってのに」

「……あ。お兄様、お兄様、お兄様……！」

　叫びが、屋上に響く。

　わずか一瞬。腕一本で貯水タンクの上へ登りつめた紅ぐ蓮れんが、軽くひと息で転落しかけた可憐を掴つかみ、持ち上げる。着地した彼女はその勢いのまま、兄の胸に飛び込んだ。

「待っていました!!　可憐はずっと……またお会いできる時を、待っていました!!」

「悪いな。頭の中で悪さする奴やつがいた。疼うずく朱あかい《眼め》を抑えきれなかったんだ──とか言うとアニメっぽくてカッコいい気がするだろう？　まあ実害がある分笑えんが」

「も、もう！　お兄様……。そのセンスはカッコ悪いです！　けど、大好きです！」

　妹を胸に抱きしめて、あやすように髪を撫なでる。

　別人のように穏やかな表情。されど左眼は未いまだに朱く、《共感覚シナスタジアモード》の呪縛は解けない。

　二人の手が恋人のように、兄妹きようだいらしく、祈るように重なり合い、握り合う。




「──今回も、私の勝ちですね」

「何言ってるんだ。俺達の、勝ちだろ？」

「はい。お兄様が、変わらずにお優しかったから」

「そして可憐が大きくなったおかげだ。遊戯ゲームじゃない。人間として強くなってくれた。

　俺の手を読み、本当の俺を信じて、最後まで布石を打ち続けてくれたから」




　この答えに、至れたのだ。




「蝶ちよう野のには会ったか？　あいつはタイミングが悪いから不安だったが」

「お兄様の世話役ですね。いえ、会っていませんが……お兄様の方でも、何か手を？」

「戦後に備えた根回しと布石。主に後始末だな」

　完全に乖かい離りする以前、『紅蓮』と『裏紅蓮』は完全に同期し並列に稼働していた。

　肉体は共有され、記憶も行動も溶け合って、互いに隠すことなどできず。

「《魔凍の瞳》を喰くらって人脳共生型ＡＩが停止した隙にできたことといったら、蝶野にコンタクトを取っていくつか指示を回すだけ。大したことはしちゃいない」

　狙ったとはいえ──思った通りに転がるかどうかは運任せ。

　あたかもビリヤードのバンクショット。開幕の一打がどう転ぶかは……。

「心配はしてなかったがな。Ｃクラスのヌグネの人となりを知れたのは幸運だった」

　ユーリエルを紅ぐ蓮れんが担ぎ、エーギルを透とう夜やが擁立した以上。

　継承権を持つ最後の生き残り、ヌグネが選ぶのはＦクラス残党、即すなわち可か憐れんたちを中心とする遊戯者プレイヤーたち。彼女、ヌグネは間違いなく降伏ではなく、抵抗を選ぶと読めた。

　何な故ぜなら、すべてをユーリエルに委ねて降伏するには彼女は敏さとく、妹を愛しており。

　透夜の傀かい儡らい同然のエーギルに服従するには、自身の抱えた夢が、願いが大きすぎる故。

「場合によっては、不自然だろうと強引に『俺』を動かして介入する必要があると思った。だがヌグネは想定通り、お前らを束ねる旗となって、可憐をここへ導いてくれた」

　思った以上だった。と紅蓮は呟つぶやき、困ったように。

「正直借りを作りすぎたな。ユーリエル、ヌグネ、凍とう城じよう兄妹きようだいにミラ。もちろん獅し子し王おう学園の連中も含めて、佐さ々さ木きや桃もも貝がい、可憐にまで……与えた以上のものを返してもらった」

「すべてはお兄様の掌てのひらの上、だったと？　あの方の励ましも、私の決意も……」

「それは違う。お前たちの眩まぶしさを、輝きを俺のために貶おとしめるのはよせ、可憐」

　この状況を作り、紅蓮を見事に追い込んだのは。

　陰に潜んでネチネチと企たくらんでいた者などではなく──。

「お前だよ、可憐。お前が俺の真意を汲くんでくれた。ＧＭの脳内当てなんてクソゲーを、見事にクリアしてくれたんだ。……ありがとう」

「そんな！　お兄様……むしろ、ごめんなさい。気づけなくて……！」

　知らされていなかったとはいえ、兄を内部から蝕むしばむＡＩの脅威に気づきもせず。

　まんまと遊戯ゲームを進め、浸食を深めていた愚かさを思えば、多少の貢献では足りない。

　そんな可憐の想おもい、あふれる涙を紅蓮はそっと指先で拭う。

「そろそろ決着の時間だ。もう一人の参加者に、結末を伝えるとしよう」

「──それは俺のことか？　何のつもりだ、砕さい城じよう紅蓮」

　静かな怒りと共に、換気ダクトから白き獅子王が跳ぶ。

　カツッ……!!　と屋上の石材を踏み、一流のスケーターがダンスを決めるような動きで着地すると、白しろ王おう子じ透夜は貯水タンクの上で抱き合う兄妹を、苛烈な眼めで睨ねめ上げる。

「せっかくの遊戯、俺と貴様の逢おう瀬せだぞ。待ちに待った晩ばん餐さんにまた水を差す気か!?」

「そこは悪いと思ってる。だが」

　可憐と手を繋つないだまま、空いた手で紅蓮は己おのがこめかみをコンコンと打つ。

「俺には先約がいてな。頭の中のこいつに引導を渡さないと、落ち着いて遊べもしない」

「くだらぬ言い訳を……。そのまま砕城可憐を、貴様の妹を勝者とする気か？」

　認められぬ、と。

　言葉ではなく眼めで語るように、透とう夜やは貯水タンクに詰め寄った。

　繋つないだ手が離れる。紅ぐ蓮れんの腕が可か憐れんの腰をしっかりと抱き寄せ、固く兄妹きようだいは繋がると。

「俺を視みろ、砕さい城じよう紅蓮!!」

　透夜は叫ぶ。獅し子しのように、そして──突き放された子供のように。

「探したのだ。我が心を震わせるものを。熱い何かを。だが無かった。この世界において、俺を心から震わせるものは。我が敵となれる存在は、貴様以外にいなかった!!」

　なのに、いつも。いつも。

「前もそうだ。そして今もか。ありえん、ありえん、ありえん!!　俺を視ろ、紅蓮。俺と戦え、紅蓮。三度に亘わたって俺を視ぬなど許さん。──紅蓮!!」

「……重いんだよ。そういうの、嫌いじゃないけどな」

　血を吐くような想おもい。それを真正面から受け流し、紅蓮は抱きしめた妹に囁ささやく。

「悪いが、ここまでだ。頼む、可憐」

「はい。手をお借りします、お兄様。──【転写コピー】！」

　それは【鬼】に与えられた能力のひとつ。

　鬼が触れた子を鬼に変え、自らは子に戻る【捕獲アレスト】と違い。

「……どちらも【鬼】になる。だと!?」

　ステータスが書き換わる。鬼は除外され、子が生き残る【国王の鬼ごっこ】において、残る【子】は透夜の１枠のみ、すなわち決着の第四戦が幻と消えたことを意味する。

「どういうことだ。……二人がかりで、この俺を仕留めにかかるとでも？」

　微かすかな期待を込めた透夜の探りに、紅蓮はニッと口角を上げて。

「悪いが、俺達の遊戯ゲームは──お前に勝たせて初めて勝ちなんだよ、透夜」

「!!」

　貯水タンクを蹴る音。透夜が怒りに震え、ひと息に垂直の鋼を駆け登る。

　その手が紅蓮の胸倉に触れる、その刹那。

「──退屈な勝利を手にして還かえれ。透夜」

「紅蓮……貴様ぁッ!!」

　勝者に敗北と絶望を。

　花束でもトスするかのように兄妹は揃そろって背後へ踏み出し、空中へ身を躍らせる。

　透夜の手が空を掴つかむ。指先に紅蓮の前髪が触れかかり、すり抜けていく。兄の胸板に身を預けて目を閉じた可憐、そんな妹を抱きしめる紅蓮。

　朱あかい右眼と穏やかな左眼。

　歪いびつなオッドアイが星のように青空へ流れ、兄妹は重力に引かれて落下していった。





　＊






[image: ]

　それは刹那。

　紅ぐ蓮れんと可か憐れん、二人のアバターが貯水タンクから地上へ激突するまでの一瞬。

　最強と謳うたわれた遊戯者プレイヤーの脳内、脳に寄生するナノマテリアルＡＩと脳細胞の交感──




（この遊戯ゲームの勝者は白しろ王おう子じ透とう夜やだ。お前は負けたんだよ、《二番目》）

（認めない）




　チャンネルをザッピングするような思考ノイズ。

　空中に投げ出される浮遊感の中、紅蓮は永遠とも思える一瞬を、己おのが脳に共生する機械、役割を与えられたタンパク質の成れの果てとの対話に費やしていた。

（俺は認めない。認めてしまえば、俺は消えてしまう）

（ああ。人脳共生型ＡＩに組み込まれた《セーフティーロック》があるからな）

　砕さい城じよう本家がＡＩの暴走を停とめるために仕掛けた安全装置、自滅プログラム。

　そのトリガーとなるのはＡＩの《完全なる敗北》。完全にやられた、という敗北感。

　逆転の布石や裏の意図あっての負けではなく、純粋な敗北だと認めること──。

（これはただの自殺行為だ。フェアな遊戯ですらない）

（違うな、フェアだよ。この《獣王遊戯祭ベステイア》じゃない、『砕さい城じよう紅ぐ蓮れん』と『お前』の遊戯ゲーム、人脳と共生型ＡＩの遊戯。俺が真の意味で解放されるための、最終遊戯）

　それは最初から始まっていた。

　砕城本家から解放され、獅し子し王おう創はじ芽めに釣られて獅子王学園に入学して以後。

　紆う余よ曲きよく折せつを経へてこのアルセフィア王国に至り、王位継承戦に巻き込まれて完結に至る。

（組み込まれた俺自身、共生型ＡＩを排除しないかぎり、真に俺は解放されない。可か憐れんと再会し、過ごしたすべての日常、戦ったあらゆる遊戯の裏で、俺はお前を誘導していた）

（───………ッ!!）

（俺はずっと遊戯を続けていたんだ。ただひとり、お前だけを相手にな。自分自身ですら認識する事なく布石を積み重ね、この結末に至るまでの手を打ち続けた）

　地の果てまで続く無限の碁盤に石を打ち続けるように。

　複雑に絡み合った幾億の将棋盤、並べられた詰め将棋を解き続けるように。

　自分自身すらも意識することなく、もつれきったスパゲティコードを解体するように、砕城紅蓮は解放されてからの時間、すべてを費やしてきたのだ。

（解放されてからの【日常】は、お前を蝕むしばむ猛毒だ）

　遊戯において、紅蓮は『裏紅蓮』を必要としていなかった。

　勝率９割を10割に変えるオーバーキル。必要なく持たされた武器には意志があり、己の存在に悩んでいた。せめて遊戯の中に浸り続けていれば、まだマシだっただろう。

　必要とされずとも手を考え、人脳に献策を続けることで己の存在を定義できた。紅蓮をサポートするシステム、使われずとも稼働し続けるチートコードとして在りえたのに。

（日常において『裏』の存在意義は、ない。故に自滅は約束される）

　遊戯の機会が減り、消失してゆく『裏紅蓮』。そのままであればじきに消えてしまう。

　だからこそ『裏紅蓮』はあえて隙を作り、さりげなく紅蓮の脳に干渉して感情や意志へささやかな示唆を与え、完全な日常に浸ろうとするたびに邪魔をしてきた。

（獅子王学園への入学や、可憐の干渉に気づかせなかった誘導。お前が仕掛けた遊戯だろ。一方的に攻める側じゃないとダメなのか。反撃はルールにないとでも言うのか？）

（違う。俺は。『俺』……ハ……）

　壊れかけ、分解されゆくＡＩが蓄積した膨大な記録。

　宙そらの星々に似た勝利と敗北の星。その裏には喜びと悲しみ、あらゆる悲劇と喜劇がある。

（俺　ハ　真なる　遊戯で　決まる　社会　ヲ）

（お前が消えることのない世界を。お前が存在し続けられる世界を、求めた）

　それは、本来あるはずのない自エ我ゴ。

（お前は俺の意識の模倣から逸脱しすぎたんだ。怨念で動くＡＩ？　あるか、そんなもの。そんなふんわりした基準で走るプログラムが組めるわけないんだよ）

（それ　ハ）

（お前は俺だ。俺の脳細胞を模倣し、過去の記憶、過去の記録を閲覧するうち、それの裏で起きる悲劇に涙し、同情して、怒りを抱いた。だからお前はフェアを求めた。弱者の救済を求めた。ユーリエルの勝利を願った。何な故ぜならお前がそうだからだ。お前が弱者だからだ。消えゆく存在だから、消されるべき存在だから認められなかった。芽生えた自我を手放せず、生きるために俺を消すための大義名分を求めたからだ）

（　たす　ケ　たかっ　タ　お　レ）

（ああ。嘘うそじゃないんだろう。それはわかってる。人間を学びすぎて、優しさや自我や、ＡＩに求められない機能まで獲得しちまった──シンギュラリティ）

　技術的特異点。

　ヒトの脳に寄生し、ヒトの領域に至ったＡＩは、もはやただの『ヒト』でしかなく。

（お前は負けたんだ。自分自身を救うための遊戯ゲーム、敗者を勝者に変える遊戯にな。消えろ、俺。消え果てろ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。怨念だけで走り続ける過去など、いらない）

（───アァ………）

　か細い沈黙が脳裏に過よぎる。

　生まれることのなかった産声、人類を変革させたかもしれない兆し。

　人脳とＡＩの共生による強制アップデートは未完に終わり。

（俺は、罪を犯したのかもしれない）

　ＡＩの導くままに。弱者に優しい、強者も普通の人々もすべてを遊戯の沼に落とす世界。

　真に遊戯がすべてを決める社会を実現したなら、それはある種の完成だろう。

　その芽を摘み取り、殺した。原始地球における生命のスープに誕生しかけたアミノ酸を、不愉快だからと消毒したような虐殺行為、生まれたはずの命を殺す大罪とも感じる。




（だが、それでも）




　地面が迫り、感覚が剥はく離りしていく。

　地面が迫る。強く抱きしめた可か憐れんの温ぬくもり。

　制服越しに感じる肌の質感、口元に届く髪の香り、それは──やはり、愛いとおしくて。




（世界のために、自分を犠牲にする気にはなれない）




　自分らしく、自分の求めるものを、大切なものだけを抱いて生きていくために。




　──グシャッ!!




（じゃあな、もうひとりの俺。さよならだ）




　生々しい激突音。

　抱き合った二人のアバターは粉々に砕け、虹色の光が花と散る。

　クオリアが現実の肉体に感覚を繋つなぎ直す違和感の中、紅ぐ蓮れんは脳内に共生していた自分、姿無き兄弟とも言える存在を悼むように……別れを告げた。





●革命終しゆう焉えん、新時代の始まり




　──エーギル・アルセフィアには夢がある。




「無病息災……平穏無事……。目立ちたくない目立ちたくないのんびり地味に生きたいです……！」




　小国とはいえ一国の姫として生まれ、これほど引っ込み思案で庶民的に育ったのには、母親が大きく関係している。欧州連合の不景気、就職難に喘あえいだ若き女子大卒の彼女は、正直もうヤケだとばかりに新興国、アルセフィアへと渡った。

　そこに政治的な裏はない。後世において欧州連合のハニートラップだの、英国から派遣された敏腕スパイだの、いやいや女マフィアのドンだのとあらぬ疑惑をかけられたが。

　実体はただただ、不景気下での就職活動に疲れた元女子大生である。特に展望もなく移民、ボランティアからうまく役所の下っ端に滑り込み、地味に働いていたのだが……。

『顔が……。顔が良かったのよ……。お母さん、ほんと、それだけなんだけど……』

『あと、他の奥様がヤバかったの。……米国出身の人は意識が高すぎて筋トレとビジネスで生きてるみたいな人だし、ロシア出身の人はほぼほぼ病んでるし……』

『アジアの方はめちゃめちゃ気が強くて怖いし、イタリアの人はすごくいい人だけど、お金と身体からだを搾られるそうだし、地元出身のあの方は、優しいけど……』

『私より弱くて、脆もろくて、かわいそうな方なのよ。だから結婚したの。国王陛下を普通に、当たり前にお迎えできる人って、わたしくらいしかいそうになかったから……ね？』

　と、後に語った母の疲れた顔は、父の愛を思わせる美しいドレスや宝石類にゴテゴテと飾られながら、働き疲れた企業戦士じみた、ぐったり生気のないものだった。

　やるせない話だが、母は顔が良かったのだ。当たり前、夢も希望もないシンデレラ。

　娘の自分にはあまり遺伝しなかったようだが、それでたまたま国王に見初められ、権力にも財産にも興味が薄く、貴族趣味もなく、ただただ普通すぎるが故に愛され、好かれ。

　本来なら愛人で終わるところを正式な寵ちよう姫きとされ、娘には王位継承権まで与えられてしまった。それだけで望外、十分すぎる幸福……だと、普通は思うのだろうが。

（お父様。私たち母子にとって、王位とか継承権とかほぼ嫌がらせなんですけど……）

　権力？　いらない。　責任？　重い。　財産？　怖い。

　臆病なハムスターじみた母の弱さは娘エーギルにも見事に遺伝し、一国の姫とは思えぬ控えめさと言うか、自己肯定感のない小役人じみた姫が誕生し、国の一部を委ねられ。

　自分ひとりでは何もできぬと理解しているが故に、優れた人材を発掘。

　しかるべき人物に権限を惜しみなく与えたことから、無難に、堅実に業績を上げ。

　ドラスティックな改革を求める市民のウケは悪く、たまに不満をこじらせた連中に暴動を起こされることもあったが、それでも少しずつ少しずつ成長させてきた。




（王様とか嫌です、絶対なりたくない、けど……あ[image: ][image: ][image: ][image: ]……う～……!!）




　王様になりたがるようなヤツにやらせるよりは。

　自分がなったほうがマシなんじゃないか、なんて思ってしまったばかりに。




『【国王の鬼ごっこ】第三遊戯ゲーム、終了。優勝──白しろ王おう子じ透とう夜や』




　そして。その結果を踏まえて、最後の国民投票が行われ──




『《獣王遊戯祭ベステイア》参加クラスのＣＰを発表します。




　Ｃクラス　ＣＰ　142500（+9500）

　Ｅクラス　ＣＰ　278800（+120074）

　Ｆクラス　ＣＰ　184250（+750）




　よって最終勝利者はＥクラス。

　エーギル・アルセフィア王女殿下の、次期国王就任が決定しました!!』




「なんで、なんで、なんでですか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」




　──母と同じ沼にハマってしまったのは、もう笑うしかない。

　だが最後の遊戯ゲームの趨すう勢せいを眺めた国民がＣとＦに愛想を尽かし、Ｅクラスに票を投じるのはごく自然な流れだった。

　最善の手駒を揃そろえず、無様な泣き落とししか敵を捕らえる術すべを持たなかったＣクラスの遊戯者プレイヤー、可か憐れん。

　そんな可憐の行為に絆ほだされてのこのこと近づき、【鬼】に変えられた上に足を滑らせてアバターを全損、そのまま敗北したＦクラスの遊戯者、紅ぐ蓮れん。

　遊戯の真相を知らぬ国民から見れば、遊戯に真摯に向き合わず、自国に不利益をもたらすような陣営に信頼の一票を投じる気になれるはずもない。

　信仰により安定した支持を得ているＣクラスはまだしも、強さと覚悟の証あかしを示して浮動票をさらったＦクラスにとって、その体たらくは致命的な信用の失墜を招き──。

　最後まで気高く戦い抜いた誇り高き王──白しろ王おう子じ透とう夜やと、その陣営たるＥクラスこそが王にふさわしいと、民は、民の視点で正しい選択をしたまでだった。





　＊






　アルセフィア王立学園、大講堂。

　すべての決着がついた時、場には喝采より気まずさがあった。

「紅蓮!?　紅蓮、無事ですか!?　──救護班を！」

「手配はしておる。アバター損壊のフィードバック……にしても酷ひどいのう。これ、そこの解説ロボ。これはクオリアの仕様じゃなかろう、開発者として何か言うがよい」

「私に言われてもねェ……。紅蓮クンは強引な人脳共生型ＡＩのアンインストール処理。可憐クンは有機連結頭脳体クラウデイアンのアクセス集中による過労だヨ」

　圧縮空気が吹き出る音がして、クオリア筐きよう体たいが展開する。気を失い、ぐったりと力無く横たわった紅蓮に駆け寄るユーリエル、傍かたわらに立つヌグネと興味深げな獅し子し王おう創はじ芽め。

　緊急警報を受けて救護ドローンが急行。白いカプセル状のボディを開き、要救護者たちを回収する。紅蓮、可憐、ミラの三人が運ばれていくのを目の当たりにしながら。

「やったじゃないか、トーヤ。喜べよ、勝ちは勝ちだぞ？」

「もう一度同じことを言ってみろ。貴様の唇を縫い合わせるぞ、カムラン」

「ひぃぃええぇぇ……怒ってます、ガチギレです……！」

　クオリア筐きよう体たいから自ら起き上がった白しろ王おう子じ透とう夜やは、凄すさまじく不機嫌な顔をしていた。

　隻眼には凶相が宿り、手をさしのべたカムランのそれを撥はねのけ、力強く立つと。

「ヤツは俺を見ていなかった。俺だけの片思い、空回りというわけだ。これでは道化ではないか！　腹が立つ。いっそこのまま世界ごと滅ぼしてやろうか!!」

「そ、それは困るんですけど……というかどうしてマジで勝っちゃうんですか、さすがにコレは想定外って言いますか、もうちょっと手加減して欲しかったんですけど……!?」

「黙れ、凡俗。貴様は自ら王たらんとして俺を招いたのではあるまい？」

　透夜の看破は、それまで曖昧にしてきたエーギルの真意。

「ヌグネ、あるいはユーリエル。己より優れた者らが王たることを見込み、その欠点、失政の元たる何かを伝えんがために力を欲した──そんなところか」

「うううう……お見通し、ですか」

　エーギルはがっくりと肩を落とす。彼女の理想としては、いい感じに接戦の末敗退。

　戦後は食い下がったことで多少の発言力を維持しつつ、ヌグネないしユーリエルが得た王位の陰でこっそり支え、引退するまで働いて田舎に引っ込む予定だったのに。

「人生プランが台無しじゃないですか！　やだー！　このままじゃ、このままじゃ……！　私、ガチ女王になっちゃいますよ!?　嫌です！　やりたくないいいいい!!」

「子供か。ようやく本音を吐いたな、凡愚めが」

　吐き捨てるように言うと、透夜は手を伸ばし、エーギルの顎を力強く掴つかむ。

　いわゆる『顎クイ』──少女漫画ならロマンチックな姿勢だが、キレかけた透夜は甘い雰囲気とは無縁で、エーギルは猛もう禽きんに捕まったモグラのようにキュイッと鳴いた。

「ひいいいいええええええ……。勘弁してくださ[image: ][image: ]い!!」

「せん。こうなれば貴様は何としてでも女王としてくれる。紅ぐ蓮れんが蘇よみがえり、再び遊戯ゲームの場に舞い戻るまでの無ぶ聊りようを、その珍妙な鳴き声で埋めるがいい……！」

「ひ、ひとを珍獣カーみたいに……。うう、うう。なんでこんなことに!?」

「いやなんでも何も、勝ったんだから当然じゃろがい。何言うとんじゃこの馬鹿は……」

　呆あきれ果はてた様子でヌグネがぼやき、振り返る。

「おーいそこの平凡無駄美少女生徒会長。そこのひねくれ兄妹きようだいを連れてこい、病院じゃ」

「美少女、それはつまり佐さ々さ木きのことですね？　では行きましょうか、風ふう来らいさん」

「誰が風来だ!?　下の名前がシレンだからか!?　いつの時代の名作ゲームの話だっつーか腕組むな、おい！」

　佐々木に腕を組まれ、強引に引っ張り出される凍とう城じよう紫し[image: ]れん。妹、未み恋れんもまた、近くにいた桃もも花かが背負って救護ドローンと共に講堂の外へと連れ出そうとする。

「きょーせーれんこーですー！　あ、妹さんは桃もも花かが運びますから」

「……つち、くさい。けど、むだにたいおんたかくて……すやぁって、なる……」

「お、おう、そうか。良かったな、未み恋れんチャン……じゃなくって、おい!?」

　うとうとと気持ちよさそうな妹に一瞬和んでから、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは我に返る。

「俺達は遊戯ゲーム時代にケンカを売った、大犯罪者だぜ。治療して裁判にでもかけんの？」

「敵だから治療せんとか、敵だから死んでもええとか、その発想怖いわ。頭20世紀か。この遊戯の時代、死ぬよりえぐいことにもなるが、人が死なんのは進歩じゃぞ？」

　パッ！　と音高く開いたのは東洋の扇子。

　以前楠くすの木き楓かえでが愛用していた漢字入りのそれをバッと広げて、ヌグネはホホホと笑う。

「お主の脳内ナノマシンの除去、妹の延命と遺伝子治療。それに必要な代金は貰もらっておる。わしもついさっき知ったばかりじゃが、即金五千億とかアホじゃろ貴様」

「これから、ヌグネ様にはご協力いただく必要がございますので」

　そう言ったのはサングラスにダークスーツの長身美女。

　かつての紅ぐ蓮れんの付き人だという蝶ちよう野のは、手元の端末を忙せわしなく操作しながら言う。

「必要なのはクオリアシステムのアップデート。脳内共生型ＡＩ、および脳共鳴ネットの検出と違法修正、被害者の救済です。そのための資金として……」

　かつて世界最強を誇り、五年間の無敗を伝説にした男の資産を原資に。

「ひとまず、三兆円。凍城家のご兄妹きようだいはもちろん、世界各地に散らばった有機連結頭脳体クラウデイアン、その治療や負債の買い取り、意識と記憶の回復。家族との再会に使われる予定です」

「……わしが言う筋ではなかろうが、イカれた金の使い方をしおるな」

　小国ながら優れた技術力を誇るアルセフィアは、医療もまた先進国に劣らない。

　保険制度が無いために高額になるという問題さえカバーできれば、回復の可能性は高く。

「エーギルはわーきゃー騒いでおったから聞いておらなんだようじゃが、紅蓮の使い……。蝶野は最初から、この結末を迎えた後の始末のために動いておった。そうじゃな？」

「真にフェアな遊戯を。遊戯ですべてが決まる時代に──後天的な異能や人体拡張など、公正を欠くチートは必要ありません。技術の裏面を知る人物も確保できましたので」

　新しく提示されたルールの素案。それは後天的な、脳改造や有機ＡＩによる感覚拡張など、本人のスキルに基づかない人体改造による異能者の識別、そして排除が明記されており。

　それが意味することが何なのかを、他ならぬ異能者の本家、砕さい城じようはよく知っていた。

「……馬鹿な。黙ってへん、砕城が……いや、それだけやない！」

　蝶野が目を向けた人物は、黒婆ヘイボオ。砕城家の教育役、文字通り砕城の生き字引。最高齢の遊戯者プレイヤーであり、紅蓮や可か憐れんの育成にも関わっていただけに。

「異能者を抱えるあらゆる国、組織、企業が……反対しますわ。《黒の採決ブラツクバウト》を挑んででも止めようとしますやろ。クオリア内で世界大戦が始まりますえ!?」

「それが望み、そのひとつです。さんざん焦らしたある方へのお詫わび、ということで」

　遊戯ゲームは今後、闇から表に出ていくにつれて競技に近い意味合いを持つことになる。

　スポーツに打ち込むアスリートが薬物や人体の機械化を行っていたら、それは別競技だ。そうした犠牲を伴う改造処置を違法とし、拒む規則がクオリアに導入されたなら。

「にょほほほほ♪　すでにヴァチカンにはわしから連絡済みじゃ！　クリステラのような概念系、運不運を操る異能者があそこの主力じゃが、今回のルール改正で連中は影響を受けんからのう。何せ、本人たちですら仕組みがわからん能力じゃし」

「ヴァチカンは支持する……と!?」

「そういうことじゃ。わしは蝶ちよう野の、否、紅ぐ蓮れんと組んでクオリアのルール改正を支持する。ついでに医療費の補助をチョイと頂いて、身内の完全治療と身辺警護くらいは報酬として頂いてもかまわんじゃろ。……のう、ユーリ？」

「!?」

　はっ、と弾はじかれたようにユーリエルが振り向く。

　救護ドローンに運ばれてていく紅蓮、その姿を追って歩きながら……。

「では、まさか。紅蓮、あなたは……ユリウスを、私の、弟を……!?」

「救うつもりだったんじゃよ。己の都合、敗北による人脳共生型ＡＩのアンインストール。その対価としてお主と弟、その生命と安全は絶対に保証する。そうじゃな？」

「クオリアを介した契約の用意はできています。送信しますので、後ほど御署名を」

「……[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　なんてこと……。どうして、なぜ、もっと早く言ってくれないんですか!!」

　ぽたぽたと涙がこぼれ、移動するポッドの表面に散る。

「あとで……あとで、きちんとお話してもらいますからね！　馬鹿！　紅蓮の、ばかっ!!」

　病院へ運ばれるドローンについて歩きながら、ユーリエル・アルセフィアは涙と共に、だが堂々たる敗者として大講堂を去って行った。




「あ、あの～……」

　そんな空気の中で、おずおずと手を挙げるエーギル。

「ちょっと聞き捨てならないお言葉が出たんですが、世界大戦？　どこでです？」

「どこでって、そりゃ……ここじゃろ？　アルセフィアじゃ」

「はあああああああああああ!?　やめてくださいよ、迷惑すぎます～っ!!　いくら実際に戦争やるとは違うとはいえ、普通にめっちゃ影響受けるじゃないですか!?」

　せっかく整えたドレスも髪もくしゃくしゃにして、王位を内定された姫は叫んだ。

　改造によるチート禁止、異能者の排除が公表されれば、それをよしとしない者が集まる。《黒の採決ブラツクバウト》の第一戦で戦ってきた異能者、それも己の改造も厭いとわない廃人の群れが。

「そんなこと決める権利がどーして紅ぐ蓮れんさんにあるんですか!?　反対してくださいよそこの捕まってる感じのイケメンさん、あなた確かクオリア管理者……あ！」

「ウン、そーいうことだネ。今の紅蓮クンに対し、私は捕虜の身だ。陰での暗躍を暴かれ、その禊みそぎと言われれば……クオリアの公正性の担保というメリット、さらに矢面に立ち反対意見を封じてくれるとなれば、受け入れない理由がないんだヨ。はっはっはっ」

「ひえええええ……！」

　囚人服の獅し子し王おう創はじ芽めが朗らかに笑い、エーギルは真逆に蒼そう白はくとなり。




「──詫わび、と言ったな？」

「ぴえん!?」




　最も今聞きたくない、熱のこもった男の言葉が耳元で響いた。




「それは即すなわち、俺への詫びだな？　紅蓮の回復を待って再び遊戯ゲームを挑むつもりだったが、世界各国の遊戯者プレイヤーどもが群れをなして襲ってくるだと？　クク、クククク……!!」

「あ、あの。透とう夜や様？　痛い、痛いんですけど!?」

「いいぞ、悪くない。くだらん金品だの言葉だので詫びるより億倍楽しめそうだ。紅蓮の復活を待つまでの間、仮想の第四次世界大戦の覇者たれば──即ち、五年間の不敗伝説を打ち立てたヤツと同格。今度こそ待ち焦がれたヤツとの遊戯が味わえるわけだ!!」

「近い痛いキツいひゃい[image: ][image: ][image: ]っ!!　ミシミシ言ってますぅ!!　ホネ!!」

「どうした凡夫、泡など吹いて。そうか、さては俺と感激を分かち合いたいのか」

　きつく抱きしめられ、ぬいぐるみのようにドレスの腰が細く締まる。

　呼吸困難で泡を吹く新女王を抱え、白しろ王おう子じ透夜は若干の勘違いをこめて。

「任せろ。クオリアの調停者として登極する女王の剣となり、俺が第四次大戦の覇者たる栄誉を貴様にやろう。人類史に刻んでやるぞ、エーギル・アルセフィアの名をな！」

「い、い、い、いりませ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ!!　た、た、たすけて[image: ][image: ][image: ]っ!!」




　哀れなる覇者、新女王の悲鳴が大講堂に響き渡り。




「が、紅蓮の案をそのまま呑のむ気は到底ない。ただでさえ道化のごとく扱われ、勝利の座を譲られるなどという舐なめた真ま似ねまでされたのだからな」

「ふむ。ではキミは何を望むのかネ？　ぶっちゃけたいていの願いは叶かなうケド」

「金も地位も要らん、必要なら己で手に入れるまでだ。俺が望むのは《なんでもあり》、真なる《黒の採決ブラツクバウト》ルールの制定だ」

　それは紅ぐ蓮れんの理想、その否定ではなく──。

「進化を拒む者の強制的な改造は俺も認めん。だが、己おのが意志で強者たらんと選び、命や脳を燃やし尽くしても力を欲する場面が、ある」

　例えば凍とう城じよう紫し[image: ]れん。己の記憶、脳の消耗をも厭いとわず妹を救うためにナノマシンを受け入れ、遊戯者プレイヤーとして進化した。自ら望み、力を得て、目的を果たすために己を使った。

「──蝶ちよう野のとやら。貴様が開示したデータが事実なら、教条的な強化措置、異能発現など人体改造の否定は、そうした遊戯ゲームの進化や覚悟の否定にも繋つながる。認められんな」

「……あの、それってつまり、つまりなんですけど？」

　透とう夜やに捕らえられたまま、エーギルがおずおずと手を挙げて。

「今後紫[image: ]さんみたいに改造手術で強くなった遊戯者と戦えなくなるのはつまんないから、全部禁止はやだ、って……そんな感じの御主張かなと思うんですけど、合ってます？」

「………」

「いたいたいたいたいたいたひっ!?　やめてください、ひゃめて[image: ][image: ]っ!?」

　イラッとしたのだろう。透夜は無言でエーギルの頬ほおを掴つかみ、唇をタコのように尖とがらせる。

「そのようなくだらん動機などと思うな。勝利のため、何かを勝ちとるために己を捨てる、削る、進化を求める。その覚悟を否定はできん、したくない。なぜなら」

　されど表情は怜れい悧りなまま、威厳を保って。

「──我が弟の覚悟を以もつて、俺は蒙もうを啓ひらかれたからな。たとえ惰弱な家具であろうとも、守るべきものを得て覚悟を決めれば、ひとかどの遊戯者たることもある、と」

「え？」

　あまりにも意外すぎる言葉に、その場に残っていた白しろ王おう子じ朝あさ人とが目を剥むいた。

「兄さん……。それは、僕を認めた……ということ……？」

「食いつく覚悟ある者を俺は否定せん。俺が貴様を嫌っていたのは、才あれど使いもせず、首こうべを垂れて尻尾を振っていたからだ。そうでないというなら対応を改めもする」

　呆ぼう然ぜんとする弟を振り返りもせず、透夜は新たな要求をつきつける。

「故に俺は提唱する。真なる《黒の採決》──選ばれし強者による『なんでもあり』の宴うたげ。人体改造だろうがＡＩ導入だろうが好きにするがいい、すべて食い尽くしてくれる」

「ですが、それでは紅蓮様が提唱したお考え……過剰な遊戯開発の犠牲者となる子供や、経済的に支配されて生いけ贄にえとされる人々の救済は、叶かなわないのでは？」

　そう質問する蝶野に対し、透夜はフンと一いち瞥べつする。

「くだらんことを抜かすな。人身売買だの何だのは、本来どこの国の法においても禁止だ。現状そうした面を完全に無視しているクオリアの特権、その一部を返上しろ」

　即すなわち、たとえば生命や尊厳、自らを奴隷として売るような人身売買行為。

　生命や臓器などを賭けるような行為を、属する国家の法に基づいて違法とし。

「表舞台、企業や国家間調停を行うそれを《白の採決ホワイトバウト》。完全なるアンダーグラウンド、悪党どもによるなんでもありを《黒の採決ブラツクバウト》として区分するのだ」

　例えば、オリンピック競技と地下賭博。今回のアルセフィア王位継承戦のような戦いをクリーンなものとし公認する《白の採決》とするならば、完全な違法行為──。

　当事者間の契約でのみ成立する社会の闇、ダークゾーンを《黒の採決》として切り離し、後者を違法とした上で、なおそれを求める裏社会の住人、悪党どものために残す。

「人類が公正無私な聖人ばかりなはずがあるか？　そうした者どもが曲がりなりにも武器を捨て、暴力と決別できたのはクオリアによる調停があったが故だ。それを完全に無くせば、それこそ武器の時代に逆戻り。そんな惨事を、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとて望んではいまい」

　故に『違法』と定義しつつ、闇で行う。

「違法上等、摘発せよ。その役は俺がやってやろう。世界を巡り、違法改造を行ってまで己を高めんとする悪あしき強者どもは、ことごとく俺が平らげてやる」

「アルセフィアを世界の遊戯ゲーム警察に。そういうことかネ？」

　ひょいと肩をすくめ、囚人服の道化師は呆あきれたように笑った。

「言わば、これまで無法地帯……取り締まらない時点でクオリア、世界秩序が暗に認めていたも同然の闇遊戯、人身売買などを違法と定義し、取り締まりの形を作る」

　かつて、貿易の対価として麻薬が用いられ、大陸に蔓まん延えんした時代があった。

　時の皇帝は麻薬を憎み、取り締まりを図ったが効果は得られず。官僚が出した撲滅の策、それは麻薬を国の専売とし、多額の税をかけつつ中毒者にのみ売ることであったと言う。

「新規の中毒者が増えない環境を作った上で、今いる患者に供給し続ければ、時代と共に彼らは消える。枠組みとしては近いかナ？」

「最もクリーンに金を生むのは表舞台における調停、遊戯だ。それにおいて違法とされた時点で、なんでもありの闇に絡むのは後ろ暗い者どものみとなる。テロリスト、犯罪者、組織犯罪。現状のクオリアではすべてを受け入れるが故に、取り締まる術すべもない」

　それらを違法とし、黙認を取り消したなら。

「表舞台から転がり込む莫ばく大だいな資金が削れる以上、そうした悪党どもの席は減るだろう。だが決して無くならん、人類の性さがは悪であるが故に──」

「うわぁ……めちゃくちゃ楽しそー……」

　完全に引いているのか棒読みのエーギル、彼女を抱えてニッと牙を剥むく白しろ王おう子じ透とう夜や。

　愉悦を含んだ唇が、最後の言葉を紡ぎ出す。

「故に、俺は永遠の戦いに身を投じることができるのだ。もっとヒリつくような戦いを、腹が満ちるほどの遊戯を寄こすなら、紅蓮の企てに乗ってやろう。どうだ？」

「……予想通り、いえ。それ以上ですか」

　はあ、と軽くため息をつきながら、蝶ちよう野のはクオリアと繋つないだ端末を操作した。

「蝶野は、紅ぐ蓮れん様の代理人としてその提案を呑のむ用意があります。どうですか？」

「……クオリア側としても、拒む理由はないヨ。そうなれば透とう夜やクンだけではちょっと、手が回りそうにない。少々人員を拡大する必要があるんじゃないかネ？」

　呆あきれを含んだ言葉と共に、獅し子し王おう創はじ芽めが空中を叩たたく。

　仮想キーボードを操作する音、形なきキーのタッチ音と共に、宙に浮かんだ文字列は。

　一いち瞥べつしただけで数千、数万に達する、莫ばく大だいな人身、尊厳の売買リストだった。

「クオリアが現状把握しているだけでも、《黒の採決ブラツクバウト》による違法行為、中でも児童や女性の人身売買、特に悪質なものを選んでも数えきれない。法を遡そ及きゆう適用できない以上、すでに存在するそれらの犠牲者を救う手段は存在しないわけだが──」

「──いや待てよ。できるだろ、それ？」

　不意に割り込んだのは、カムラン・マリク。

　褐色の頬ほおを野獣のごとく歪ゆがめ、牙を剥むいたアジアの少年は、自ら戦いを求める。

「それこそ《黒の採決》の出番じゃないか。悪党に片っ端から遊戯ゲームを挑み、被害者を救う。そんな痛快な話があるか？　まさに正義の戦いだ、なあ!!」

「……遊戯時代における英雄、ヒーローごっこ、か」

　水を向けられた仲間、遊戯村の遊戯者プレイヤーたちは。

「超面白そうではないか。ついでに言えば外部ネットを得た以上ド田舎村の古代ネットに引きこもるなど断じて嫌だ、故に私は参加しよう。推しにスパチャを贈るために」

「男ってこれだから。……もう、疲れてるのに。まだ休めそうにないわねぇ？」

「あははっ、でも、でも……[image: ][image: ][image: ]っ、ワクワクする!!　私も、やる[image: ][image: ]っ!!」

　ジャファル・ハーン、モナ・ラナ、アイラ・チャンドラ。

　遊戯村の者たち全員が手を挙げ、透夜に従うかのごとく背後に立つ。それはあたかも、古き時代に主あるじに仕えた騎士、戦士たちの隊列のごとく。




「──我が《アルセフィア騎士団》はここに成った。異論はあるか？」

「無いヨ。……卒業後の進路にも、《アルセフィア騎士団》と書いてくれるかネ」




　もはや諦めたように囚とらわれの道化、獅子王創芽は降伏を示す。

　その瞬間、白しろ王おう子じ透夜を頂点とする闇の対抗組織、遊戯警察が誕生し──。




「なんで勝手にアルセフィアの名前を使ってるんですか？　私は関係ないですよね？」

「馬鹿を言え、凡愚。騎士団の最高責任者は国王と相場が決まっている。無論、団長たる俺は貴様の指図など受けんがな」

「完全に軍部に好き放題される国家まっしぐらじゃないですか！　好戦的なのは軍部だけなのに国際的には過激な独裁者って誤解されまくるヤツですよこれ！」

「受け入れろ」

「逃げ道なし!?」

「国際的に活動するには拠点が必要だからな。手始めに土地と建物と人員を寄こせ。対価として、貴様の治世にある程度協力してやろう。それでも足りぬならば……」

　うるうると目を潤ませて逃げようとするエーギルを捕まえつつ、透とう夜やは言う。

「ヌグネ・アルセフィアと言ったか。裏に通じたあの女は貴様の助けになるだろう。アレを登用し、補佐役として摂政にでも据えるのだな。小市民的な現実感ある貴様と宗教家の理想を折り合わせ、三年以内に新体制を軌道に乗せる。これは決定だ」

「……どぉじてぞういうごとずるんでずがぁぁぁぁあっ!?　ひどい！　実現できそうなのがさらにひどい！　これじゃ、これじゃ……働かなきゃいけないじゃないですか[image: ][image: ]!!」

「働け」

　顔を色々な汁でぐしょぐしょにしながら泣くエーギルに、素っ気なく返す透夜。

「……アレが、新女王？　醜い……認められるものか、クッ……!!」

「朕とて同じ想おもいよ。じゃが負けは負け……されど、これからはわからぬなあ？」

「まだひっかきまわせる余地はありそうだね。生きてさえいれば……ヒヒッ！」

　敗北からの逃亡生活ですっかり落ちぶれた薄汚い姿を晒さらすカールス、偽帝から喪服に姿を変えた美女リングネス、病んだように笑うツボルグといった王族たちが隙を窺うかがう。

　王位継承戦は決着し、皆が敗者となった。しかし、その野心はいまだ衰えを知らず。

「何かしでかす前に言うておくが、大人しくしとれよ？」

「ッ……ヌグネ。名指しで呼ばれたからと、もう勝ち組のつもりか？」

「ほざけ負け組代表。国家予算の横領脱税その他もろもろの意識高い系、支援国家からの金銭的およびエロめの支援を受け取った喪女にイカれドＭ野郎。逮捕するぞよ？」

　じろりと兄姉きようだいを睨にらむ小柄な姫、ヌグネに三人はぐっと言葉を詰まらせる。

「お、横領？　脱税？　何のことやら。……そんな記録はどこにも無いさ」

「朕の後宮に侍はべる少年たちはあくまで己おのが意志で来た自由恋愛じゃ！　決してその何じゃ、後ろ暗いところなどないわ。だから官憲など連れてくるでないぞ!?」

「僕だけ罪状が雑じゃないかい!?　もっと調べておくれよ、赤裸々にさぁ!!」

「やかましいわクソ兄姉ども！　国の恥じゃ、ガチ逮捕されたくなければ黙っとれ！」

「「「………」」」

　極太の釘くぎを突き刺され、さしもの王族たちも沈黙を選ぶ。

　煩うるさい者たちを黙らせると、改めてヌグネはこれから仕えるであろう妹、主あるじを見た。

「やれやれ、しょうがないのう。……ま、アレじゃが担ぎ甲が斐いはありそうじゃな」

　今こそ泣きわめいているが、エーギルは決して無能ではない。

　平凡。有能すぎず無能すぎず、独創性こそないものの、誰かが敷いたレールをひたすら歩き続け、いつか目的地に着いている。そんなタイプの粘り強さを持っている。

（正直、ウマい話じゃからのう。国としてもとんでもない栄誉じゃ）

　これまで不可侵とされ、必要悪と目を背けてきたクオリアの暗部の解体。

　それは戦災復興の証あかしとなるだろう。旗頭として改革を主導したアルセフィアは他の大国に並ぶ地位を得、代替わりと継承戦による混乱のマイナスを補って余りある利益を得る。




（本当の意味で。──『遊戯ゲームですべてが決まる世界』が始まる）




　世界は大きく変わるだろう、とヌグネは想おもう。

　第三次大戦、地球が滅びかかったトラウマから誕生した武力廃絶、遊戯の時代に。

　染みのように残っていた戦後の闇が取り払われ、改革の時が訪れるのだ。

　それは即すなわち、どういうことかと言えば？




「乗り換え時じゃ、ぐふふ……♪　男が並んでおれば、イケメン選ぶはビッチの性さがよ。旧時代の携帯乗り換えサービスのごとく、がっつり親身に手を貸してくれるわ！」




　案外うまくいくだろう、とヌグネは想う。

　エーギルに足りないのは戦略を描く大局観、そして清濁併あわせ呑のむ度量、腹黒さだ。

　杓しやく子し定じよう規ぎに過ぎる小役人っぽさを、根性悪を自認するヌグネならば補える。今は無理でも、いつかはユーリエルや弟ユリウスの協力も得られれば、なお。

（今は休むがよい。お主はよくやった。じゃが──）

　救護ドローンと共に姿を消した妹を想い、ヌグネは首にかけたロザリオに祈る。

（未来は明るくなりそうじゃぞ、ユーリ。ユリウス……！）

　神の名ではなく、愛する妹と弟に、ヌグネ・アルセフィアは想いを捧ささげ──。




「──ひとまず、成りましたよ。紅ぐ蓮れん様」




　もうひとり、事の顛てん末まつを無事記録、送信を終えた端末を抱くように。

　世話役、蝶ちよう野の。ただひとり闇から紅蓮を支えてきた影の女は呟つぶやき、想いを馳はせる。

（これで裏世界の最強、その座は《彼》……白しろ王おう子じ透とう夜やに移るでしょう）

　空位となった最強の座。そこに透夜は自ら望み、就くことになったのだから。

　遊戯を望まず、求めず、最強の座から降りたかった少年が得たもの。

　蝶ちよう野のが協力を申し出、何としてでも実現したかった……本当の未来。




「すべては狙い通り……とでも言いたげだな」

「いえ。……そのようなことは」

「蝶野と言ったな。貴様は実に優秀な家具だ。──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに伝えておけ」




　泣き疲れたらしい、えぐえぐとえずいているエーギルを脇に抱えた透とう夜やが。

　蝶野ではなく、そのサングラスの向こう、彼女という駒の指し手に向けて。




「世界の闇すべてとの遊戯ゲームという詫わび、確かに受け取った。

　だがいつか必ず。俺を介したＡＩとの遊戯などという不完全なものではなく」




　真に紅蓮と透夜、正真正銘の一対一の遊戯で。




「──真の決着をつける。それまで、決して貴様を許さんとな」

「はい。……確かに、主あるじにお伝えいたします」




　丁寧に蝶野は一礼し、最後のメッセージを送る。

　アルセフィア王国王位継承戦《獣王遊戯祭ベステイア》はそれを以もつて決着し──

　遊戯ですべてが決まる世界は、新時代を迎えるのだった。





●争いとの決別、新たな家族




《獣王遊戯祭ベステイア》決着より二日後。




「紅ぐ蓮れんが目覚めない!?　……どういうことですか、ハジメ・シシオー!!」

「そう怒らないでくれたまえ、ユーリエル君。これでも最善を尽くしているヨ」

　肌寒く薄暗い室内に、棺ひつぎを思わせるポッドが二つ並んでいる。

　半透明のケース内に裸で収まっている砕さい城じよう紅蓮、そして可か憐れん。薄うす靄もやに隠された内の様子を窺うかがうことはできないが、モニターされている情報を読めば現在の状況が判わかる。

　数枚のモニター、複雑なパネルを操作するのは、囚人服から白衣に着替えた獅し子し王おう創はじ芽め。決着後は主治医として遊戯祭における負傷者の治療に当たっている。

　その男を鋭く睨にらむのは、獅子王学園の制服から、落ち着いた服装に着替えた少女。

　元王族、ユーリエル・アルセフィア。王位継承戦での敗退に伴い継承権を失った彼女は、今や一介の平民となった身ながら、紅蓮の安否を気遣って毎日病院に通っていた。

「別室で治療中のミラ君も含めて、ナノマシンが脳に与える影響、そして排除時の副反応。どれもデータが足りなすぎる、完全に未知の分野だヨ。これが記録に残る第一号だ」

「……砕城家のデータは？　あの家なら、そうした実験の資料もあるのでは？」

「黒婆ヘイボオを通じて出せるだけ出させたヨ。おかげで、ミラ嬢は辛うじて一命をとりとめた。多少の対価は必要だろうが、恐らく死なずに済むだろうネ」

「対価……ですか。何を支払うと言うのです？」

「記憶。脳が焼けて広範囲に亘わたり記憶野がダメージを受けていてネ。神経細胞そのものは復元治療が成功したが、最悪……生まれたての赤ん坊のようになるかもしれない」

「……それは。残酷、と言えばいいのか、それとも」

　ある種の救いなのでしょうか、とユーリエルは続く言葉を噛かみ殺ころす。

　ユーリエルにとって敵対と裏切りを繰り返したロシアの女は、決して好感がもてる人柄ではない。しかし、それでも紅蓮を求め、焦がれるままに迷走し続けた姿を哀れに思い、いっそ忘却こそが救いになるのかもしれない、とさえ感じてしまった。

「凍とう城じよう兄妹きようだいもそうさ。彼女たちを診ていた医師、白しろ王おう子じ家が抱えていた技術者は無能だネ。彼らの技術ではジワジワと命を削る延命しかできないだろうが、私の技術なら改善できる。ま、成果が出るには少々かかるが……そこは待っていてくれたまエ」

「……それは、わかりました。では、紅蓮は？　それに、可憐は。どうなるのですか」

　結局のところ、ユーリエルが最も知りたいのは、それだ。

（あれから、二日……。私は、どうなるのでしょうか）

　Ｆクラスの遊戯者プレイヤーは壊滅、または病院に隔離されており接触が断たれている。

　拠点だったスキヤキホテルは新国王、エーギルの名のもとに接収され、ユーリエルの身は王家が所有する離宮のひとつに移されている。警護ドローンの同行こそ義務付けられているものの、外出は自由だし悪い待遇ではないが、情報が入ってこなかった。

（裏切り者の身では、あの方々に連絡を取ることもできませんから……）

　あの戦いに参加していた生き残り、佐さ々さ木きや桃もも花か、切り捨てた元Ｆクラスの仲間とも、音信不通のままだ。情報端末は没収されており、外のニュースも閲覧できない状況で。

（ユリウス。無事なのですか……ユリウス!!）

　自由にならぬ我が身が歯がゆい。ユリウス、裏切り者のメイドに誘拐された病弱な弟の安否は知れない。黒幕と呼んだヌグネ、エーギルには事情を伝えてあるとはいえ。

　継承戦で敵に回り、裏切りさえした自分達を。

　もはや王族ですらなくなり、破れてすべてを失った姉弟きようだいに、助ける価値など──

「開戦したようだヨ」

「は？」

　暗い想おもいに囚とらわれつつあったユーリエルを、思わぬ言葉が目覚めさせる。

「例の件さ。クオリアルール改正を発表したところ、公式、非公式、両方の筋から厳重な抗議が舞い込んでネ。エーギル女王配下の《アルセフィア騎士団》と国家連合軍の遊戯ゲームが決定した。その結果によって、新女王の即位やクオリア改正もひっくり返る可能性があるんだが」

　白しろ王おう子じ透とう夜や率いる遊戯者プレイヤー集団ＶＳ、世界連合軍の遊戯。

　仮想空間上で勃発した第四次世界大戦、その行く末をユーリエルは一切案じていない。

「無いでしょう。白王子透夜が、紅ぐ蓮れんが認めたあの男が、負けるとは思えません」

「その紅蓮クンは自分の都合を優先して君を利用し、キミに王冠を与えることなく敗れた。紅蓮クンの蘇そ生せいを祈るのは、その恨みを晴らすためかネ？」

「それもありませんよ。……私の勝利、王政の撤廃は、手段に過ぎませんでしたから」

　結局のところ、それなのだ。ユーリエルの望みは王政の撤廃と遊戯時代の破壊。

　王位を手に入れたあとそれを放棄し、我が身の自由を手に入れつつ安全を買う。その手段として選んだものであり、同じ目的が達成されるなら誰が王でもどうでもいい。

「エーギルは、私を害するつもりはないようです。あとはユリウスさえ助かるなら、この首を差し出したとしても怖くはありません。……それだけのことをしましたから」

　覚悟を滲にじませるユーリエルに、獅し子し王おう創はじ芽めはクスリと笑う。

「キミの一族、やはり血が繋つながってるだけのことはあるネ。似てないようで、思い込みの激しいところとかがよく似てるヨ」

「どういうことです。私の覚悟を、嘲あざ笑わらうのですか？」

「真面目だねェ。ま、そう固く考えないでくれたまエ。私としても黒幕ムーブが封じられ、これまでのように世界の裏で暗躍することはできない。今の私はただの技術者さ」

「……私たちの手で、クオリアＡＩから切り離されたからですか？」

「ああ。アカウントそのものを復活させるのは可能だけど、いいかげん補助輪を外す時期だと思ってネ。これからの世界に黒幕はいらない、未来は生きた人間が作るものだヨ」

　まるで陳腐な悪役のような台詞せりふ。

　だが、大戦後の世界から武力を排除し、修羅の巷ちまたを平和の園に変えた黒幕の言葉で。

「紅ぐ蓮れんクンと可か憐れんクンの治療は、技術者としての私の最後の仕事だ。時間はかかるケド、必ず目覚めさせてみせる。約束するから、もう少し時間をくれたまえ」

「……はい」

　それ以上の問答は無意味だ、と理解してユーリエルは退ひく。

　今こうして話していることそのものがサービスに近い。命を預かる技術者の手を無意味な問答で塞ぐより、最低限の情報を引き出し、要望を伝えたら立ち去るべきだ。

　理解している、理性では。だが、それでも離れがたい想おもいがあった。

「……死なないでください。まだ、私は……!!」

　怒ってもいない。勝手に負けて、勝手に降りて、勝手に世界を変えた紅蓮に。

　謝ってもいない。勝手に呼んで、勝手に裏切り、勝手に切り捨てた可憐にも。

　さまざまな思いが渦巻き、まとまらないままに。ユーリエルは唇を強く噛かみながら部屋を出ると、病院特有の空調が効いた廊下に出て、窓から北欧の空を見上げる。

（とても戦争が起きたなどとは思えない、平和──）

　継承戦の時の方が、よほど国は荒れていたように感じる。

　この王立病院がある第一区画は米国の資本が強く、主に富裕層が住む街だ。ユーリエルが管理していた第六区画、ほぼ難民や浮浪者ヤクザ食い詰め者ばかりの場所とは違う。

　だが、それを差し引いても。

　世界大戦が起きたばかりのはずなのに、街も病院も驚くほど静かで。

（きっと、これこそが。遊戯ゲームですべてが決まる世界の、恩恵なのでしょうね）

　人が死なない戦争。誰も傷つかない戦い。恐らくそれは人類がようやく手にした宝物。

　そこから落ちこぼれてしまったとはいえ、それはあまりにも尊く思え……。




　──……バチンッ!!




「何を黄昏たそがれとるんじゃい、ばかもん！　ホイホイ出歩きおって、探したではないか！」

「……きゃっ!?」




　物思いにふけった空気を、尻の激痛が吹き飛ばした。

　彼女の柔らかなそれを、思いっきり平手でひっ叩ぱたいた人物。

　豪華なドレスに派手な化粧、淫猥のようで清せい楚そな矛盾を魅力とする小柄な姉、ヌグネ・アルセフィアが、叩たたいた手を真っ赤にしながら立っていて。

「[image: ][image: ][image: ]ッッッ!!　な、何をするのですか、ヌグネッ!?　まさか直々に粛清に!?」

「せんわ、このドスケベボディめが！　枯れ木眺めとる場合じゃなかろう、ほれ！」

「は？　え？　……あ……ッ……!?」

　振り返った時、真っ先に目に入ってきたものに、ユーリエルは絶句する。

「……あれ、は」

「ユーリエル……ユーリエル。会いたかった……大きく、なりましたね……！」

　痛々しく痩せこけた頬ほお。衰えてなおかつての美貌を窺うかがわせる白金の髪。病院着だろう、素っ気ない白の衣をまとい、全自動車椅子型の介助ドローンに乗った貴婦人。

　そして、その膝に乗った儚はかなげな少年。色素の薄い肌、生き物としての脆もろさを感じさせる病んだ面差しに精一杯の喜色を浮かべ、大きく手を振っている、その子は……！

「お母様!?　それに……ユリウスっ!!」

「姉様……ねえさまっ!!　よかった、やっと……やっと、お会いできました！」

　ヌグネに叩かれた尻の痛みも忘れ去り、ユーリエルは母と弟のもとへ駆け寄った。

　抱き合うことはできない。病んだ身にはそれすらも負担になると察し、万感の思いをこめて手を伸ばすと、右の手を母が、左の手をユリウスがそっと握る。




「そん、な……。お母様、いつ、その……お気を、取り戻されたのですか!?」




　乾いた肌の感触、そして温ぬくもりが──……幻ではないと、証明して。

　涙がこみ上げてくる。ユーリエルの母、アルセフィア前王の第六妃はかつて第一王子、カールスの陰謀により預けられた第六区画の財産を巻き上げられ、心労のあまり心折れてスイスの病院に逼ひつ塞そくしていた。最もひどい時期には実子であるユリウス、ユーリエルの顔すら認識できぬまま、壊れたように謝罪を繰り返すだけの状態だったのに。

「紅ぐ蓮れんの指示での。あの蝶ちよう野のとかいう代理人めが救出に動いておったんじゃ。療養先までカールスのヤツめが手を回しておった。病院というより監獄じゃぞ！」

　ないわ、と吐き捨てるようにヌグネは天を仰ぐ。

「飯は最低、情報は完全遮断。辛うじてヴァチカン系の司祭を招いてミサを開いとった故所在が割れたが、それをしとらんかったら外部と完全に隔絶しとったところじゃ」

「……ええ。でも……そのようなことになったのも、私が至らなかったせいです」

　前王妃は静かに頭を下げる。病院着の膝、そこに座るユリウスの頬に涙が零こぼれ。

「私が、甘かった……。ただ、それだけだったのでしょう。ごめんなさい、何度謝っても償い切れるものではないけれど……。それでも、それでも……！」

　家族を救うため、遊戯ゲーム世界を破壊せんとまで思いつめた娘と。

　王宮での軟禁生活を経へて、テロリスト紛まがいのメイドに誘拐された我が子の苦労に。

　謝ることすら恥だ。身を刺されるよりなお辛つらい、だがそれでも、前王妃は。

「……己の罪から、逃げることはできませんでした。許してくれなどとは言えません。どうか、ユーリエル。もう……もう。私のことも、王位のことも、捨ててください。そして、自分の幸せを探すのです。ユリウスは、私が……この命を賭けて……！」

「……何を言うのですか、お母様!!」

　覚悟を込めた母の言葉を、ユーリエルは迷うことなく叱しつ咤たする。

「まだそのようなことを!!　王妃で無くなり、病まで得たあなたにユリウスを救う力は、財産はあるのですか。年金や健康保険は、払っているのですか!?」

「……あ、え、そ、それは……ええと……」

「わからないのでしょう。当然です、貴族生まれの貴族育ち、そのような雑事に触れた事など無いのですから。わかっているのですよ、お母様がそういう人だということは」

　困り果てたような母。誰よりもその愚かさを、そして善性を、ユーリエルは知っている。

「……ごめんなさい。私は……本当に、何もできない……！」

「わかっています。だから、私がやります」

　迷いはない。己おのが胸に手を当てて、晴れやかな覚悟を秘めて言う。

「ユリウス、あなたもですよ。きちんと身体からだを治したら、きちんと学校で学び、就職し、お金を稼いで……自分の家族と、母様を支えなさい」

「が、学校？　行けるのですか、僕が。そんな、普通の子みたいなことを……!?」

「できます。できるはずです。対価を支払えば」

　カツッと廊下を蹴り、ユーリエルは家族の陰に隠れるように。

　潜んでいるもうひとりの人物へ、鋭い声をかけた。

「──そこにいるのでしょう、エーギル陛下。失礼ですが、バレバレですよ」

「ひゃうっ!?　……お、おやりになりますね。隠れていたつもりなのですが……ぐすっ」

　どうも貰もらい泣なきしていたらしい。赤く腫れた瞼まぶたを軽くハンカチで拭いながら現れたのは、地味なパンツスーツ姿の新女王、エーギル・アルセフィアだった。

「こやつときたら、戴冠してもこれじゃぞ？　いくら言うても貧乏くさいスーツばっかり着おって、これでは対外的にハッタリひとつかませんわい」

「ううううう……。しょ、しょうがないじゃないですか、性格的に無理なんですよー！　私は裏方希望と言いますか、ナンバー１ワンよりナンバー２ツーでいたいんです！」

「女王がそれじゃアカンわボケい！　……というわけじゃから、せめて外務を担当する、代理の者が必要なんじゃ。わしひとりじゃ手が回らんからの？」

　パサッと気に入ったらしい扇子を広げ、口元を隠してホホホと笑い。

　ヌグネが示唆した仕事に、ユーリエルは迷うことなく、貪欲に食らいついていく。

「では、その仕事を手伝わせてくれますか？　──私の、家族を守ってくれるなら」

　そのためならば、迷うことなく。

「私の忠誠を貴女あなたに捧ささげます。新女王、エーギル陛下。どうか、お許しを……！」

「ど、ＤＯＧＥＺＡ!?　やめてください、そんなのアレ、アレじゃないですか!?」

　靴を脱ぎ、病院の床に膝と額をつけて懇願する妹を、エーギルは慌てて助け起こす。

「そもそも、女王とか違うというか、そういうの嫌なんですよ。私のお母さん……」

　アルセフィア王国前王妃のひとり、エーギルの母が遺のこした言葉。

「『家族は仲良くすべきです。ただしクズい親戚は除く』──これです」

「……わしが言うのも何じゃが、アレな遺言じゃな。超わかりやすいが」

「そこが大事なんですよ。たとえばヌグネさん、王宮の警備をわざと手薄にしましたね？　極悪メイドを焚たきつけて、ユリウス君の誘拐を成功させた」

「！」

　薄々感じてはいた、だが明かな陰謀を告げられ、ユーリエル一家がヌグネを睨にらむ。

「おう！　当然じゃろ。あの時お主とわしは敵同士、勝つためなら何でもやるわ。じゃが、あのクソメイドはしっかり買収しておったが故、ユリウスには傷ひとつつけておらん」
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　悪びれもせず、ヌグネはあっさりと罪を認めた。

「だいたい、継承戦の混乱の中、放置しておく方が危ないわ。保護じゃ保護！　ついでに脅迫したが、実行はせんかったから見逃してくれんかの？」

「……ついででも脅迫は悪いです。まあ、ユリウス君を保護してたのは事実ですし」

　それに、とエーギルはちらりと抱擁する前王妃、そしてユリウスとユーリエルを見て。

「ヴァチカンのコネを利用し、莫ばく大だいな治療費を積んで世界最高の闇医者を手配。前王妃の錯乱の原因がストレスのみならず、脳腫瘍にあるとの診断を受けて手術を許可、成功……。無事、意識を取り戻させた功績もありますので、厳重注意でいいでしょうか？」

「……そんな事まで、していたのですか？」

　極悪メイドの誘導のみならず、継承戦を戦いながらそんな裏工作までしていたとは。

　もはや怒りより純粋な驚きが勝り、ユーリエルがヌグネをじっと見つめると、

「まあ、そういうことじゃ。己の有能さが怖いわい、にょほほ♪」

　と誤ご魔ま化かすように笑いながら、ヌグネは内心の焦りを必死で隠していた。

（できるか!!　常識で考えんか常識で!!　あの闇医者、腕は世界最強じゃが手術一回ウン十億じゃぞ！　赤貧洗うがごときウチの財政じゃ、不可能じゃっちゅうに！）

　実際にヌグネが動いていたのは、極悪メイドを焚たきつけてのユリウス確保までだ。

　王妃捜索、そして治療に関してはある人物が主導し、闇で行った手柄を譲られたに過ぎない。妹を保護してくれた謝礼と、狙い通りに動いてくれた謝礼として。

（グレン・サイジョウ、あの化け物め……。実際動いたのは蝶ちよう野のとかいう黒スーツじゃろうがまったく役者が違うわい。わしを『処分しない口実』を作りよったわ）

　ただでさえ、敵とはいえ身内を３人も処分することが確定している状態。

　メンタル面ではクソザコ以下、そこそこに有能でそこそこに無能、平々凡々の権化たる新女王、エーギル・アルセフィアにヌグネ処断というストレスを与えず。

　そして生かしたヌグネを通じて戦後アルセフィア王国に影響力を残し、駒として生かす意図、戦後の国の立て直しのために必須な人材としてヌグネを活用させる意図。

　二重三重に絡まる思惑により、ヌグネは己を操る糸の存在を自覚し──

（ぬはははははは!!　どうでもええわい、そんなもん。踊れと言うならかっぽれかっぽれ、全力で踊り狂ってくれる。生きてこそ、生きてこそ……生きてこそじゃい!!）

　たくましく全力で乗っかり、踊りまくる道を選んだのだ。

　何よりもまず生き残ること──困窮する民を、迷える子羊を救わんと汚れた身で駆け出した時から、覚悟はとうに決まっている。それこそ、青い血の娼婦ブルーブラツドビツチと呼ばれた女の本懐。

「……敗者の私には、それを決める権利はありません」

　そう口にしながら、ユーリエルは内心でヌグネの動揺を察していた。

（私の記憶と照合。やはり、違和感がある。……発汗量の多さ、言葉のごくわずかな震え、何らかのためらいを殺して、普段通りに振舞う『演技』……あっ！）

　ヌグネを生かし、ユリウスを守らせ、母を助けて再会のおぜん立てを整えた人物。

　そんな黒幕がいるとしたら、それは──ただひとりだけ、心当たりがあった。

（これが私への報酬。操り切った道化人形への褒美、ということですか。……紅ぐ蓮れん）

　怒りがある、悲しみもある、だがそれを遥はるかに上回る喜びがあった。

　二度と会えぬとさえ思っていた母の温ぬくもり、優しい言葉。優しさが故に破滅した。憎んでもいいはずなのに、やはり言葉をかけられると嬉うれしく、心安らいでしまう。

　憎もうとした。怒ろうとした。必死で己を燃やすため言葉を荒らげて鼓舞し続けた。だが、そのすべては家族への愛情、慕う心の裏返しで。

「……陛下がそう仰おつしやるのなら。謝罪を、受け入れましょう」

　紅蓮の『褒美』、家族の温もりを受け入れる道を選んだユーリエルに。

「はい。では、そういうことで。ヌグネさんはあとでしっかり謝ってくださいね？」

「わあっとるわい。ひとまずユリウスの学費、それと義母殿の治療費はわしが引き受ける。ただし極悪メイドから没収した大陸マネーは国庫に入れるぞ、額がデカすぎるからの」

「それは、かまいません。過ぎたお金は持ちたくありませんから……けど」

　いつものように気弱ながら。それでも、きっぱりと遺恨を鎮め、調停してのけた。

　頼りにならない、いつも慌ててばかりの姉だと思っていたが、今のエーギルには何か、確固たる芯のようなものが通っているとユーリエルは感じた。

「……変わりましたね、エーギル陛下。これが、王たる器というものなのでしょうか？」

「そんな大層なものじゃないですよ。常識です、常識。ちなみに一線を越えたダメ兄姉きようだいは普通に捕まえて裁判して、死刑にはしませんけど逆らえない程度にボコります」

　カールス、リングネス、ツボルグ。

　異母兄姉たちの末路がどうなるのかは想像がつく。恐らく全員が国を追われ、罪の重い者はユーリエルの母が囚とらわれていたような隔離施設で長い時間を過ごすことになるだろう。

　だが、そこに血は流れない。旧時代のような、憎しみに任せた暴力は無い。

「聖人になるつもりはないです。成り行きとはいえ、女王になっちゃいましたから……」

　エーギル・アルセフィアは小鹿のように震えつつ、それでも凛りんと立っている。

「普通に国を治めていくつもりです。そのために、ユーリエルさん……いいえ」

　首を振る。憑ついていた何かを払うように首を振って、彼女は言い直した。

「ユーリちゃん。それとヌグネさんには協力してほしいんです。まともな親戚ですから」

「親戚というか姉妹じゃしな。その小市民的根性、わしとしては嫌いじゃないぞい」

「ええ。……ええ。本当に。……本当、に……！」

　ぽろり、涙が零こぼれる。

　ユーリエルの胸に想おもいがつかえ、締め付けられるような感覚が走る。

　一時は敵となった二人の姉。勝つためにあらゆる手を尽くしながら──優しさを残してくれていた。それはきっと、ただ甘い、厳しいよりもっと強い、家族の想おもい。




（……ありがとう、紅ぐ蓮れん）




　敗北のわだかまりは、涙と共に溶けて消えた。

　今心を満たすのは、温かいもの。誰よりも望み、欲し続けた平穏という蜜。

　そう、きっと紅蓮が心から求めたものはこれだったのだと解わかる。




「これこれ、泣くでないわ妹よ。──お姉ちゃんと呼ぶがよい！」

「あ、それは抜け駆けですよ、ヌグネさん。私も陛下とか言われるより、お姉ちゃんの方が気楽でいいので、非公式の場ではそんな感じでお願いしたいのですが……」

「お母様！　ユーリ姉様が、とられちゃう！」

「落ち着きなさい、ユリウス。そんなことはないですよ、きっと。たぶん……？」

「疑問を抱かないでください、お母様！　……もう。もうっ、あなたたちは……！」




　新たに生まれた『家族』へ。




「お母様。お姉様。そしてもちろん、ユリウスも。みな、大切な家族ですから……！」




　泣きながら、ユーリエル・アルセフィアは微笑ほほえみかける。

　閉ざされた心が解けた証あかし、清らかな滴と共に──。





●墓所での誓い




　──《獣王遊戯祭ベステイア》決着より六か月後。




　かつて帝が座した古都の名刹に、白しろ王おう子じ家の墓所がある。

　時代を経へて没落した名家、貴族の墓が連なる苔こけ生むした墓石の列。僧侶たちが整えているものの参る子孫も姿を消し、今や物好きな研究者や歴史マニアが稀まれに訪れるのみ。

　そんな一画に、ささやかで真新しい碑があった。

「ようやく、名前を書けた。──少し前まで、ただの白木の棒だったからね」

　丁寧に彫刻された名前は、志半ばで散った子供たち。かつて白王子家の最終試験、無人島での殺し合いで互いに殺し殺されて、その名も遺のこさず消えたはずの……九十八名。

「──……もう、いいの……──？」

「うん、姉さん。行こう」

　死者に謝罪はいらない。ただ生きて、償うだけだ。

　それが殺した者の役目だと思い、白王子朝あさ人とと聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは静かに墓標に背を向ける。

「あれから、もう半年か。帰国以来バタバタしてたけど、ようやく来られて良かった」

「──……うん……実家の人たちには、会いたくないから……──」

　かつて受けた白王子家の遊戯者プレイヤー選抜最終試験、地獄のデスゲームにおいて朝人は姫狐の眼めを抉えぐり、大勢を殺害して生き延びた。すべて強制されたものであり、半年前の出来事によって白昼のもとに暴かれた今、過去の罪は不問とされている。

（……やらかした人が、多すぎるから）

　勃発した第四次世界大戦。クオリアルール改正を賭けた仮想戦争は、白王子透とう夜や率いる《アルセフィア騎士団》と、無法の時代をよしとする闇の遊戯者たちとの全面戦争となった。

　かつての紅ぐ蓮れんの伝説に勝るとも劣らぬ無敵ぶりを見せつける透夜と、その背後を固める遊戯ゲーム村の精鋭たち。だがそれでもカバーしきれない部分は多く、その隙を。

（まさか僕らが埋めるはめになるなんて思わなかったな。兄さんと一緒に、戦うなんて）

　夢のまた夢、そう思っていた。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵同士、決して背中を預けることなどない、と。

「よもや白王子本家が日本勢として、アルセフィアに乗り込んでくるとはね」

「──……もう一度、透夜を捕まえて。洗脳して、当主にするつもりだった……──」

　嘆息する姫狐。

　日ひ除よけの麦わら帽子を冠かぶった顔は、今も無粋な仮面で隠されているが、わずかに覗のぞく唇には明るい笑顔が咲き誇り、朝人の心を慰めてくれる。
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「けれど、白しろ王おう子じ家は敗れた。兄さんはアルセフィアに移住し、後継者はいない」

　砕さい城じよう亡き後、国防を担う遊戯ゲーム名家の筆頭と目されていたのが白王子だ。

　遊戯の戦績こそ砕城に劣るものの、財力と政治力では劣らない。だが次期当主たる透とう夜やが離反、それどころか外国の手先となってクオリアルール改正を主導し、新たな国際秩序を打ち立てようとしている以上、もはや白王子本家は切り捨てられる側となり。

「──……朝あさ人と。下がって……──」

「判わかってるよ。姉さん。隠れてないで出てきたらどうかな。……父さん」

「!!」

　朝人と姫ひめ狐こが歩く墓地、その古びた墓石のひとつに身を隠していたのは。

「……あ、朝人。ふふ、お、大きくなったな。立派だぞ、素晴らしい……!!」

　ひきつった笑顔。日本最大級の資産家だったとは思えない壊れたポーカーフェイスに浮かぶ媚こびの色。屈辱を感じていることは明らかな、政治家を思わせるオーダースーツの男は、どことなく朝人に、そして透夜に似た顔つきだが、表情に下卑た本性が現れていた。

「何の用かな。僕らはこれから東京に帰るから、急ぐんだけど？」

「待て！　い、いや……待ってくれ!!　なあ、頼む。透夜に取り次いでくれないか!?」

　その男、現白王子本家の当主たる父親は、第四次大戦においてルール改定に反発。改革を主導するアルセフィアに子飼いの遊戯者プレイヤーを送り込み、そして。

「わ、我々が何をしたと言うのだ！　どの遊戯ゲーム名家も、それこそ砕さい城じようや他国の者もやっていたことだ。血族に犠牲を出したのも、能力開発のための愛の鞭むちでしかない!!」

　──完膚なきまでに叩たたきのめされ、今や白しろ王おう子じ本家は壊滅していた。

「誰かがやっていたから、自分たちもやっていい。初歩的な責任転嫁だ」

「──……議論にも、ならない。行こう、朝あさ人と……──」

「ま、待ってくれ！　透とう夜やがだめなら、そう！　お前でもいい！　我が白王子の財産を、日本の政財界における権力すべてを継がせてやろう。聖せい上じよう院いん家との婚姻もだ。家族としてもう一度やり直そうじゃないか、な？　……いいだろう、頼む！　この通りだ！」

　玉砂利に土下座し、額を石に擦こすりつけて哀願する父親。

　一見哀れを催す姿だが、それがパフォーマンスに過ぎないと、朝人には解わかる。

「一人でここまで来て、一人で土下座したのなら、話くらいは聞いてあげたんだけどな」

「！　な、何のことだ。私は当然、一人で──」

「ちがう。──……そこ。そこ。そこ。そこ。そこ。そこ。６人？　隠れてる……──」

「………！」

　姫ひめ狐この異能。視覚を失ったことで研ぎ澄まされた皮膚感覚は、微かすかな気配も察知する。

　墓標の陰、近場の草むらや木立の陰に隠れた人影。彼らが禁じられた武器を持ち、自分と朝人に向けていることを感じて、姫狐はスカートに手を触れた。

　シャキッ……！

　腿ももに巻きつけるように装備していたホルスター。そこから抜き取ったカードデッキは、遊戯者プレイヤーにとって何にも勝る武器となる。

「遊戯で決着をつけようか、父さん。それとも対話を拒み、暴力を使うのかな？」

「……そ、そんなことをしたら、我が家は……！」

「万が一勝っても、終わりだね。既にこの状況は通報済みさ。非合法の武力、軍人紛まがいの戦力を保持して獅し子し王おう学園から兄さんを拉致した件もある」

　その政治力、財力の大半を吐き出してギリギリ、テロリスト認定は免れたのだ。

　今度同じことをしたら、次はない。白王子の家は武力廃絶の流れに逆らう公敵として、あらゆる権力に滅ぼされることになる。だから、忍んだ戦力に脅し以上の意味はなく。

　それを理解していながら、用意することを止やめられない。暴力の時代から脱却できない、旧時代の膿うみとも言える古い考え方を、父が超えられずにいることが解る。

（……失望なんかしない。最初から期待はしていない。どちらかといえば）

　諦めに近い。兄が人を家具と言い切り、一部の者以外をヒトと認めない気持ちもわかる。愚かだ。あまりにも愚かで、あまりにも周りが見えておらず、自分の常識にこだわる。




「行こう、姉さん。用は済んだよ」

「──……うん……──」




　姫をエスコートする王子のように手を繋つなぎ、朝あさ人とは父だったものの横をすり抜けて走る。




「待ってくれ！　朝人！　朝人！　私を、父を、家を！　……捨てないでくれぇぇ!!」

「残念だけど。……もう、遅い」




　最後の言葉を残し、朝人と姫ひめ狐こは墓所の入口に止めた大型バイクに乗り込んだ。

　ヘルメットを被かぶり、固く身を寄せ合った二人を乗せてエンジンが唸うなる。たちまち公道へ出たバイクのミラーに、愕がく然ぜんとした父がへたへたと路上に座り込む醜態がちらりと映る。

（捨てないでくれ、か。先に捨てたのは──父さんの方だったのにね？）

　口には出さない。それではまるで恨み言だ。

　あの男には、白しろ王おう子じの家にはもう恨む価値すら残っていない。完全に自分の人生から切り離す、そのために墓所に参り、失われた命に捧ささげる碑を建てたのだから。

「──……これから、どうするの……──？」

「ははっ、どうしようか！　ひとまず高校は、中退になるのかな!?」

「──……いい。それでも、いい。あなたと、一緒なら……──」

　腰に回された姫狐の腕が、ぎゅっと朝人を抱きしめる。

　緩やかなスピードで風を切る大型バイク。ヘルメットごしにこつんとのしかかる彼女の重さを背中で感じながら、どこまでも駆けていけそうな軽さを朝人は感じていた。

「あの家からもう何も借りたくないしね。獅し子し王おう学園の学費やこれまでの生活費なんかも、まとめて返してしまおうか。そうなると、ＧＰゲームポイントを日本円に替えても少し足りないかな？」

「──……アルバイト、する……──？」

「それもいいかもね。どこかで適当な遊戯ゲームでも……あれ？」

　不意に朝人はバイクを路肩に寄せ、エンジンを止めた。不思議そうな姫狐に振り返ると、胸ポケットで振動する情報端末を取り、しっと指をたてて合図する。

「着信みたいだ。相手は……へえ、珍しい。彼女が何の用かな」

　ヘルメットを脱ぎ、軽くタッチパネルを操作する。

　古都に近い国道沿いの森を見渡すカーブ、避難地帯にも使われる広めの路肩で、姫狐が寄り添うように画面を覗のぞき込こむと、そこに珍しい人物の姿が映った。

『ん？　おお、やっと繋がったか。白王子朝人』

「唐突だね、静しず火かさん。確か九州の実家に帰ったはずじゃなかったかな」

『今もそうだ。御み嶽たけ原ばら家の家督を姉さんの代理として継ぎ、両親は引退させて押し込めた。別べつ府ぷあたりで以後の人生は一生楽に過ごさせてやるさ』

　キラリ、と度が入っていないファッショングラスをきらめかせる、パンツスーツの美女。御み嶽たけ原ばら姉妹の妹、静しず火かは誇らしげにそう言うと、オフィスらしい背景の中で腕を組んだ。

「君のところの両親も、そういえばそういう人だっけ」

『姉さんを砕さい城じように売ったからな。多少繰り上がったが、今こそ下げ剋こく上じようの時だ！』

　ニヤリと意地悪く笑う顔。刻まれた笑みこそ苛烈だが、陰湿さはなく。

『我が御嶽原は観光業の家。残りの生涯をヒラのホテル従業員としてお客様にご奉仕させ、姉さんへの償いとさせてくれる。殺したり傷つけるような古い真ま似ねはしないがな！』

「いい判断だと思うよ。正直、ウチの親族に静火さんの爪の垢あかでも飲ませてやりたいね」

『垢!?　この身の垢をよこせとは、どんなフェチだ！　さては変態か!?　……いや、少し興奮するか……？』

「……そんなつもりじゃないってば。ごめん姉さん、睨にらまないで」

「──……むー……──」

　頬ほおを膨らませて抗議する姫ひめ狐こを微笑ほほえましげに宥なだめつつ、画面上の静火に朝あさ人とは言う。

「それで？　まさか粛清の進捗を報告しに繋つないだわけじゃないよね」

『たわけ、そんなことがあるか。少しアルバイトをしないか？』

　ニヤリと凛りんとした美貌に意地悪な笑みを浮かべ、静火は少し画面に顔を寄せる。

『お前のことだ、地元に帰れば当然実家とモメるだろう。獅し子し王おう学園の学費はえげつないほど高いし、実家との貸し借りを清算するには金も必要だと思ってな』
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「読まれてた、ってことか。氷剣エストツクの冴さえ、いまだ健在ってところだね」

『……正直そのあだ名は今となっては恥ずかしいからあまり言うな、頼むから』

　こほん、と少し頬ほおを赤らめて、静しず火かは話題を建て直す。

『ウチがスポンサーになって古典カードゲームに出資することになった。次の世界大会にスポンサー枠で出場して優勝してくれ。お前は顔が死ぬほどいいから、そのままゲーム系アイドルとして、我が社のブランドを担って欲しいのだが』

「古典ゲームの事業を買い取ったのかい？　……それはまた、趣味の世界だね」

『あそこも第四次大戦での反対派、破れて傾いていたのでな。だが潰してしまえば日本、いや世界のキッズが悲しむだろう。私は、そんな涙を見たくないんだ』

　きっぱりと言う静火。彼女のデスクには、アルセフィア王国で撮った写真……ボロボロのカードを誇らしげに構える駄菓子屋の子供たちの姿が、今も飾られている。

『優勝賞金は軽めに一億。学費には少々足りないが、その分ネット配信や番組ＣＭその他、仕事を回して稼げばいい。聖せい上じよう院いんとペアでギャラも二倍だ、悪い話ではなかろう？』

「確かにね。どうだい姫ひめ狐こ姉さん、やる？　……アイドル」

「──……お金は、欲しい。けど……ローラースケートとかは、滑れない……──」

『いつの時代のアイドル観だ、それは。多少ゲームをやりつつたまに農作業をやったり、外来種を駆除したり、無人島を開拓はするかもしれないがスケートはせんぞ』

「……それはそれで偏ってる気がするけど」

『細かいことを気にするな。お姉様に任された以上、御み嶽たけ原ばら家と世界のキッズの夢と希望、ついでに貴様の就職も面倒見てやる。契約書を送るからサインしておけ』

「強引だな。文面はチェックするよ？」

　端末に電子書類が届く。契約の内容、支払われる報酬額やパーセンテージ。どれも納得がいく、というよりかなり甘めの内容で、実質保護に近い。

（……《彼》の頼み、かな？　まったく）

　その黒幕であろう《彼》を思う。ぶっきらぼうだが心配性で、一度心を許した相手には情が豊かなあの男の事だ。恐らく静火を操れる姉、水みず葉はに頼んで仕組んだのだろう。

「問題なさそうだ、サインして送るよ。ところで静火さん、お姉さんは元気かい？」

『当然だ。一時のダメージからも完全に回復したしな。とはいえ《ヤツ》のところへ入り浸りなのでかまってもらえずとても寂しい。身体からだをもてあますようだ、くっ……！』

「──……何か、違う気がするけど……──」

「まあ、静火さんだからね。胡乱うろんな言動はいつものことだけど」

　元気なら、それだけで十分だ。自分の人生を変え、闇から救ってくれた《彼》。

　認めてもらえないかもしれない。けど、朝あさ人とは今もただひとりの親友と思っている──。




「逢あいたいよ。……紅ぐ蓮れん」

「──……ッ……──!!」




　呟つぶやいた時、何な故ぜか姫ひめ狐こが興奮し、端末で自分の横顔を隠し撮りしていたが。

　そんなことは些さ細さいなことだ、かまわない。遠く、だが間違いなく同じ青空のもとにいるであろう親友を想おもい、白しろ王おう子じ朝あさ人とは感謝を捧ささげるようにしばし祈るのだった。





●若わか獅じ子したちの未来




「みなさん、お昼ですよ～っ!!　お弁当しっかり食べて、ガンガン働きましょ～っ!!」

「「「ウィイイィイイイ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッス!!」」」

　ピンクのツインテールがふわりと跳ねる。つなぎの野良着に軍手、肩掛けタオル。頭にはしっかり帽子を冠かぶって紫外線を防ぎ、長期戦に備えた構えの対農作業装備。

　東北某県、国道沿いの建設現場。三つ抱えていたセメント袋をほいほいと所定の場所へ放りながら、桃もも貝がい桃もも花かは、ん～っ、と猫のように背伸びをした。

「……さらっと持ってるけどあれ、ひとつ30キロだぞ？」

「合計90キロ片手で持てるとか、楠くすの木き建設にはフォークリフトはいらねえな。お嬢様の同級生らしいが、獅し子し王おう学園ってのはエリート校のわりにすげえのがいるな……」

「はあ、はあ、はあ……!!」

　筋骨隆々のガテン系。世界がどう変わろうとも決して食くい扶ぶ持ちを無くさないタイプ。

　泥とセメント、あらゆる汚れにまみれつつも明るく働く男たちが、配られた弁当片手に冷たい麦茶をたっぷり入れたヤカンとコップを持って現場の隅で腰を下ろす。

　そのうちのひとりは肩で息をし、完全にへばっていたが──。

「鈴すず江えさん、無理はしないでくださいね？　ケガだけはなし、安全第一ですっ！　ここでちゃんと働けば、ＧＰゲームポイント分の借金はチャラにしてくれるそうですので！」

「ひいっ！　……わ、わかってる！」

　へばっていた人物に桃もも花かが声をかけると、彼はビクッと震えて弁当を落としそうになる。彼の名前は鈴すず江えコウ、かつて水みず葉はを利用して獅し子し王おう学園、生徒会役員選せん賭きよにおいて優位に立ち回ろうと画策し、失敗して以後は学園内での立場を失っていたのだが。

「おう、兄ちゃん、若いのに大変だな。借金があるんだって？」

「安心しろよ、ここの弁当はうめえぞ、おかわりもある。衣食住にゃ困んねえし、地道に働けばちゃ～んと稼げるぜ。しっかり食いな、ほれ麦茶、注ついでやるから」

「ううっ、あったけえ……。人の温ぬくもりを感じてしまう……！」

　うごうごとお節介な労働者たちが集まっていき、麦茶を注いで優しくする。

　選賭で負け、醜態により侍はべらせていた女の子たちに幻滅され、モデルの仕事も潰れて取り返すべく無む茶ちやな遊戯ゲームに手を出した挙句、借金を抱えて隷徒に堕おちていた彼だった、が。

「ハイ、モモカ。……バイトはどーだイ？」

「あ、アビーさん！　調子いいですよ、ハウスの方は午後からやりますので！」

「ゆっくりでイイよ、タフだねえ……。午前中は現場仕事、午後から農場仕事とか普通は身体からだがもたないよ、しっかり弁当食って休める時に休みな？」

「はーい！　もぐもぐ、もぐもぐ……おいしいで～すっ!!」

　花丸のような笑顔を浮かべ、豪華な弁当をガッつく桃花。

　国道を挟んだ向こう側には、桃花の実家である桃もも貝がい農園がある。広大な敷地に昔ながらの農法でさまざまな作物が作られており、彼女の家族が監督に当たっていた。

　働いている労働者には、ここ楠くすの木き建設の作業現場と同じく、獅子王学園の元生徒が多く在籍している。彼らは全員ＧＰを失って没落、自分の権利を売って隷徒に堕ちた者だが、ある人物によりすべて救済され、労働の報酬で自らを買い戻す権利が保障されている。

「……前からおかしいおかしいとは思っていましたけど、桃貝さんちの農園は異常ですわ。お米やキャベツはわかります。ビニールハウスでバナナを栽培しているのも、いいですわ。けどどうしてエビ飼ってますの!?　あんなでっかいエビ、山で養殖できるんですの!?」

「楓かえでさん。農園見学、どうでした？　面白かったでしょう？」

「……悔しいことにめちゃくちゃ楽しめましたわ。エビフライも美お味いしかったですし」

　アビゲイルと共にやってきた人物、楠木楓が呆あきれ顔がおで腰に手を当てて嘆息する。

　美貌の金髪縦ロール。彼女は獅子王学園に在学中だが、個人資産で今回の事業を動かし、総責任者を務めている。それは、新時代の国際交流のひとつの証あかし──。

「メキシコ産のバナメイエビです、アレ。ミネラルたっぷりの地下水を使って海水を再現、なんかめっちゃ大きく育てる技術を発見したんです。おじいちゃんが」

「……お会いしましたけど、何で隠居した御老人が謎の養殖技術を開発してますの？」

「モモカの親戚だからデース……。あの家に深くツッコムと、身がもちまセン」

「地味に苦労してますのね……。アビゲイルさん、貴女あなたすっかりなじんでますけど、本気でここに留学してかまいませんの？　脳のう味み噌そを農業漬けにされるのは確実ですわよ」

「望むところサ。遊戯ゲーム傭よう兵へいの仕事も無くなって失業しちまったシ」

　アルセフィア王国から始まったクオリア革命、第四次大戦。世界各国からの闇の遊戯者プレイヤーにオファーが殺到するこの時代、遊戯傭兵の需要はまだまだ大きい。

　だが、現在闇の遊戯者を擁立せんとする勢力は《黒の採決ブラツクバウト》制度の保守派。桃もも花かに毒され、改革側の主義主張を持つに至ったアビゲイルは、無職になりかけたが──。

　そこに手を差し伸べたのが、桃花、そして楠くすの木き楓かえでだった。

「我が楠木建設と、桃もも貝がい家の伝統農業技術を合わせた『楠くす桃もも農業学園大学プロジェクト』。昔ながらの職人技とも言われる農業技術、ドローンによるＡＩ管理農法、さらに各農大から一流教師を招き、最新と最古の全農法を楽しく学べる技術の殿堂ですわ！」

「それなら『桃もも楠くす』でいいのではないかと思います。マウントですか？」

「おだまりなさい、お金出してるのはウチですわ！　ほ[image: ][image: ][image: ]っほっほっほっほっ♪」

　機嫌よく笑う楠木楓。この学園都市は獅し子し王おう学園のノウハウを取り入れ、仮想空間上での農業体験から広大な敷地内での実習、家畜の世話などの実技も学ぶことになる。

「ＡＩや機械にすべてを委ね、任せるのではありません。私たちが食べるものは、私たちが作るべきなのですわ。悔しいですけど、桃花さんに教えられましたから」

「え、いつ教えました？　ぜんぜん記憶にありませんけど」

「ものの例えですわよ。あなたはただ、自然にありのまま生きてればいいのですわ」

「はーい！　めちゃくちゃ元気です！」

（……マジでそーだから否定できねーンだよな、モモカは）

　本当にそうだ、とアビゲイルは思い、くすりと笑みをこぼした。

　これ以上ないほど地に足をつけ、ごく自然に生きている。その根底にあるのは、誰かのお腹なかをいっぱいにしたい、飢えて悲しむ人を無くしたいという──原始の希望。

　アビゲイルの故郷はもちろん、世界にはまだまだ過去の大戦の爪痕が残っている。復興不能と言われた汚染土壌や都市の廃はい墟きよ、人が住めなくなった汚染地帯に。

「いつかお米を作りましょう！　そうしたら、みんなお腹がいっぱいになりますから！」

「ハイハイ。……ついてくヨ、モモカ」

　ピカピカの正義を掲げて子供のように笑う。その姿にすべてを賭けようと思ったから。

　アビゲイル・ナダールは遊戯傭兵を辞め、日本滞在を選んだ。今や桃貝家お抱えの個人エージェント兼農業実習生となり、毎日汗を流して充実した日々を送っている。

「わたくしは燃えていますわ。これからの時代、グローバリゼーションの復活。国際経済が活性化し、莫ばく大だいな富が生まれるでしょう。ふふふ、女社長として日本経済を牛耳って、世界平和のために投じられた紅ぐ蓮れんさまの財産を取り戻すのですわ！」

[image: ]

「あれは『どうせ使い道もなかったからどうでもいい』とか言ってませんでした？」

「それでも、です！　どれだけの人が紅蓮さまの資金で救われたと思っていますの。たとえ世界の誰もが忘れようとも、わたくしは恩を忘れません。頑張り、働き、お金を出して、犠牲を払った人が最も報われるべきなのですから、強引にでも幸せにするのですわ！」

　辣腕ＪＫ社長、楠くすの木き楓かえで。帰国後、日本経済界に名を轟とどろかせた彼女は今や飛ぶ鳥を落とす勢いで、大手ゼネコンを経営する実家の規模すら、個人資産と実力で上回っている。

　そのきっかけとなったのは──かつて紅蓮が貯ため、その意志で代理人が運用していた、莫ばく大だいな資金。経済大国の予算に匹敵するそれを、紅蓮は惜しみなく放出した。




　世界で不当な遊戯ゲームの犠牲となり、人権を失った者の救済。

　ただ恵みを与え施すのではない。仕事を与え、自立させて社会に復帰させるサポート。

　一切の名誉を求めず、匿名や楓、桃もも花かのような代理人を通して世界各地で同時に計画を動かし、今や全世界で大きな成果を挙げつつあった。




「今年のタイム誌に、トーヤと一緒に載らないかって打診があったんだっテさ。『世界を変えたフタリ』とかのタイトルで。フツーに断ったらしいけどネ」

「紅ぐ蓮れんさまは目立つのがお嫌いですから。……ああ、そういえば」

　目立つ、というワードで何かを思い出したのか、楓かえではバッグから情報端末を取り出す。動画アプリをタップ、更新されたばかりの新着動画を開いてみれば──。




『由ゆ良らちゃんの[image: ][image: ]っ、ゆらゆら☆ちゃんねる[image: ][image: ][image: ]っ♪　登録者数１０００万人突破記念！　メガネガチゴリツイスター☆対決[image: ][image: ]っ！』

『おい待てゴラァ!?　何でツイスターなんだよ!?　狭いよ！　おい仁じんクン、脱ぐな!?』

『フッ……甘いな、大おお星ほし。まだ吹っ切れていないのか？　新時代のエリートは決断が速い。逃げられないのならノるべきなのだ。それとも俺に負けるのが……怖いか？』

『お!?　何なんつったゴラァ!!　負けねーよ、っしゃあ！　見やがれオレの筋肉美をよォ！』

「……何してますの、あの三人組は……」

　画面を占めるグラサンゴリマッチョと細マッチョメガネの共演に、楓は頭痛を覚えた。

「あー……。紅蓮サマがフツーに推してるからネ、あいつのチャンネル」

「頭使わずに観みれるので面白いですよ？　スパチャは送りませんが芋送りました」

「まあ構いませんけど……。それにしても、酔狂ですわね」

　元生徒会役員、由ゆ留る木ぎ由良、大星大たい成せい、佐さ賀か臣とみ仁。あらゆる声質を真ま似ねできる特異体質、七色の声を持つ由留木由良は遊戯ゲームから距離を置き、アイドル声優として仕事に専念。

　特に動画投稿サイトにおいては古典アニメの声優モノマネ動画が大ヒットし、ネタ動画が国境を越えて拡散された結果、凄すさまじい人気を博していた。

「どーなんだい。アレ、紅蓮サマの仕込みなんだロ？」

「ご本人は否定してましたけど、恐らくそうですわね。以前遊戯で知り合ったらしい世界各国の要人やスターに、由良さんのチャンネルを布教したそうなので」

「……ソレ、断れるヤツいねーだロ。そら広まるわ」

　思わず呆あきれるアビゲイル。とはいえ広まった後でファンが定着したのは由良自身の実力、それになし崩しにサポート枠に収まった眼鏡とゴリラの力もあるだろう。

「大星さんも佐賀臣さんも、ＧＰゲームポイントの借金はとうに返済。隷徒から脱出しているのですが」

「なら、趣味でやってるんですかね？　何だか楽しそうですけど」

「かもしれませんわね。……もう、ここまでくるとそうとしか思えませんわ」

　汗だくでツイスターゲームに熱中するグラサンとメガネの喧けん騒そうは、馬鹿馬鹿しいが。

　それでもやはり楽しそうで、見る者を笑わせる力のようなものが、ある。

（──大星さんは投資家として。クオリア内の解析すら可能な佐賀臣さんは技術者として、それぞれ十分な成功を収めているわけですから……これはもう、趣味ですわね）

　そう感じる。紅蓮の援助もあったとはいえ、隷徒を脱出して以後二人は才能を発揮し、合同で会社を発足。資金は投資で大星が稼ぎ、技術を持つ佐賀臣がエンジニアを束ねて、新ルールに合わせたクオリア端末の整備や改修などの事業を請け負っている。

「『若き社長たちの筋肉ツイスターが観みれるのはゆらゆら☆ちゃんねるだけ☆』って……それはウリでいいのでしょうか。頭悪すぎて頭痛が痛くなりますわ……」

「日本語間違ってマスよ、カエデ。まー、本人は楽しそうですシ？　いいのでは」

「もう考えずに感じた方がいいと思います。あ、パンツが汗でズレてきましたよ？」

『ぬおおおおっ!?　やべえ仁じんクン、ポロリはやべェ!!　動画がＢＡＮされちまう！』

『貴様こそ何とかしろ大おお星ほし、お前の素肌が当たっている!!　生暖かい！　あといい香り！　視聴者に伝わらないだろうが、クリームとか塗ってるだろうお前!?』

『ああ!?　……そりゃ、エチケットだろ？　言わせんなって、仁クン』

『照れるなあああああああっ!!　うおっ、おわああああっ!?』




　──ピ[image: ][image: ][image: ]……。




　無情なホイッスルと共に配信が停止され、動画サイトに新たな伝説が誕生し。




「……何と言いますか、逞たくましいですわね」

「しぶといです。けどまあ、きっと紅ぐ蓮れんさまは大爆笑してますよ？」

[image: ]

「ええ。……なら、いいということにしましょうか！」




　動画サイトを閉じ、全力で見なかったことにし。

　この新時代。若者たちは強く、しぶとく、たくましく、たまにズッコケつつも──

　未来へ向かい、しっかりと生きているのだった。





●海の話をするために




　──海を見に行こう、と誰かが言った。

『古い古い映画の話だけど、天国では誰もが海の話をするんだそうだヨ。

　海がどんなに美しいのか、夕暮れに映える波の煌きらめきはどうだったかって……ネ』

　そんな言葉に釣られたわけではないが、海を見るために家を出た。

　アルセフィア王国が遊戯ゲームにより獲得した常夏の土地、最先端医療設備を運び込まれた王室所有の別荘。本来はレジャー目的で使われていた建物だけに、プライベートビーチが間近に整えられている。

「磯いそくせー。……つーか、ここの海、あんま綺き麗れいじゃないっスよ、ロボせんせー」

『とはいえ、大自然の雄大さとかそんな感じのモノは感じるだろう？　ほら、妹さんは気に入っているようだし』

「あー、まあ。なら、いっか……？」

　晴れた浜辺、砂浜を元気に駆ける小さな影を見送る痩せた少年は、凍とう城じよう紫し[image: ]れん。

　その隣に立つ白衣にスーツ姿の男は、奇妙な扮ふん装そうを止やめた獅し子し王おう創はじ芽め。だがこれは本人ではなく、クオリアシステムを介してリモート操作される人型医療ドローンに過ぎない。

　淀よどんだ曇り空が水平線まで果てしなく続く大海原。灰色の波に泡がうねり、白く打ち寄せる光景に、雲間から覗のぞく太陽の光が天国の階段のように射さしてくる。

『飲むかい？』

「未成年っスよ。つーか、ドローンが酒飲んでどうすんですか」

『気分の問題さ。電子化していても、ヒトの意識を保つには相応の儀式が必要なんでネ』

　安酒の瓶に唇をつけ、ひと口飲み下す獅し子し王おう創はじ芽め。その仕草、言葉、立ち居振る舞いはどう見ても生身の人間としか思えないのに、その身には一滴の血も流れていない。

「にいに。……かに。あと、ひとで。へんなの……なまこー！」

「おわっ!?　未み恋れんチャン!?　な、っ、ぶな!!　投げんな、ナマコ！　あぶねーよ!!」

「あははは！　にいに、あわててる。くすくすくす……♪」

　脱ぎ捨てられたサンダルが砂浜に突き刺さっている。

　重く濡ぬれた砂浜を元気よく駆ける凍とう城じよう未恋。そうしていると、ただのあどけない幼女だ。

　脳改造を施され、今も余命を削りながら一日一日を怯おびえて過ごしているとは思えない、ごくありふれた、未来あるとしか思えないその姿に、紫し[image: ]れんは腰を落として座り込む。

「……ねえ、センセ。ぶっちゃけ俺ら、あと何年生きられるんです？」

『可能な限りの処置は施した──というかネ、まったく腹が立つんだヨ』

　凍城未恋、そして紫[image: ]を蝕むしばんでいるのは脳内共生型ＡＩ。砕さい城じようが開発した《二番目》、紅ぐ蓮れんの副人格『裏紅蓮』を生んだもののダウングレード版だ。

　生体脳のスペックが足りない紫[image: ]。誕生時の遺伝子エラーによって不具合を起こし、今も過剰な負担によって神経細胞を摩耗させつつある未恋、共に寿命は短いとされ。

《獣王遊戯祭ベステイア》決着から半年。この特別隔離病院に入院して以来、じっと治療を受け続けている。

「はあ？　死にかけの俺らより、不死身のアンタが腹立つって、何がです？」

『紅蓮クンさ。彼は脳内共生型ＡＩを罠わなにハメ、アンインストールを果たした。人類史上初の症例、他に存在しない唯一無二のサンプルだヨ。妹、可か憐れんクンも含めてネ』

　回復までに多額の費用と闘病生活こそ必要としたものの。

　最初から最後までそれに立ち会った獅子王創芽、クオリアＡＩは莫ばく大だいな経験値を得た。

『彼は読んでいたのさ。クオリアでは検出できない脳内共生型ナノマシン、脳に寄生するタンパク質でしかない代物、神経細胞に偽装したソレの崩壊の過程から得られたモノ』

　それはクオリア筐きよう体たいによる、脳内共生型ＡＩの識別、検出方法。

『ＳＫソフトウェアの協力を得て改良した新型クオリア筐体なら、脳内ＡＩを識別できる。ルール無用の《黒の採決ブラツクバウト》ならともかく、表では反則として排除できるんだよ』

「それは聞いてますけどー？　オレや未恋チャンの存在価値も無くなった、と」

『そうでもないヨ。キミたちは極めて貴重なモデルケース、サンプルだ。脳内共生型ＡＩ、砕城家や白しろ王おう子じ家から流布した人体改造、感覚拡張の犠牲者を治療するためのネ』

「……それって、あの？　ロシアのねーちゃんも含めて、ってことか」

『その通りだヨ。彼女の治療があそこまで成功したのは、紅ぐ蓮れんクンと可か憐れんクンが身を挺ていし、崩壊の過程を見せてくれた結果だ。安全なＡＩアンインストール、脳共鳴ネットワークの遮断や除外処置。それらの方法論は確立され、もはや治療可能なモノとなった』

　紅蓮と可憐。二人の献身、治療により得られた貴重な知見によって。

　いくつかの命が救われ、そしてこれからも命が救われることとなる。

「……とんでもねー技術っスね。オレらよりアンタの方がよっぽどバケモノでしょ？」

『もちろんだとも。君たちは一介の兵器だ。だが私はこの惑星を、全人類を維持管理するため肉の器を捨て、あらゆる叡えい智ちを結集して産み落とされた《機構》なのだから』

　かつて第三次大戦の戦禍から真っ先に立ち上がり、今の世界の枠組みを作った偉人たち。

『《原初の十三人オーデイナルリスト》も、残っているのは私だけだ。いろいろな奴やつがいたけどネ』

　ある男は自分が整備した超高速通信網を利用され。

　ある者は発明した画期的な小型・高効率バッテリーを軍事転用され。

　ある者はＦＰＳゲーム・プログラムを軍事ドローン操作に利用され。

　ある者はネット上の迂う闊かつな発言を膨らまされて国民の憎悪を煽あおられて。

　全員が過去の大戦に係かかわり、罪を犯したと感じ、絶望のあまり死を選ぶほど弱くもなく。

　──死より辛つらい償いを、救済を求めた十三人。

『私たちは協力して、戦後の世界をデザインした。あらゆる戦争……あらゆる武力を廃絶するため、旧時代の情報や記憶を改かい竄ざんし、人類から闘争の概念すら消そうと考えた。だが、ヒトは戦う動物だ。それすらも否定しては、それはヒトの否定でしかない』

「だから、遊戯ゲームなんスか。人を傷つけず、けど争うことができるから」

『そうさ。私は《創世の樹き》──原初の十三人が遺志、生前の彼らからサンプリングして自我を得た、戦後最初のクオリアＡＩ。かつて存在したオリジナル、獅し子し王おう創はじ芽めの意識や記憶は、ただのデータとして存在するだけだ。だが、その理想は生きているから』

「だからしぶとく、世界を握り続けているというわけだな。……寄生虫めが」

　吐き捨てるような罵倒と共に、砂地に車椅子が軋きしむ。

　紫し[image: ]れんが、獅子王創芽が振り返る。するとそこにはガウンをまとった女が──

『ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。外出許可は出していないと思うんだケドね？』

「あの程度のセキュリティ、破るのは容易たやすい。まだ私も鈍なまってはいないようだ」

　車椅子に身を預け、ふっくらとしていた身体からだは痛々しくやせ細っているが、ギラギラと熱を帯びた視線、欲望が熾おき火びのように滾たぎる眼光は変わっていない。

「アンタも懲りないねー。紅蓮サマにゃ勝てねえって、ワカッたっしょ？」

「記録データは見た。私はバックアップから再生されたからな、実感は無いが」

　それはミラの治療、回復にあたり紅蓮が示唆した──奇想天外な計画。
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『脳共鳴ネットワークは記憶のクラウド化、共有を肝とするシステムだ。故に──ある人物の脳が破壊されたとしても、その記憶や意思は他の接続者の脳に存在し、サルベージして新たな脳に組み込むことができれば……巻き戻しが可能となる』

　記憶の同期が行われた時点での復活。つまり、セーブ時点への巻き戻し。

『クオリアＡＩと脳共鳴ネットワークの同時稼働なんてムチャをやらかし、煮えて壊れた脳細胞を修復したはいいが、綺き麗れいに中身は飛んでしまった。真っ白になった記憶野に再度ネットワークを同期、ミラ君の記憶をセーブ時点から復活させる……』

「……スゲーな、人体。壊れた端末じゃねえんだから、そんなんで治んのかよ？」

『高度に電子化した彼女だから可能な芸当だよ。ぶっちゃけた話、ミラ君と私ぐらいだネ。彼女に用いられている技術は私のそれ、疑似的な不死に近い。恐らくロシア側が私の技術を解析し、模倣した結果生まれたもの……《創世の果実》と言ったところかな』

「つまり自業自得というわけだ。私の記憶はアルセフィア王国への渡航直前、つまるところ《獣王遊戯祭ベステイア》の開催以前までしかないが」

　ミラは意地悪な笑みを浮かべ、ふて腐れたような顔をする獅し子し王おう創はじ芽めを覗のぞき込こむ。

「貴様のその不景気なツラを見れただけでも一度死んだ甲か斐いがある、というものだ。今は治療に専念するが、治り次第もう一度紅ぐ蓮れんのもとへ……必ず、必ず……!!」

「……ああ、こりゃ死なねーわ。すげえな、ストーカー。生き汚いってこういうことか」

　とにかくしぶとい。懲りない。餌を横取りされた熊よりも執念深い女の情念。

　自分にはとても真ま似ねできない、と紫し[image: ]れんは思ってしまう。

（オレ自身は、なんにもねーもんな……）

　誕生ガチャに失敗し、クズとしか言えない家に生まれ、才能ガチャも大外れ。

　遊戯者プレイヤーとしては最低限。一般人と考えても人並み程度の平凡スペック。それを補うため我が身を削り、身の丈に合わない無む茶ちやを繰り返して、すべては妹を助けるために。

　だが、それだけだ。彼自身の、紫[image: ]自身の願い、望みは──何もない。

『とはいえ、ミラ君。君はギリッギリのギリギリだヨ？』

　グチャグチャに潰れた豆腐に石せつ膏こうを混ぜて無む理り矢や理り四角く固めたようなものだ。

　ミラ自身の脳細胞はほぼ壊滅しており、その機能の大半を人工脳が補っている。

『クオリアＡＩ、脳共鳴ネットワーク、どれも完全にアンインストールされているケドね。うかつなマネをしたら今度こそ修復不可能だ。大人しくしてくれたまエ』

「わかっている。考えてみれば──とことんやって敗北した、自分自身に学んだ結果だが。そもそも遊戯ゲームで紅蓮に挑んだのが失敗だ。別のルートで勝負するまで」

『……ハ？』

　ニヤリ、とスズメを捕まえたばかりの野良猫のような顔で、ミラは笑む。

「幸い祖国は第四次大戦に敗北、白しろ王おう子じ透とう夜やに叩たたき潰つぶされて死に体。脳共鳴ネットも壊滅、つまり私の生存に文句をつける輩やからもいまい。日本の国籍を取り、手続きした上で移住。そして我が美貌を以もつて改めて紅蓮に挑むのだ。ククク……恋こそ私の戦場!!」

「……ぜってー負けるわ、その戦争。アンタほんとに懲りねーな……」

「当然だ。むしろ澄ました顔をしている貴様こそ、気をつけろ。欲望は人が生きるために絶対必要なガソリンだ。悟りすましたようなツラをしているとコロリと死ぬぞ」

「あら。もしかして心配してくれた？」

「一応は同じチームだったし、国を背負っていない私にとって、敵はもういないからな」

　ミラ自身に自覚は、ないのだろう。

　だが彼女の脳に組み込まれたクオリアＡＩ、その名残が。

「私は争いを捨てた。まあ恋のバトルは残っているが、それだけだ。だから貴様とてもう敵ではないし、どうせなら死なない方が楽しいぞ。生きてみろ」

　ミラに武器を捨てさせ、真に闘争のテーブルから降りることを選ばせたのだ。

「……たってなあ。オッサン、さっき濁されたやーつー。オレの寿命、あと何年スか？」

　紫[image: ]の問いかけに、獅し子し王おう創はじ芽めは海をじっと眺めながら。

『神様にでも聞いてくれたまエ。──ヒトの寿命なんて、計算できるものじゃないヨ』

「は？　……それって、どういう。オレの脳のう味み噌そはもう、ブッ壊れ……!?」

『ミラ君レベルに酷使しても治せたんだよ？　君くらいどうにかならないわけがないだろう。ま、それでも十年、二十年も経たてば不具合が出る可能性はあるし、定期的な投薬や診断は必須だが……医療費は治療データの利用と等価交換でタダにしとくヨ』

「……は……？　何、ソレ」

　死を覚悟していた。

　もうじきすべてが終わり、苦しみからも逃げられると思っていた。

　けど、もっともっと。まだまだ時間が続くのなら、命があるというのなら。

「……待ってくれよ。そんなに、どうやって生きればいいんだよ!?」

　どんな遊戯ゲームでも感じたことのない絶望が、紫し[image: ]れんにはあった。

「ねえんだよ……オレ、何もねえんだよ。未み恋れんチャンを助ける、それだけで生きてきた。それじゃ、ダメじゃねえか。未恋チャンより長生きしちまったら、オレ、どうすんの？　そのあと、何して、どうやって生きりゃいいワケ。勘弁してくれよ、頼むよ……!!」

『そうだネ。とりあえず……海を見たまえ』

　両手で顔を覆い、砂浜に膝を突く紫[image: ]の隣で、機械仕掛けの偉人は告げる。

『天国の誰かと、海の話ができるようにネ。それが終わったら、楽しいことを探すとイイ。そうだネ、今流は行やりの動画チャンネルでも観みたらどうだい？』

「は？　……って、こいつ!?」

　差し出された端末、小さなパネルに映ったのは。

『獅し子し王おう学園生徒会公式ちゃんねる。略してれおちゃ～ん！　獅子と書いてレオと読む！　なんかめっちゃ登録者数増えて困ってますけどお隣に負けないようグイグイいくので！　……え？　隣はイケメン半裸ツイスター、ポロリもあるよ!?　待ってくださいちょっと見てきますので、10分ほど放置しますから。佐さ々さ木きです！』

「……いや待て、生放送放置してんなよ!?」

　フリーダム佐々木。生放送の真っ最中、自分のデバイスで他人の配信をガッツリ観る女。

　めちゃくちゃな数の登録者数、もはや世界レベルに達たつした意味のわからない数字。

　その知名度は普通どころか明らかに異常、ヘタをすると歴史に残りかねないのだが。

「変わってねー……。何、こいつ。よく平然とできんな、神経何でできてんの!?」

『ま、佐々木クンは普通詐欺だからネ。極まった普通、究極のニュートラルは超人だヨ』

　あまりの傍若無人ぶりにクスリと笑みがこぼれてしまう。

　悩みがわずかに軽くなる。ここまでバカをやっていられるのなら、きっと人生は──

「……楽しい、のかねえ？　こういうのが、紅ぐ蓮れんサマが言ってた……」

『日常、というヤツさ。やりたいことが見つからないとか、自分は特別な存在じゃないとか、そんなのはありふれた悩みだヨ。みんな同じで、みんな違うし、それでいい』

　何も持っていなくても。何も得られなくても。

『ヒトは生きていていいんだヨ。ほんのささやかな楽しさがあるならネ。存在するだけで君は、君自身と君の家族にとって特別だってこと。──忘れちゃダメだヨ』

「……やっとアンタが教育者っつーか、教師っぽく見えてきましたわ。ロボせんせー」

『そっちが本職だヨ。ま、らしくないのは否定しないケドね』

「けど。オレだけ生き延びたって、意味ねーんスよ……!!」

　母の遺言。未み恋れんを守ってと頼まれたのに。

「未恋ちゃんの活動時間は、限られてる。今日だって、もうそろそろ……!!」

　活動の限界は近いはずだ。遺伝子調整されて生まれてきた人間兵器でありながら、脳内ＡＩの負担から一日わずか八時間しか活動できず、寿命も短いとされた妹は。

　今日もそろそろ電池切れ。活動限界を迎えて眠りについてしまう、そのはずで。

「にーに。……すごいの、いた。なにこれ？」

「!?　何それ、ウミヘビ!?　にょろってんよオイってか……未恋ちゃん？」

「？」

　にょろにょろとぬめる謎の生物を器用に掴つかみ、わざわざ兄に見せに来た未恋。

　心なしか背が伸びたよう。今まで気づかなかったけれど、頬ほおに少し紅がさして。

「にーに。あそぼ。おさかな、つかみどり。おいしい」

「……いや、食わねーけど。てか、どうやってナマでそいつ捕まえたんだよ、未恋チャン」

「んー……きあい？」

「い、意味、わかんねー……。てか……あれ？　時計、間違ったか？」

　端末を見て、表示された時間を確認する。だが何度確認しても時間は正しく。

　いつもなら電源が切れたようにすっと眠りに落ちるはずの未恋が、元気なままで──。




　ただ、笑って。

『言ったろ？』




　ヒトは、ほんのささやかな楽しみが──

　大切に想おもってくれる家族が、日常があるかぎり、生きていてもいいのだと。




「……───ッ……!!」

「？　にぃに、ないてる。なきむし？」




　不思議そうに見上げる妹の前で、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは喉を詰まらせながら静かに泣く。

　鉛のような曇り空のもと。太陽からわずかに射さした光明が、兄妹きようだいを照らす。

　それは神の祝福か、人のもたらした奇跡か。どちらでもかまわない。ただただ大切な人、家族が生きていること──ささやかな日常の喜びに、少年は涙するのだった。

[image: ]





●王国の黎れい明めい




　曇り空の向こう、アルセフィア王国旧第三区画総督府、大聖堂にて──。




「わぎゃああああああああああん!!　疲れたもおおおおおん!!」

「壊れよった。思ったより早かったのう、妹よ」

「壊れもしますよう!!　こういうの向いてないんですってば～……。ああ、猫……猫を。猫を飼います、猫ちゃんのお腹なかをスンスンしながら丸一日くらいゴロゴロしたい……」

　大聖堂の奥の院。教会の主あるじが執務を行う部屋は、旧時代の宗教建築の名残を残す見事なものだ。凝った意匠の家具にアンティークの椅子、どれもひと財産になる歴史的遺産。

「かび臭いと言いますか、寝心地悪いですよ、このソファ……。新しいの買いませんか、人をダメにするやつを。日本製のヤツがいい感じですけど」

「ここがわしの自宅なら全力でそうするがの。17世紀の椅子にムチャ言うでないわ」

　天使の彫刻が施されたソファに滑稽に転がるスーツの女、現アルセフィア女王、エーギル・アルセフィア。そして、対面に座るドレス姿のヌグネ・アルセフィア。

「オンライン会議で、小難しい本ギッチリ詰めた本棚をバックにするようなもんじゃよ。神の御み心こころのみに従うなら、骨こつ董とう品ひんなんぞ叩たたき売って安物に買い替え、救いを求める貧者に施してしまえばええもんじゃが、生あい憎にく今の世の中はそう簡単ではない」

　紀元前ならばそれで良かった。

　だがアップデートされない神の法で裁くには、現世は広すぎ複雑すぎて。

「骨こつ董とう品ひんと安物の差額で貧者十人救えるとしても、一度きりじゃ。じゃがこのボロが醸す妙に高そうな雰囲気で寄付や援助を得たならば、千人万人を救えることもあるでの」

「そういう話を聞いてると、やっぱり私よりヌグネさんの方が似合ってますよね、王コ冠レ」

　打ち合わせと称し、非公式にやってきたエーギルの頭に、建国以来の宝冠はない。

　だが、おとぎ話の王様が頭にのせているような黄金や宝石の冠など、今のエーギルの肩にのしかかっている形無き重さ──王たる者の責務に比べれば軽すぎて、安すぎる。

「そーでもないわ。正直、そなたはうまくやっておるぞ。わしよりも、ずっとな？」

「うううう……忖そん度たく……忖度ですよね、すいません気を使わせてすいませんごめんなさ」

「ええい、メソメソするでない。ウザいんじゃ、自己肯定感の低いＯＬか！」

「ぴゃい!?　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　頭を抱えてソファに突っ伏し、ガタガタ震える新女王。

　見た感じ美女というより珍獣めいた彼女は、冠を得てもまったく変わらない。故に今、アルセフィア王国は急速に復興、発展への道を歩み始めていた。

（私より、スタッフが優秀なだけなんですけど……。持ち上げられても困りますよう）

　新女王の本音が、コレだ。

　慌ただしい即位の式典の後、ただちに勃発した仮想空間上での大戦争。その激動を乗り切るためには、遊戯ゲームのみならず現実社会の経済的、社会的圧力に抵抗せねばならない。

（外交、外務はヌグネさんにお任せできるのが最高でしたねえ……）

　ヴァチカンという表裏に影響力を持つ一大宗教勢力を後ろ盾とするヌグネは、そのツテを活いかして外交担当に収まった。内政で手いっぱいのエーギルが押し付けたとも言うが、水を得た魚のように活躍し、大戦終結に大きな役割を果たしている。

「だいたい、うちの王族はどうかと思うんですよ……。５人中３人が犯罪者とか、税金でご飯食べてた人の打率じゃないですよね、私が国民だったら泣きますよ？」

「打率て、野球じゃあるまいに。まー、言うとることはわかるがの」

　カールス、リングネス、ツボルグといった王族は継承戦後も不穏な動きを見せ続けた。

　特に非人道的な感覚拡張、人体改造技術に莫ばく大だいな投資をしている大陸、ロシアは大戦に主力を投入、３人の王族を脱獄させ、アルセフィア侵略の大義とした。

　新女王エーギルの即位を認めず、自分たちこそが王位にふさわしいと再戦を挑む三王族。クオリア改定を巡る第四次大戦の緒戦はそうして始まり──。

「裏事情はなかなか公表できんからの？　他国に因縁ふっかけるには相応の理屈が無きゃ国民を納得させられん。連中はいい大義名分だったんじゃよ」

「わかりますが、面倒ですねえ……。元気にしてるんでしょうか、みなさん」

「ツボルグめは消息不明じゃな。ヤツはもともと継承戦を有利にするため、資金や戦力をロシアの党中央から借りまくっとった。負けて焦げつけば、まあ……の」

「やっぱりこう、キュッ……と？」

　恐ろしげに首を絞められるようなジェスチャーをするエーギルに、ヌグネは首を振り。

「ウチへの外交ネタ程度にはなるじゃろうから、殺されやせんじゃろ。シベリアで木の数でも数えとるのか、時代遅れの油田とかで強制労働とか、かのう？」

「そうなりますか。……何といいますか、もやっとしますね」

　王族だ。たとえ異母兄弟姉妹と言えど、ベタベタした付き合いはまったくない。

　ほぼ血が繋つながっているだけの他人のようなもので、エーギルもツボルグに対して悪意も好感も抱いていない。死のうが生きようが、本来気にするいわれもないのだが。

「おぬしはやはりマジメじゃのう、エーギルよ。ま、リングネスもそうじゃ。あやつめも脱獄後大陸へ渡り、亡命してこちらへの干渉の口実を作りよったが……」

　言うと、ヌグネはタブレットＰＣを取り出して軽く画面をタップ。

「おぬしが連れてきた遊戯ゲーム村の連中がおるじゃろ？　やつらの故郷への支援物資供給と交換に旧通信網のアクセス権を借りての」

「え、いいんですか？　旧通信網って、検閲とか無いヤツですよね？」

　かつて地球を滅亡させかけた第三次大戦の惨禍は、インターネット上から始まった。

　リアルタイムで他国と繋がることによる過剰な交流。進化したＡＩ技術による自動翻訳は言語の壁を取り払い、本来なら内にこもって出てこない悪意までも晒さらしてしまう。

　ＳＮＳ上での誹ひ謗ぼう中傷、憎悪の行きつく先──

　憎悪が憎悪を生み、ネット上の煽あおりと大差ない感情で、訓練された兵士ですらない。どこにでもいる主婦や子供やサラリーマン、ありふれた【普通の人々】が端末をタップ、ゲーム感覚で軍用ドローンを操作して殺さつ戮りくのスコアを競う、地獄。

　国家間のトラブルだけではない。小さくはご近所同士のマウント合戦から人種などの差別問題に至るまで、あらゆる国、あらゆるコミュニティが【敵】を見つけて殺し合う。

「通信速度は亀のごとしじゃが、当時のネットワークじゃ。ガチで無検閲じゃぞ。ほれ、超有名なＳＮＳが旧バージョンのまま更新されず、今もＴＬだけ流れとる」

「うわ、何ですかコレ、骨こつ董とう品ひんレベルですよ……!?　いいねマークが☆になってますし」

「お気に入りマーク、いわゆるふぁぼじゃな。他にも昔のシステムが生きとるが……と」

　ある人物を検索、表示する。若干の読み込みの後、表示された人物は。

「うわ、リングネスさんじゃないですか!?　うわ、結婚……できたんですか!?」

「大陸の国内向けニュースじゃ。良く読んでみい、記事のタイトル」

　興味津々で覗のぞき込こんだエーギルに、ヌグネは投稿の内容を指でなぞって読み上げる。

「『アルセフィア王国第一王女リングネス、新世紀のロマンス。完全自律生体ドローン、学習する理想の恋人とのラブラブ新婚生活、密着』……はい!?」

　白い髪、青い目のスラリとした絶世の美男子。東洋系の美を詰め込んだような外見のそれと腕を組み、チャイナドレス姿のリングネスが妖艶に、かつ幸福そうに微笑ほほえんでいる。

「我が国の技術を全力で流出させたあげくに悪用しまくっとるわ、あやつ。元気というか、心配するだけ無駄じゃ。殺しても死なんじゃろ」

「はあ……。ヌグネさんといい、タフですねえ」

「待たんか。あのようなアバズレと一緒にするでない、なんぼなんでも怒るぞよ!?」

　さすがに嫌そうなヌグネをよそに、エーギルはざっと記事を流し読む。

　アルセフィア王国が得意とする人工知能、現実拡張、遺伝子操作といった最先端技術。王族でありながら卓越した技術者でもあるリングネスは、亡命後それを大陸に提供。

　強大な管理国家故に人権無視で手に入る莫ばく大だいなデータから選えりすぐったイケメン遺伝子を組み合わせ、さらに自動学習するＡＩを用いて理想のイケメンを作り、結婚したと言う。

「あんの独身拗こじらせ喪女め、フランケンシュタインの怪物を婿にしおったわ……。ヒトの肉体でＡＩを走らせるという発想そのものは、凍とう城じよう未み恋れんと同じじゃからな」

「今の技術で実現できるわけですね。……これ、ほとんど人造人間では？」

「間抜けに見えるがその通りじゃな。大陸内で独占しとるからまだいいが」

　人工的にデザインした肉体をＡＩで動かす生体ドローン。それは、人造人間に近い。

「この旧通信網ですら大陸の情報は表面をなぞる程度しか掴つかめん。が、第三次大戦の傷痕はそうとうデカく、人口も激減しとったという話じゃからの」

　ヒトの欲望は無限。禁忌すらも利益で釣られれば忘れる者は数多く──。

「今は高級ラブドールがせいぜいじゃが、このまま技術が進めば無限に奴隷を製造する化け物国家が誕生しかねんわ。近いうち、戦を仕掛けてでも止めるべきかも知れんの」

「……ああああああ、ごめんなさいごめんなさい、国際社会にごめんなさい。ウチの親戚が変態なばっかりに、世界が、世界がーっ!?」

　頭を抱えつつ、エーギルは無意識に対策を練る。

（ここはやはり、あの人に頼むしかないですよね……はあ、気が重い……）

　白しろ王おう子じ透とう夜やを頂点とする第四次大戦の覇者。

　国際遊戯ゲーム警察とでも言うべき、新世代の武力──《アルセフィア騎士団》。

　アルセフィア王国に拠点を置くものの、国家の枠に縛られることなく活動するクオリア自治組織は、さらに数人のメンバーとアドバイザーを加え、活動の場を広げていた。

「確かこの間アメリカ行ってましたよね？　もう帰ってきてました？」

「逃げとったカールスめをとっ捕まえにアメリカ出張じゃったな、そういえば。恨み骨髄、めちゃ熱心に追いかけて監獄にブチ込んで戻ったはずじゃが、連絡してみるか」

「あ、大丈夫です。私がかけますから。たまにお話もしたいですしね」

　言うとエーギルは自分の端末を取り、あるアドレスをタップする。

　初期設定のまま、特にこだわりなくそのまま使っているデフォルトの呼び出し音が数秒。繋つながった人物こそ、《アルセフィア騎士団》に出向している王族の一員。




「もしもし。今大丈夫ですか、ユーリちゃん？」





　＊






　旧第六区画、ＳＨＯＷＡ通り。復興著しい一画に着信音が響き、店番をしていた人物が、忍者っぽい手裏剣ストラップをつけた端末をとり、通話を受ける。

「はい、問題ありません。──エーギル姉様」

　さまざまな日本製駄菓子が並ぶ、ノスタルジックな店先にプラチナブロンドが映える。

　元王女、ユーリエル・アルセフィア。継承戦に敗れ、王族特権を放棄して庶民となった彼女は、ここを拠点としていた獅し子し王おう創はじ芽めから設備ごと店を買い取った。

　表向きは一介の駄菓子屋のお姉さんとして、観光客や地元の子供たちに駄菓子を売り、あるいは軽い遊戯ゲームのコーチをこなして家族と暮らす、穏やかな暮らしの裏で。

『実は大陸と遊戯をすることになるかもなんです。どうもリングネスさんが亡命先で変な技術を開発したらしくて、ＡＩを積んだ生体ドローンが……』

「……なるほど。それは《アルセフィア騎士団》の仕事ですね」

　ヌグネが表の剣、アルセフィア王族外交の切り札ならば。

　ユーリエルは闇に潜む裏の剣。遊戯者プレイヤーとして第一線に立つことこそ無いものの、クオリアと直接接続された特殊端末を有する駄菓子屋地下の秘密基地を《アルセフィア騎士団》に開放し、その支援を行うと共に、さまざまな国際問題を伝えて出動を求める窓口となっている。

　とはいえ彼女に《アルセフィア騎士団》への命令権はない。

　トラブルを見つけて連絡し、実際に動くかどうかは騎士団の意思に委ねる。機嫌を損ねればアルセフィアにすら牙を剥むきかねない強者に対し、彼女の仕事は──。

『旧時代のネット小説やアニメにある……冒険者ギルドの窓口、みたいなものですね』

『いや、めっちゃわかるんじゃが……言い方！　言い方がオタクすぎんか、妹よ!?』

　そう言うと、理解したヌグネは凄すさまじく嫌な顔をしたが、それはそれとして。

（白しろ王おう子じ透とう夜やはコントロールできません。故に、エーギル姉様は私に預けたのでしょう）

　良くも悪くも人の言う事を聞くような存在ではないのだ。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという怪物と接してきたユーリエルはそれを骨身に染みて理解しており、今のところただ情報を提供し、時に調停や介入を依頼する窓口に徹して活動している。

　先日のアメリカ出張では因縁あるカールスの逮捕のために同行、白しろ王おう子じ透とう夜やと遊戯ゲーム村の戦士たちを案内して派手な追跡劇を展開、帰国したのはつい昨晩のことだった。

「それでは伝えておきますね、姉様。……フラヴィアさん！」

　通話を切り、端末をしまいながら声をかける。

　すると店の中、子供たちと戯れていた美女二人が、静かに彼女に振り返った。

「あー！　ねーちゃん、勝負の途中だろ。行っちゃやだー！」

「ふふふ、呼ばれてしまいましたので……。また後ほど、お相手しますからね？」

「Si.シー 約束、です」

　清せい楚そな修道服をまとい、薄汚れた難民の子と目線を合わせて約束する麗しの聖女たち。

　フラヴィア・デル・テスタこと本名、右う斎ざい風ぷ鈴りん。さらに元ヴァチカンの遊戯者プレイヤー、堕落の聖女ことクリステラ・ペトクリファは、アルセフィアへの滞在を続けている。

　子供たちと別れて駄菓子屋の奥、座敷にいるユーリエルのもとへ。その間も繋つないだ手は離れることなく、同性ながらハートマークが幻視できるほど親しげだった。

「何の御用でしょうか、ユーリエルさん。《騎士団》に新規のご依頼でも？」

「はい。詳しい内容は秘匿回線からメールをしておきますので、ヴァチカンとの連絡を」

「承りました。異能無き身、遊戯者としては失格なれど──」
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「《騎士団》の役目、不公正な遊戯ゲームを正し、犠牲となる人々を減らすのは御み心こころに沿う行い。……私たちも、しかと協力させて頂きます」

　互いの感情を自覚したことから異能を失い、遊戯者プレイヤーとしては引退した二人。

　だが異能を抜きにしてもその経験と知識、培った実力は本物だ。フラヴィアは己の教団を宗教色を薄めた投資集団として再建、幹部級の司祭階級《黒十字》をそのまま諜ちよう報ほうの手として世界各地に送り込み、有益な投資情報と共にあらゆる遊戯の情報を得ていた。

「会長……いえ。透とう夜や様はお得意様ですから。あの方は愉快そうな遊戯の情報でしたら、それこそ青天井でお支払いくださいますので……稼がせて頂きますね？　ふふふ♪」

　メールを確認しながら愉快げに笑むフラヴィアに、思わずユーリエルは問いかける。

「……正式な聖職者になっても、お金にこだわる癖は抜けませんね。いいのですか？」

「浄財ですよ。善意と献身で救われる魂もあれば、お金で救われる命もありますから」

　だがフラヴィアは悪びれない。

　改心してなお──金でしか救えぬものを救うために。

「我がテスタ教団のモットーは『汝なんじ、お金を愛せよ』です。ヴァチカンの傘下に入ろうと、お金を愛し、財を成した方々が利益を以もつて人を救い、魂を救う手助けをするだけ」

「……その、ヴァチカンは清貧を旨としているので。予算はいつも厳しくて……」

「解わかります、ヌグネ姉様もよく言っていますから。……ある意味、お似合い。ですか」

　投資を繰り返し、得た利益を還元して人を救うことで自らの魂を救う。

　そんなテスタ教団の豊富な資金は、古く巨大であるが故に予算不足に喘あえぐヴァチカンを大いに助け、フラヴィアはその功績により正式な聖職者の位を得ている。

　今やクリステラと共に大聖堂の管理者、司教位を内定されており、留学中の王立学園を卒業した後は、そのまま赴任する予定となっていた。

「まあ、お似合いだなんて。ふふふ、照れてしまいますね……クリステラ？」

「……や。人前では……んっ。ヴェールに手を、入れないで……耳、たぶっ……！」

　修道女のヴェールに手を差し入れ、髪と耳たぶを捏こねるように愛あい撫ぶするフラヴィアに、クリステラが頬ほおを薄桃色に赤らめながら悶もだえる。

「教育に悪いので、子供たちに見えるところでそういうことはですね……!!」

「ふふ、すいません、あまりにも可愛かわいらしかったもので♪　さて、透夜様への連絡。現在位置についてですが……」

　恋人をしっかりと胸に抱きながら、フラヴィアは少し残念そうに告げる。

「飛行機が出てしまいましたか。では、連絡は東京に着いた後ですね」

「東京？　聞いていませんが……日本へ行っているのですか!?」

「ええ。遊戯村の方々に留守を任せると仰おつしやったそうなので、問題ないでしょう？」

　北欧の曇天を貫くように、飛行機のエンジン音が聞こえてくる。

　見上げた空、引き裂くように飛び去る旅客機の影。

「急に用事を思い出されたらしく、強引にチケットを入手してその足で出国なさいました。今ごろあの機で東京へ向かっておられるはずですが」

「聞いていません……。義務はありませんが、連絡して欲しかったです。遊戯ゲームですか？」

　独断専行、唯我独尊、傍若無人。そんな透とう夜やが相手だけに文句も言えず、ユーリエルが困った顔をしていると、フラヴィアは軽く首を横に振る。

「いえいえ、プライベートですよ。透夜様の個人的な用事、それを終わらせに獅し子し王おう学園へ向かわれるそうですから」

「……は？　まさか、とうとう……!?　痺しびれを切らせて、《彼》を襲いに……!?」

　青あお褪ざめるユーリエル。何が起きるかまったく予想もできず、恐ろしい想像が浮かぶ。

　そんな様を愉悦を含んだ笑顔で堪能してから、フラヴィアは種明かしをする。




「獅子王学園の、《卒業式》ですよ。

　必要な単位はすべて取得していますので、『終わらせてくる』と」

「……あっ！」




　思いもよらぬ答えに驚くユーリエル。

　曇天の向こう、空の彼方かなた。遊戯者プレイヤーはそんな驚きを置き去りにして、日本を目指す。




　卒業の時を、迎えるために──……。





●卒業式




　──アルセフィア王立学園クオリア分枝内、ＶＲ観光エリア。




　遊戯ゲーム村が所蔵していた旧時代の遺産のひとつ。

　ＶＲ上で忠実に再現された世界の都市を駆け巡り、伝説のアサシンとなってミッションをこなす伝説の遊戯データ、その原本に近い３Ｄモデルが存在した。




「にょほおおおおおほっ!?　きゅ、旧時代の!?　第三次大戦以前のデータじゃとおおっ!?　とっくに本社ごと核でブッ飛んだと言われるオリジナルがなんであるんじゃあ!?」




「当時のクラウドサーバがここにあったじゃと!?　なんちゅう……奇跡じゃ！　よっしゃ任せるがよい、著作権とかその辺はガッツリわしが決着する、じゃから……の？」




「なんでもするから売ってくれ！　今ならエロいサービスでも何でもするぞよ!?」




　エロいサービスは断られ、かつ人々を楽しませるためなら、と遊戯村は快く提供し。

　その存在を知った瞬間、アヘ顔ダブルピースをキメたヌグネは全力で遊戯村への接触、懐柔を決断。戦災によって消失した伝統的な家屋、歴史的遺産と言われる建造物の忠実な３Ｄモデルデータを大量に入手すると、クオリア分枝による解析を行い──。

「ああ……懐かしいねェ。まさに、あの頃の浅あさ草くさだヨ」

　それを視みた獅し子し王おう創はじ芽めが鋼の身には似合わぬ感傷と共に呟つぶやいた。大戦以前の３Ｄモデル、技術的には現在のそれと比べて拙いものだが、当時の趣や色彩、ディテールを知るにはこれ以上ない資料であり、クオリア分枝が解析してブラッシュアップを行えば──

「完全再現!!　ＶＲ観光世界シリーズ第一弾、『ＡＳＡＫＵＳＡ』じゃあ!!」

　クオリア分枝上でのオンライン観光。仮想空間上に完全再現された世界の諸都市、市民ＡＩが実際に暮らし、当時と変わらぬ日常を送る街中に没入できる。

　いわば疑似的なタイムスリップ。ヌグネが推し進めてきたクオリアの民間活用、ＶＲ観光のテストモデルとして選ばれた東京、雷かみなり門もん周辺のモデルは極めて精密で。




「──へぇいらっしぇい！　すし！　ばん！　ざい！」




　謎のポーズをとる小太りの社長が握る回転ずし店に、ＡＩならぬ客が舌鼓を打つ。

「脂がとろっと、とろけるわぁ……！　これが本物のスシなのね、オーガニック……！」

「こっちもウマいぞ、モナ。和牛のにぎりだってよ！　羊肉とはぜんっぜん違うな！」

「も～、二人ともお行儀悪いよ？　落ち着いて……んっ？　お、お、おいし[image: ][image: ][image: ]っ!?」

「しかもいくら食べても太らない……。流は行やるわ、これは流行るわ、革命だわぁ……!!」

　豊かな胸、くびれた腰、ヒップライン。

　食文化豊かな先進国でそれを維持する苦労を思い知るが故に、モナ・ラナが痛感する。

　浅黒い肌、彫りの深い顔立ち。観光気分の演出のため、地元の伝統衣装からごくありふれた洋服にアバターを替えた３人が、束つかの間まの休息を楽しんでいる。

「ジャファルも来れば良かったのに。ホント、本物としか思えない味だよね……！」

　たまごやサーモン、イクラなどを中心に食べ進めているアイラが頬ほおに手を当てて感激し、

「アイツは別枠のテストに行ってるからなあ。ＶＲ観光世界シリーズ『ＡＫＩＨＡＢＡＲＡ』とか『ＩＫＥＢＵＫＵＲＯ』に『ＹＡＫＵＺＡＣＨＯＵ』とか」

「……最後のヤツ、微妙に違うゲームが混ざってないかしらぁ？」

　ＶＲ観光に腹具合も会計もまったく心配はない。そのためか遠慮なく金きん箔ぱく貼りの高い皿、最高級の大トロやアワビ、ボタンエビや活いきホタテをパクつくカムラン。

　その隣でお茶をしずしずと飲み、ほっとモナはひと息ついて。

「現実の日本にも行ってみたかったけど……これだけの精度なら、十分満足できそうね？　大戦の結果、失われた観光地や名所も多いらしいから……」

「ＶＲでそれらが体験できる、となれば外貨も落ちる。今は金持ちや有力者を中心としたプレオープンらしいけど、もう世界中からアクセスが殺到してるとか」

「けど、それだと……悪い奴やつらも出てくるよね？」

　ヌグネが主導となり始めたアルセフィア提供、ＶＲ観光事業。

　本来は遊戯者プレイヤー教育用にと提供されたクオリア分枝を外貨獲得目的で民間利用する是非は各国で討議され、最終的には透とう夜やと遊戯ゲーム村の一行が反対側の遊戯者と対決し、決着した。

「真ま似ねをする輩やからはもう出てるらしいぞ？　まあ、ウチの村が提供したデータとクオリア分枝の解像度には敵かなわないから、劣化コピー程度にしかならないだろうけど」

「そのうち『次はＶＲ風俗じゃ!!』とか言い出しそうで怖いんだけど、あのお姫様……」

「まあ、やりそうだな。暴走しそうになったら止めればいいぞ！」

　きっぱりと断じるカムラン。その横顔を見つめながら、モナは静かに問いかける。

「……いいのかしら？　このまま世界の警察じみた真似をすることになるなんて」

「不介入の原則、遊戯村の掟おきてに反するって？　──それはもう、時代遅れだろ」

　もはや戦後ではない。

　そんな古いにしえのコピーが復活する時代が来ていることを、カムランは実感している。

「残っている武力、戦争の息吹が取り払われようとしてるんだ。本当の遊戯の時代、脳をＡＩに置き換えるみたいな安易な方法じゃなくてさ」

　短い間だが遊戯ゲームを共にし、削り合った戦士の本能が悟った真理。

「性欲や食欲や、闘争本能みたいな欲求を消さず、溺れず、乗りこなす。グレンやトーヤが作ろうとしている新世界は、そういうものだって理解した」

「だから協力を決めた、ってこと……？」

「ああ。ずっと砂漠でオレたちだけが平和に、豊かに暮らしてたんじゃいつか潰される。妬みや怒りはあるし、ルールを破るヤツは必ずいる。オレは故郷を守りたい」

　遊戯村は外部への介入を最低限とし、漏れる情報を遮断して生き残りを図っていた。

　だがこのまま戦後復興が進み、今も混こん沌とんの渦中にある大陸に法と秩序が回復していけば、そうもいかない。規模のわりに遊戯を極め、価値ある遺物を大量に抱える遊戯村は、危険を冒して奪うだけの価値ある宝箱として、多くの勢力に狙われるだろう。

　負ける気はしない。だがそれこそルール無用、一方的な勝利を重ねた結果、禁じられた暴力を復活させてくるような輩やからが現れれば、新しい時代を創る妨げとなるから。

「──だから、オレは村を開くと決めた。ジャファルも同意したしな」

「次期村長とランキングトップが認めれば、可能でしょうね」

　なお、後にジャファルは失われた遺産、日本製18禁ゲームデータをヌグネのもとに持ち込み、ＶＲエロゲ風俗を開発しようとし、遊戯村女性陣に袋ふくろ叩だたきにされるが──。

　そんな未来など知る由もなく、今、新時代を迎えた古き時代の守護者たちは。

「あー……でも、私もついていきたかったなあ。トーヤ様の暮らした家とか、街とか……あと獅し子し王おう学園だっけ？　《ソツギョーシキ》をやる学校、見たかった！」

「ふふ、アイラの気持ちはわかるけど……アルセフィアを空にもできないでしょう？」

「だな。アイツが帰ってくる場所を、オレたちが守ってやればいい。クオリア端末を使ってリモート参戦するだけだ。ちょっとラグは出るけどな」

　この半年間、主あるじと認めた男・白しろ王おう子じ透とう夜やと共に仮想上での第四次大戦を戦い抜いた戦士。継承戦時はクオリアに対する無知、不慣れ故に隙もあったが、今やハンデは克服した。

「この半年で世界のスゲー強豪と遊びまくったけど、やっぱ強い奴やつばっかだった！　ここにいればもっともっとそんなヤツらと競える!!　すっげーワクワクするよな、モナ！」

「はあ……相変わらず、バトル脳ねぇ」




　遊戯村の強者たちは村を出て、騎士団となり。

　旧時代の息吹、遺産を未来のために手渡して、新時代のために戦い──




「あ、でもグレンやミズハとの再戦もしてみたいよな。落ち着いたらやっぱり行こうぜ、ニッポン、トーキョー！　ニンジャとかサムライとかヤクザとかと戦やッてみたい！」

「はいはい。落ち着いてから……ね？」
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　情熱のままに燃え続け、戦う彼らにとって。

　最高の時間が、これまでも、これからも、ずっと続いていく。





　＊






　同日、同時刻、日本。獅し子し王おう学園、大講堂──。




　花が飾られ、壇が設けられた舞台の前。

　獅子王学園三年生、卒業を前にした生徒たちが整然と並び、座っている。

　しんとした厳粛な空気に静かな音楽が流れ、天然の陽ひ射ざしの中をＡＲ投影された桜吹雪、透き通った花びらが降り注いで、春の訪れと祝福の空気を演出していた。




『送辞　在校生代表　２年２組　生徒会長　佐さ々さ木き咲さきさん』

『……こほん。卒業生の皆さん、佐々木です。ご卒業、おめでとうございます』




　クオリアの合成音と共に、壇上に少女の姿が現れる。

　本人は筐きよう体たいから仮想空間に接続、アバターがリアルタイムで投影されている。

　その声は各生徒の椅子に設置されたスピーカーから流れ、バイノーラル録音に近い多面性を以もつて再生されて、まるで間近に語りかけられているかのような感覚を与えた。

『獅し子し王おう学園での三年間は、いかがでしたでしょうか？　──本年度はクオリアルールの改定、そして生徒会役員の総変更と、大きな節目となりました。社会全体が変革を迎え、これまでの常識、決まりごとが変わりつつあります』

「………！」




　ざわ、と動揺が走る。




「嘘うそだろ。佐さ々さ木きが……マジだぞ……!?」

「ふざけないで普通にスピーチしてる！　会長が！　何で!?」

『皆さんの中には、急な変更に戸惑う方もおられるのではないでしょうか？　これまでの教育は、教わってきたことは、積み重ねてきた物事は無駄になった……そうお怒りの方もいらっしゃるのではないでしょうか。ですが、それは無駄ではないと、私は思います』

　これまでのおふざけ路線が微み塵じんもない、真剣な面持ち。

　卒業生たちを送り出す生徒会長らしい厳粛な威厳と共に、佐々木は静かに語りかける。

『世界が変わりつつあります。人を踏みつけ、お金や権力で従わせ、まれに裸で机にする。そうした物事は、同じ趣味の人同士、同意を以てやらねば違法という時代になるのです』

「……そうでもなかった」

「やっぱ根っこは会長だわ……」

　そんな呟つぶやきにもめげず、送辞は続いていく。

『皆さんは社会の勝ち組、勝者たれと教育され、事実それを掴つかみ続けてきた人たちです。──常にそうあり続けることができたなら、きっと以前の社会の方が楽で楽しく儲もうかる、そうお考えではないでしょうか。ですが、人は脆もろいものです。いつ敗者の側に回るのか。負けた時、どう立ち回るのか。社会に出る前、敗北が許されているモラトリアムの間に、手痛いそれを体験させることにより、社会における強さ、しぶとさを学ぶ。それが獅子王学園、ＧＰゲームポイントランキング制度の意図でしたが──』




　静かに佐々木は一拍の間を置き、卒業生ひとりひとりの目を見て告げる。




『ですが、それはただの弱肉強食、遊戯ゲームだけで評価される学園を生みました。勝者はただ驕おごるままに卒業の時を迎え、敗者はただ負け犬として鎖にかけられる。慈悲も寛容も不屈も学べず、ただ運に恵まれた者や狡こう猾かつな策を弄した者、人を貶おとしめた者が勝つ制度となりました。──これは制度の批判ではなく、反省です。私たちはもっと早く声をあげるべきでした。一人の英雄に救済されるのを待つのではなく、このシステムは間違っているぞ、と。新しい時代を望み、自らの足で進むべきでした。戦争は終わり、遊戯ゲームの時代が来た今、人々は身も心も適切な距離を保ち、勝ち負けを繰り返していくことで生を紡ぎます』




『来るべき新時代。皆さんは最初にその大海原へ漕こぎ出だしていく開拓者です。栄光を掴つかむ人もいるでしょう。嵐に遭い、溺れる方もいるでしょう。挑戦なき世界に進歩はありません。ですが時には振り返ることも、休むことも必要です。そんな時、今の新しい時代は、弱くなった皆さんを狙って喰くらいつくのではなく──きっと優しく癒いやし、再び立ち上がるまで待ってくれる社会になるのだと思います』




『大きな変革の時代。ここ獅し子し王おう学園、遊戯ですべてが決まる学園で学んだことは、必ず皆さんの役に立つでしょう。甘い勝利も、敗北の苦さも、三年間の思い出をしっかり胸にしまって、冒険の時代に出ていく皆さんに、栄光と祝福があらんことを。そして傷つき病んだその時は、癒しと幸運が訪れることを──』




　エモい音楽が鳴り響く中。

　雰囲気で感動した生徒達がしだいに魅入られてゆき。




『皆さんの出発を、在校生を代表して、心よりお祝いいたします。

　──獅子王学園生徒会長、佐さ々さ木き咲さき。佐々木咲でした!!』




　最後の言葉、オチをつけるように朗らかに言い切って。

　生徒会長の送辞は終わり、卒業式はその後も恙つつがなく進んでいった。





　＊






「雰囲気で泣かせにかかるのは反則でしょ。セコいのよ、やりくちが」

「そう言わないでくださいよ、ミミた～ん。佐々木じゃこれくらいが限界ですってば」

　クオリア内、仮想空間上。

　多数の仮想モニターが宙に浮かぶ中、卒業式の進行を管理しつつ、ウサミミフードの少女が不満を漏らすと、送辞を終えた平凡生徒会長・佐々木咲がため息をつく。

「その他進行どうですか、優秀ディレクター、ミミたん！」

「クソウザい呼び方止やめたら教えてあげるわよ。……ま、問題ナシね」

　カロン、と口内で飴あめ玉だまが転がる音を立てながら、時とき任とうミミは複雑なスケジュールを確認、卒業式のイベントを進行させ、教師のスピーチや来賓のトークなどに演出をつける。

　佐さ々さ木きが留学から戻り、この卒業式に至るまでの間。かつて紅ぐ蓮れんに挑み、敗北して隷徒に落ちていたウサミミ守しゆ銭せん奴ど元生徒会会計・時任ミミの立場は大きく変わった。

「この際、聞いておきますけど。ミミたん、なんか変わりましたよね？」

「は？　現状を受け入れた、ってだけよ」

「いえいえ、変わりましたってば。前まで何と言いますか、面従腹背と言いますか。私のセクハラ行為に対していつか殺す、ブッ殺す的なお顔をなさってましたよね？」

「……わかってんなら止やめなさいよ！　まあ、止めない理由もわかるけどね」

　隷徒を多数抱え、金持ちやエリートを破滅させることを最高の喜びとしていた時任だが、今やすっかり遊戯ゲームの表舞台から手を引いている。今の活動は佐々木が運営する獅し子し王おう学園公式生徒会チャンネル、そして佐々木個人が運営している動画配信の専属スタッフで。

　かつてとは比べ物にならないほど低い収入。

　だが熱心に仕事を続け、動画サイトのチャンネル登録数は五百万人を突破。その原動力として佐々木のプロデュース全般に尽力し、その功績により全借金の返済を終えた。

「何、あたしが働くのがそんなに不思議？　イヤならクビにすりゃいいじゃないのよ」

「そんな気はないですよ？　ただドクズでありながらメチャカワロリというミミたんが、どういう心境の変化を経へてこうなったのかな、と。やはり佐々木の人徳ですかね？」

「違うわよ。……ま、隠すようなことでもないけど」

　時任ミミが変わった理由、それは。

「獅子王レジャーランド、最後の夜よ。覚えてるでしょ、アンタも」

「あの花火が上がってた日ですよね？　由ゆ留る木ぎさんが電波ソング歌ってましたっけ」

「くっだらないことばっかり覚えてるわね……。ま、その時、フラヴィアや理事長の腹黒トークに巻き込まれたのよ。んで、その時思い知ったわ」

　超一流の遊戯者プレイヤーとはどういうものなのか、と。

　磨き抜いた異能、駆け引きのテクニックで劣るとは思わない。だが、本物は精神が違う。国や世界、秩序や混こん沌とん。あらゆるルールを駒と考え、それがもたらす影響を理解しながら、罪悪感のかけらもなく動ける極悪人。システムの歯車、あるいは──。

「突き抜けてるわ。あたしは、そこまでなれない。なりたくないのよ。あたしは俗物で、凡人で、他人の不幸が大好き。クソみたいな金持ちを破滅させるのも大好きだし、バカを足蹴にして奴隷にするのは超興奮したわ。けど、そのルートを通った末路はそれでしょ？」

　いつしか怪物となり。

　グツグツと煮えた毒沼に肩まで浸つかりながら、出られぬようになってしまえば。

「そんなのは嫌、あたしは俗物でいいわ。遊戯なんてハイリスクハイリターンなマネするより、バカ女を商材にしてバカどもの金と××××搾った方が楽して儲もうかるでしょ？」

「ド直球ですね。そんなミミたん好きですよ、私。ぶっちゃけ捕まってた時から」

「……前から思ってたけど、アンタも変態よね。何でそうなるワケ？」

「素直だったからですよ。ミミたん性格クズですし、はっきり言ってド悪人ですけど……佐さ々さ木きは悪人にもなれませんでした。かといってすごい善人でもなく」

　佐々木はそう自認している。

　悪人でもなく善人にもなれず、遊戯者プレイヤーでもなく一生徒でもなく──。

「佐々木は、紅ぐ蓮れん様に、可か憐れんさんに、ミミたんに、あらゆる遊戯者さんたちに憧れます。私にはできないことをしてくれるから。命やお金や誇りを賭けて勝負を挑む、勝利と栄光、敗北と挫折、どちらかを選ぶことができる強さを、見ていたいって思うんですよ」

　それは空に憧れたイカロスの如ごとく。

　目指して飛んで翼が熔とけて、一度墜おちたからこそ解わかったこと──。

「だから私、やっぱりミミたん好きですよ。俗物で外道でクズだけど、素直に生きていた。あの頃のミミたんは悪の華で、私にはなれない俗物から咲いたカリスマでした」

「……冗談、じゃないわね。嘘うその音は聞こえないから。じゃあ、アンタ、マジで……」

「憧れてましたよ？　けどまあ、折れたとこまでそっくりだなーって。私はミミたんに、ミミたんは紅蓮さまにボッキリ心をヘシ折られて、今ここにいるわけですけど」

　俗物でも、普通でも、精一杯走ったから。

　転んで倒れて折れたとしても──それでいいと思えたので。

「それじゃ改めて友達になりましょうか、ミミたん。お互いヘシ折れメイツなので！」

「……ウザッ。後ろ向きにもほどがあるわよ。つーか、くっつくなあっ!!」

　アバターとはいえ抱きつかれ、嫌そうに佐々木を引ひき剥はがすミミ。

　その時、不意に拍手が響いた。




「いいじゃないか。……諦めきれずにズルズルしがみつくより、ずっといい」

「え？　……ちょっ、ま!?　紅蓮様じゃないですかー!?」

「私もいますよ？　お久しぶりです、佐々木さん。多少遅れましたが、戻りました」

「……!!　砕さい城じよう、可憐。アンタまで。帰ってきたのね、本当に……！」




　戦慄するミミをぬいぐるみのように抱きしめる佐々木。

　二人の視線が重なる先に立つ人影は──特徴的な癖のある髪に、長い入院生活で痩せ、精せい悍かんさが増したように感じる少年、砕城紅蓮とその妹、可憐だった。

　ここはクオリアの仮想空間上。アバターを偽装することで別人になり切ることもできる。だが今佐々木とミミの前に現れたのは、そうした偽物ではないと一目で解る。
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「あの、気のせいかもしれませんけど……紅ぐ蓮れんさま、なんか強くなっちゃってません？」

「頭で騒ぐ厄介なのを消せたし、認識にノイズをかける《共感覚シナスタジア》が消えたからな」

　武器としては強い、価値はある、使える、だが。

　極まった遊戯者プレイヤー──紅蓮にとって脳内ＡＩも共感覚も、選べる武器のひとつに過ぎず。

「逆に手が狭まるから、正直無い方が楽だ。憑つき物ものを落とせたし、ついでに体を治せた。体調は万全、動かす頭もひとつだ。そりゃ強いさ」

　ただし、と紅蓮は言葉を切った。

「意味はないけどな。強い弱いなんてのは、戦わなきゃいけない人間の物差しでしかない。誰かと比べる必要なんかないし、順番を決める必要もない」

　血を吐きながら延々と続けるマラソンから、降りる。

　それは勇気が必要な決断だ。止やめた瞬間、それまで注つぎ込こんだすべてが無駄になる。

「だからほとんどの人間は、捨てる覚悟ができずに持ち続けるんだ。──お前らは凄すごいよ。捨てる覚悟を持って、それを自分できちんと選んだんだ」

「……褒めてるのかしらね、それ。負け犬とか落らく伍ご者しやとか思わないの？」

「思いませんよ。恥ずかしながら、私もそうあろうとしている最中なのですから」

　リスペクトを示す紅蓮に、ミミが疑いの目を向ける。すると紅蓮の隣、しっかと腕に手を回してくっついていた可か憐れんが、穏やかな笑みと共に加わった。

「私は、お兄様に日常を教えられる──再会した当初はそう思っていました」

　やはり長い闘病生活が応えたのだろう、少し痩せている。

　だが可か憐れんの表情はこれまでになく穏やかで、どこか落ち着いた気配を漂わせていた。

「でも、それは間違いでした。遊戯ゲームで誰かから奪い、そうすることが幸せなのだと……。そう思い込んでいた時点で、遊戯脳だったのでしょうね」

「人に強制する気は、無いんだけどな」

　少し背が伸びた妹、大人びた横顔を見下ろしながら、紅ぐ蓮れんは照れくさそうに言う。

「だが、わかってもらえたと思うと……一年かけても本当の気持ちを伝えられたと思うと、嬉うれしいものさ。遊戯の流れが読めようが、相手を意のままに操ろうが、血の繋つながった家族すら思うままにできない。その程度のものでしかないんだよ、《最強》なんて」

「……核ボタンを握りながら《暴力って虚むなしいからね！》とか言ってるように感じるわ」

「かもな。だがその核ボタン、あいにく産まれつき握らされてたものなんだ。せめて自分で望んで手に入れたか、渡せるようなものなら良かったんだが」

　呆あきれ顔がおの時とき任とうミミにそう答えた時、呆あつ気けに取られていた佐さ々さ木きがふと思いつく。

「でも紅蓮様、どうしたんです？　ここ、卒業式の裏方ルームなんで、来ても面白いこととかあんまりないと思いますけど……再会記念のお茶とかなら、生徒会室で待っててくれれば、他のメンツにも召集かけておきますが」

「何で微妙にヤンキー入ってるのか知らんが……学園生活を再開するにあたって、最後にケリをつけておかなきゃならない奴やつがいるんでな」

　詫わびとして差し出した供物さえ、その飢えを鎮めるには至らなかった。

　世界レベルの強敵を食い散らかそうと、満たされることなく。渇望は否いや応おうなしに高まり、砕さい城じよう紅蓮に指定されたラストチャンス、最後の一瞬を求めて、その男は接続する。




「あ……!?」




　佐々木の前で雪が降る。

　それは細かなポリゴンの断片、誰かがクオリア内に接続した時起きる演出エフェクト。それは瞬く間に渦を巻き、微細なブロックが組みあがるようにあるアバターを形作る。

「……卒業式なら、普通に出てくれません？　ねえ、前会長」

「時任か。久しいな──決まりを破ったのはこちらの側だ。表で認めろとは言わんよ」

　その男。白磁の肌に薔ば薇らの眼帯、より成長し、一段と精せい悍かんさを増した顔つきは、どこか現実離れした、しかし圧倒的なリアリティを誇り『いる』感覚を場に叩たたき込む。

　つまらないコスプレやうわべだけの真ま似ね事ごとなら、圧倒的に周囲から浮き上がる。風景に解像度が違う人物をポンと張り付けたように、そこだけ異様な違和感を醸すものだ。

　だが、その男は違う。周囲の色を、解像度を、世界観を自分の側に引き寄せる。

　圧倒的な存在感、濃密なカリスマ。周囲に溶け込み、姿を隠して忍び寄るのが紅ぐ蓮れんなら、この男は伝説の巨人、あるいは天に昇る龍りゆうの如ごとく、誇るようにそそり立っていた。




「──ようやく遭えたな、紅蓮。待ち焦がれたぞ？」

「ああ、透とう夜や。前の時はお前からいなくなったからな──これで貸し借り、無しだ」




　一度目は生徒会選せん賭きよ。最後の最後、頂点を迎えたその時、白しろ王おう子じ家の乱入により拉致。

　二度目は獣王遊戯祭ベステイア。異なる目的から勝利を譲られ、燃え尽きることなく終わった悪夢。




「数多あまたの強敵と競い、争った。だが貴様ほどの壁は存在しなかった。わかるか？　何気なく味見させられた果実のカケラが、至高のものだったと後に知った。肝心の果実は落ちて腐り、名誉と栄光の絶頂に立とうが、世界をすべて焼き尽くそうが、いかなる武力を、権力を握ろうが手に入らぬと感じた時の苦痛を、絶望を……!!」

「お……重っ……!!」




　静かな語り口にマグマが煮える。濁流のように重く、熱すぎて。

　言葉にこめられたあまりの感情の重さに、佐さ々さ木きと時とき任とうはそっと数歩後退して。

「こちらです、佐々木さん。……あなたもまあ、こちらへ」

「微妙に含みがないかしら!?　ま、アンタなんかと仲良くしたくないからいいけど」

「はいはい、トガらないでください、ミミたん。それでえっと、可か憐れんさん……」

　兄の隣からそっと離れ、同じく退ひいていた可憐に招かれるように少し離れた場所に立つ。卒業式を演出する裏方空間、壁も天井も最低限のテクスチャしかない、古いにしえのコンピュータＲＰＧにおける地下迷宮のようなワイヤフレームで構築された世界に。

「これって、どうい……うっ!?」

「来たようですね。待っていましたよ、その……」

　可憐は頬ほおを赤らめ、少し迷うように口ごもってから。

「──水みず葉は、お姉ちゃん」

「くふふふふふふ……♪　いい。いいね。その呼び名。好き」

　新たに接続して来た人物が、アバターが創造されるや興奮に笑う。

　青白い髪、豊かな肢体、動物的な獰どう猛もうさと儚はかなさを備えた不思議な美少女。肉食獣の妖精、そんな矛盾した存在があるとするなら、きっとこんな生き物だろう。

「水葉さん!?　もう大丈夫なんですか。心配してましたよ、佐々木です!?」

「……うん。入院生活……ちゅっちゅ……してた。さいこう、しあわせ。ふふふふふ」

「くっ……!!　言っておきますがお姉ちゃん、この屈辱的な呼び方は今日だけですよ!?　貴女あなたの献身に免じたご褒美として容認しているだけで、決して!!　お兄様の伴侶などと認めたわけではなく、その点勘違いしないでくださいね!?」

「……つんでれ？　ふふふ、外堀、埋まってきた」

「埋まっていません！　断じて認めませんからね！　……まったく、もう」

　言葉は荒くとも、最後の言葉に諦めと確かな親愛の情を込めて。

　現れた水みず葉はを可か憐れんは受け入れ、二人並んで観客たる佐さ々さ木きや時とき任とうをかばうように立つ。

　その視線が行きつく先は──ただひとり、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、その頼もしい背中。

「あの。それで、これはどういうことなんでしょうか……？」

「お兄様の退院と、獅し子し王おう学園の卒業式がかぶりましたので」

「ついでに……全部決着をつけて、キモチよく【日常】に戻りたいから、って」

「妙にエロい言い方が気になりますけど、わかりました。それで前会長と決着を？」

「め、迷惑すぎ……！　アンタたち、よそでやんなさい、よそでー!?　卒業式の進行管理、ここでやってんのよ!?　邪魔すんじゃないわよ、こらーっ!!」

　息を呑のむ佐々木、時任が抗議の声を上げるが。

「その点はすみません。作業の方はこちらで片付けておきますので。いいですね？」

「うん。……らくしょー？　このていど、そんなにたいへんなら、かわってあげる」




　どこまでも、いつまでも。




「私たちは、紅蓮さまを見てるから」

「ええ。──お兄様の伝説、その終しゆう焉えんを。見届けましょう」




　相棒のように、姉妹のように。

　二人は視線を交わし、卒業式の進行作業を引き継ごうとして。




「ムカッ……!!　ンなこと言ってんじゃないわよ、勝手に手ぇ出さないで！　あたしだってもう隷徒じゃないんだから、勝手なことはしてほしくないわ！」

　差し伸べられた手を払い、時任ミミは不ふ貞て腐くされたように仮想空間に座り込む。

　無数のウィンドウを展開、現実で無事進んでいく卒業式、その演出をリアルタイムで実行しつつ、淀よどみなく作業を捌さばきながら。

「後の進行はこっちでやるわ。適当に見てなさい、会長」

「え？　いいんですかミミたん、お任せしちゃって」

「いいわよ。遊戯ゲームには観客が必要でしょ？　バケモノ同士の戦いなんてまともに見てたら気分悪くなるだけだから、あたしはこっちをやってあげる。……だから」
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　ジロリと佐さ々さ木きを、次いで可か憐れんを、水みず葉はを流れるように睨にらみつけて。

「キッチリ見届けなさいよね。これが最後……なんでしょ？」

「……つんでれ。へんたい。うさみみだけど、なんかいい人になろうとしてる？」

「初期の頃とは別人ですね。苦労を重ねて丸くなったということでしょうか」

「トゲトゲのミミたんもいいですけど、これもなかなか味わい深くありません？　佐々木としてはいっそダブルでＶの者とかやるのもいいかなーって思うんですけど」

「っさいわね!!　集中しなさいよ、集中!!」

　時とき任とうミミが後事を引き受け、三人の少女たちは観客として座に着いた。

　因縁の二人、紅ぐ蓮れんと透とう夜や。二人はまずは前ぜん哨しよう戦せんとばかりに睨み合い、間近で語り合う。




「──やっと来てくれたな、我が果実。相変わらず甘く熟うれた、強者の香りがするな？」

「貸し借り無しとはいえ、散々焦じらしちまったからな。気のないふりをし続けるのも酷だ。遊戯ゲームを捨てる前に、くだらない争いから《卒業》する節目として」




　──本気ってやつを、出してみようと思った。




「お前なら簡単には壊れないだろう？　自分で望んだ戦いだ。

　文句は言うなよ、第四次大戦の覇者。新時代の英雄」

「ああ、言わんとも。旧遊戯ゲーム時代の怪物、五年間の不敗よ。

　絶対勝利のチケットを破くために、俺がどれほど練り上げたと思う？」




　かつては独りきりだった。

　頂点に君臨してなお本家の奴隷。妹の身柄を質にされ、五年間の不敗をもたらし、絶対勝利のチケットと呼ばれ、栄えい耀よう栄えい華がをもたらした望まぬ覇者は、鎖を切って怪物となり。

　怪物に逃げられた狩人かりうどは、満たされぬ思いをぶつけるように戦場に飛び出し、世界大戦の覇者、新時代の英雄となった。栄光と勝利の絶頂に、二人の男が立っている。




　──勝利者は二人もいらない。




「何を賭ける、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん？」

「何も」




　紅蓮と透とう夜や、二人の間に奪い、奪われるような価値あるものなどなく。

　存在するとしたら、それは──。




「賭け代は矜持プライドのみ。それ以外は無粋だろ？」

「──面白い。『敗北』の価値が青天井な二人。互いに等価交換できるのは矜持プライドのみか」

「カッコつけた言い回ししかできないのかね、あんたは。どうやら遊戯の本質ってもんを、あんたはまだわかってないらしい」

「貴様には理解できていると？」

「ああ。遊戯ってのはさ。戯れて、遊ぶ、って書くんだ。──ただそれだけで楽しいもんなんだよ」

「言葉の定義などどうでもいい。貴様と戦えるなら、何でも構わない」

「嫌な話だが、俺とあんたは似てる。……さみしがりの英雄と怪物だ。俺には可か憐れんがいる。だがあんたには、誰もいない」




　──遊戯ゲームは。




「ひとりでは、できないんだ。だから寂しく、虚むなしい」

「故に情けをかけたと？　この俺を哀れみ、慈悲で勝負を受けたとでも言うのか」

「いや？」

　そんな高慢ちきな考えなどありはしない。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが白しろ王おう子じ透とう夜やの挑戦を受け、そして今ここに来た理由とは。

「あるだろう？　河原で殴り合って、お互いボコボコになって、友達になるような話がさ。暴力という言葉でしか分かり合えない関係が旧時代に存在したように」

　遊戯ゲームでしか理解できない間柄、関係性が存在するのなら。

「それを確かめてみたかったんだ。その結果、どうなるのか──」

「戦いの果てに生まれるものを見定めるために、か。クク……！」

　思わず透夜は喉で笑い。

「実にくだらない理由だ。俺も興味が湧いた……この戦いの果て、俺と貴様はどうなるか。殺し合うのか、奪い合うのか、はたまた別の何かが生まれ、目覚めるのか？」

「やってみなけりゃ、わからない。見に行こう、果ての地平をな」




　──かくて英雄と怪物は最果てに挑む。




　偽りの仮想空間、今度こそ整えられた二人きりの戦場、牙剥むく男と男。

　五年間の不敗と第四次大戦の覇者は、まだ見ぬ未来を定めるように──激突する。





●砕城紅蓮、最後の遊戯




『遊戯の申請を受け付けました。【持続じゃんけん】の準備を開始します』




　紅蓮と透夜、二人にとってはもはや聞き慣れた決闘を報しらせる声。直後、機械音声が召喚呪文を唱えたのかと錯覚するようなタイミングで仮想空間内が大きく震動する。常人ならば恐れ、悲鳴を上げて当然の激しい揺れにも微動だにせず相対する二人──変化は、その足元から表れた。

　ガコン、と床が一度跳ねる。紅蓮と透夜、それぞれの足元に半径１メートルほどの正円が刻まれて、天を衝つく神の塔の如ごとく神々しい二本の円柱がせり上がっていく。

「決戦のフィールド、か。クク、なかなかに粋な趣向だ」

「ゲームのラスボス戦じゃあるまいし、演出が大げさすぎるだろ。獅し子し王おう学園のクオリアはあんたの趣味を学習しすぎてるんじゃないか？」

　地上およそ10メートル。二本の柱の距離は５メートル。古代ギリシャの建築様式になぞらえたエンタシスは、神の国へと続く巨大な門のようにさえ見えた。

　もちろん舞台の意匠は、それだけであるはずがなく。

　柱と柱、彼我の隙間、空虚な空間に一瞬霞かすみがかかり、仮想空間特有のデジタルノイズを経へて出現したのはヴェールをかぶった女神の巨象だ。彼女が両手で大事に支えているのは、こちらも運動会で使われる玉転がし用の玉ほどもある大きな水晶玉。

　石で固められていたはずの女神の髪が突然硬さを失い大きくうねり、二本の太い束となり、更にはその姿を二匹の巨大な蛇の怪物へと変えて、紅ぐ蓮れんと透とう夜やに迫る。ぐぱ、と、彼らの前で一匹ずつ、大きな口を開けた。４本の鋭利な牙が放つ凶悪な煌きらめきは、殺傷能力を備えた本物の刃物であることを示唆している。

「いかにも手を入れてくれと言わんばかりの造形だな」

「嘘うそつきを試すアレか？　これまでの人生でついてきた嘘の数を思えば、何度噛かまれても文句を言えなそうだが」

「貴様はそうだろうな、砕さい城じよう紅蓮。だがこの俺は正直者でな。存外、甘く舐ねぶられるだけで済むやもしれん」

「はっ、よく言うよ。嘘をつかずに生きられると気づいたのは、最近だろ。……ガキの頃は自分を偽りただの天才のフリをして良い子にしてたって、ある筋から聞いてる」

「おしゃべりな弟だ。……まあいい」

　問いただすまでもなく情報提供者を断言してみせると、透夜は不遜にも女神像へとあごをしゃくった。

「遊戯ゲームの説明をしろ、クオリア──いや、遊戯の世界の神よ」




『承知いたしました。それではこれより、ルールの説明をいたします』




※※※※※【持続じゃんけん　詳細ルール】※※※※※




【勝利条件】

　１セット60秒のゲームを５セット行い、合計獲得ポイントの多い方を勝者とする。




【ルール説明】

　このゲームは１セット60秒間のうち、じゃんけんの勝敗において何秒間勝利した状態を維持していたかによってポイントを獲得し、その総数を競うゲームです。

　ゲームは以下の流れで行います。





（１）プレイヤーそれぞれが目の前にいる《裁きの蛇》の口の中に手を入れる。




（２）《真実の女神》がカウントを開始したら、《裁きの蛇》の口の中に入れた手を

　　　『グー』『チョキ』『パー』のいずれかの形に変える。

　　　プレイヤーは互いに相手の手の形を見ることができない。

　　　無関係な手の形を作った場合、じゃんけんの勝敗においては反則負けとして扱う。




（３）じゃんけんの勝敗は《真実の女神》が持つ水晶玉の色によってのみ判断できる。







　　　・どちらかの手が勝っている状態　……　赤

　　　・あいこの状態　　　　　　　　　……　青







　　　ただし、どちらが勝利しているのかは示されない。




（４）プレイヤーはそれぞれ自分の手を任意のタイミングで変更できる。

　　　１セット中、変更できる回数は４回以上変えても３回目の手として判定される。

　　　ただし『グー』から『グー』、『パー』から『パー』等、

　　　同じ手に変えることはできない。

　　　必ず一度は他の手の形を経由しなければならず、たとえ１秒未満の一時的な変更でも１回の変更としてカウントされる。




　　　　　※手の変更によって持続時間が１秒未満の勝敗判定が発生した場合、

　　　　　　小数点以下は切り上げとして計算する。

　　　　　例）５秒時点でＡが『グー』に変え、５・１秒時点でＢが『チョキ』から

　　　　　　『パー』に変えた場合、Ａは１秒間勝利していたと判定される。







（５）勝利していた秒数１秒につき１ポイントを獲得。

　　　１セットごとにクールタイムを挟みつつ５セットを行い、５セット目終了時点でポイントの獲得総数が多い方が勝者となる。






「ルール自体はシンプルだな」

　ＡＩの説明を聞き終えた紅ぐ蓮れんは率直な感想を口にする。

　通常のじゃんけんと比べて追加ルールが多いとはいえ、三択の中から相手に勝てる手を読み切って出していく遊戯ゲームであるという点はそのままだ。

　大きな違いといえば、通常のじゃんけんと異なり必勝法が存在しないところであろうか。

　世界各地で近似の遊戯が存在する遊戯の王様とでも呼べるじゃんけんには、実は必勝法がある。

　じゃんけん、ぽん、と発声し、手を繰り出すまでの間で相手の手の動きに着目すれば、合法的な後出しが可能なのだ。

　逆に同じ技術を使われぬよう、手を出すときには手の形や手首を柔らかく保ち、見抜かれにくくするといった対抗策もある。

　もちろん誰でもできる業ではなく、実現するには相応の動体視力と手指の柔軟性が必要だが。

　あらゆる遊戯ゲームにおいて頂点に君臨する紅ぐ蓮れんに、不可能なはずがなかった。




「ま、せっかくの引退試合だ。必勝法なんかなくてもいいか」

「元より必勝法など勝負において無粋の極み。互いに高度な読み合いを愉たのしめそうではないか、紅蓮よ」

「……ああ。せいぜい楽しもうか、この遊戯ぐらいは、な」

　深く息を吐くと紅蓮は透とう夜やから顔を背け、大口を開けた《裁きの蛇》へと手を差し出す。

　透夜も同じだ。

　紅蓮は右手を、透夜は左手を。

　二人の遊戯者プレイヤーは互いに互いの顔を睨にらみ合える体の向きを維持したまま、己おのが勝負の拳を鋭い牙に触れないようギリギリの隙間にねじ込んだ。




『準備完了。それでは【持続じゃんけん】──第１セット目を開始いたします。

　カウント……開始スタート!!』





　＊






　遊戯開始が告げられた直後、《真実の女神》が持つ水晶が煌こう々こうと輝き出した。

　色は──赤。どちらかがじゃんけんにおいて勝利している状態を示す色だ。

（いまこの瞬間、俺か透夜のいずれかが勝ち点を稼いでいる、か。３回までは自由に手を変えられるとはいえ──）

「自ら動けば、文字通り手の内が暴かれる。現実的には難しかろうな」

「……ったく、これだから遊戯者は。人の脳内に土足で踏み込むなよ」

　思考が読めているかのようなタイミングで声をかけられ、紅蓮は不快を露あらわにした。

　とはいえ、紅蓮の不快はあくまでも茶ちや化かした反応。そこに本気の怒りや不満のたぐいはない。一定以上の実力がある遊戯者であればその思考に至るのは当然の帰結であると紅蓮は理解しているし、透夜が同じ思考に至らないはずがないというある種の信頼もあった。

　実際、この遊戯において自ら率先して手を変えるリスクは非常に高い。

　水晶が赤、すなわちどちらかが勝利している状態でプレイヤーが考えるべきは、二つ。

　いま自分が出している手に勝てる手に変えるか、負ける手に変えるか。

　もとよりその二択＋現状維持のいずれかしか選べないが、事はそう単純ではない。

　それはつまり、現在自分が勝っているのか、負けているのか、どちらなのかが確定してしまうということだ。

　双そう方ほう、手を変えられる回数が限られている以上、先制不利が大原則。

　本来のじゃんけんやフレーム単位での攻防を求められる格闘ゲーム等、読み合いで勝負が決まるたぐいの遊戯ゲームは、先に動いたほうが負けである。

　紅ぐ蓮れんは『グー』の形で握りしめた手の内側にじっとりと汗が滲にじむのを感じながら、時が来るのを待つ。

　20秒経過──。水晶は色を変えず、ただ赤く輝き続けるのみ。

（動かず、か。透とう夜やなら何か仕掛けてくるかと思ったが、『見けん』に回るとはな）

　透夜の不敵な笑みを浮かべた口元を眺めて紅蓮は思考を深める。

　ＡＩによる異能が発現していた頃ならば、考えるまでもなく、透夜の思考の流れは明確な色となって、糸の波打つようなビジョンとして視みえていた。

　しかしいまの紅蓮の目に映るのは敵の顔のみ。

　そうしているとこれまでの自分がいかに敵の顔を見ているようで見ていなかったのか、紅蓮は思い知らされる。

　視ていたのは《共感覚シナスタジア》による色、ただそれだけ。

　長らくそれだけと向き合い続けていたからこそ、彼にとっての遊戯は作業であり、戦争の代替物であり、ただ日常を邪魔するだけのものでしかなかったが──。

（遊戯もまたコミュニケーションの一環だった、ってことか）

　可か憐れんや水みず葉は、そして透夜がなぜこうまで自分との遊戯にこだわったのか、ようやく理解できた。

　渇望を満たそうと、水を求めていただけ。その渇望は、日常を求めた紅蓮と同じ種類の渇望だ。

（だったらここはひとつ、コミュニケーションってやつを取ってみるのも面白いかもな）

　30秒経過──。そこで、紅蓮は動いた。

「良いことを教えてやるよ、透夜」

「……ほう？」

「この30秒の間に、俺は一度だけ手を変えた」

「勝敗を示す水晶玉に変化はないが」

「当然だ。俺が勝っている状態と、負けている状態。どちらも同じ赤色だからな」

　40秒経過──。水晶の輝きは、未いまだ赤。

　だがそれは、これまで一度も手が変えられていない証明にはなり得ない。

「途中で俺は手を入れ替えた。そして以降、変えた手のまま維持している。どういう意味か、お前ならわかるよな？」

「今現在の貴様の手は、俺の手に勝っている。……か」

「ああ。そして刻一刻と俺の獲得ポイントは積み重なり続けている」

「安い挑発だ」

「本当にそう思うか？　直感に頼り60秒を失うよりも、勝ちに繋つながる数秒を生いけ贄にえに捧ささげるのがあんたの遊戯ゲームだろ」

「クク。ふはははは！」

　挑発的な紅ぐ蓮れんの言葉に、透とう夜やは肩を震わせ哄こう笑しようした。

「確かに貴様の甘言にあえて乗り、リスクを負った上で完膚なきまでに叩たたきのめし格付けを済ませる。……それこそが数多あまたの有象無象どもを地に沈めてきた俺の遊戯であり、俺の美学でもある。しかし、今は無理だ。何な故ぜなら──」




『60秒が経過しました。第１セットを終了します』




《真実の女神》から流れるＡＩ音声が透夜の声を遮った。

　結局、最後の最後まで水晶玉は赤く輝いたままその色を変えることはなく、そして女神は、60秒間隠されていた真実を暴き出す。




『第１セット結果発表──。

　砕さい城じよう紅蓮、獲得ポイント０、白しろ王おう子じ透夜、獲得ポイント60

　と、なりました』




「……！」

　女神が告げた真実を前に紅蓮の双そう眸ぼうが大きく見開かれる。

　一方の透夜はといえば。

「何故なら──わかりきった勝利、ジタバタ足あ掻がくまでもない」

　この結果を予見していたとでも言いたげな涼しい表情で嘲あざ笑わらった。





　＊






「ど、どどどどどどどういうことですか!?　最初からまったく勝敗が変わりませんでしたけど、なんで二人とも手を変えないままボーっとしてるんですか!?　意味不明、理解不能な佐さ々さ木きですっ」

　天上の戦いより遥はるか下界。10メートル下から強者の遊戯を見上げるだけの佐々木は、凡人にふさわしく凡庸に驚きよう愕がくし、隣にいる可か憐れんの服を引っ張った。

　可憐と水みず葉は、最強には及ばずとも遊戯者プレイヤーの端くれたる二人は、佐さ々さ木きと異なり落ち着いた様子で。

「いいえ佐々木さん。これは必然ですよ」

「どうしてですか？　じゃんけんといえば三択の運ゲーですよね。佐々木でもワンチャンある数少ない遊戯ゲームですし、最初に出した手が勝ってるかどうかなんて誰にもわからないと思うんですけど。……手を変えないで、もし最初の手が負けてたら確定で60秒ぶんもポイント取られちゃうわけで」

「最初に動くことのリスクが大きいんですよ。相手に手を変えたことがバレたら、現在の手が確定してしまう可能性もあるわけですから」

「なるほど……？　わかるような、わからないような、佐々木のような？」

「この期に及んで新鮮な語尾の足し方はいりません。とにかく迂う闊かつに動けない遊戯なんですよ、これは。それに加え──」

　台詞せりふを途中で区切ると、可憐は遥はるか頭上を見上げた。

　透とう夜やの愉悦を滲にじませた横顔が目に入る。

　望んでいた最強不敗との本気の読み合いでしのぎを削り、一歩前に抜き出ることができた事実に満足している顔だ。

　以前の遊戯における優位は紅ぐ蓮れんが甘さを残しているからこそであって、透夜の愉悦に足る勝負ではなかった。

　人生初の、対等な勝負の実感が彼を満たしているのだ。

「──白しろ王おう子じ透夜の不動には、何らかの根拠があったように思えます」

「根拠……ですか？」

「ええ。運うん否ぷ天てん賦ぷに身を委ね、０か１００かのギャンブルで破滅と成功の間で綱渡りをする、というのもあの男らしいといえばらしいですが。さんざんお預けされてようやく実現したお兄様との遊戯、ただの運ゲーで終わらせるとは思えません」

「ウムム……ブッ飛びすぎてて一般人の佐々木には意味わかりませんよ」

　頭を抱える佐々木。

　一方で、それまで黙して聞いていた水葉は。

「たぶん、可憐ちゃんが正解。白王子透夜──元会長は、紅蓮さまの手を見切ってた。……じゃないと、あんな気持ち良さそうな顔、できない」

「同類の直感というやつですか。まったく、お兄様へ色目を使う人間同士の共通意識とかプロファイリングの根拠として最低にも程があります！」

「あっ、元会長が何か言いますよ！」

　不届き者に釘くぎを刺すという妹としての責務を可憐が果たしていると、肝心の遊戯者たちの間で動きがあった。

　観戦者たちの視線が、ふたたび主役のほうへと向く──。





　＊






「砕さい城じよう紅ぐ蓮れんよ。俺は誰よりも貴様という人間を見てきた。故に貴様という遊戯者プレイヤーを誰よりもよく知っている」

　１セット目が終了し、２セット目が始まる前の僅かな時。

　蛇の口から抜いた手を紳士的な所作で拭い、透とう夜やは言った。持ち物さえ再現される仮想空間、見せびらかすでもなくごく自然に最高級品のハンカチを雑に扱いながら、目の前の好敵手へと愉たのしげに語る。

「この第１セット、貴様は必ず『グー』で来ると思っていた。貴様は、そういう人間だ」

「結果が出た後なら何とでも言える。詐欺師の話術だ」

　紅蓮はまともに取り合わない。

　敵の狙いは、あからさまだ。

　偶然を必然と見せかけるのは、長期間の遊戯ゲームを有利に運ぶための心理誘導の手管である。

　──相手は何か自分の知らない必勝法を知っているのではないか？

　──何らかの方法でこちらの戦略が見破られているのではないか？

　──あるいはイカサマをされている？

　──第１セット目を取られたことには、運以外にも何か理由がある？

　そんなふうに相手の心の中に疑心暗鬼を生み出すことで、冷静な時なら絶対に選ばないような不合理な選択をさせたり、読みを空回りさせたりする。

《黒の採決ブラツクバウト》でも異能に頼らないタイプの強者には、この手の話術を用いる者も多くいた。

「じゃんけんは三択を選ぶ行為。人間である以上、手の決定には必ず性格が反映される。他人を信用せず、防御重視。時には『眼め』を用いて相手の思考を読み、意趣返しのような戦略で敵の牙城を砕く。そんな遊戯をしてきた貴様の初手は──『グー』。固く手を閉ざした、最も己の意図を表に出さずに済む手。俺の動きを待ち、対応するように手を変えるつもりでいたんだろう？」

「遊戯者にしとくにはもったいないな。占い師にでもなれよ」

「残念ながら間に合っている。我が騎士団にはすでに優秀な占い師がいるのでな」

　苦笑まじりの紅蓮の皮肉も透夜は飄ひよう々ひようと受け流す。

　皮肉をぶつけながらも紅蓮は、体の中心が熱くなる感覚と、服の内側で汗が浮かぶのを感じていた。

　透夜の指摘は完璧だった。紅蓮が何を考えて『グー』を出したのかを明確に言い当てている。

　皮を剥はぎ、肉を削そぎ、中核まで切り込まれるようでぞくりと背筋が震える。

「さすがの読みだ。が、いいのか？　手の内を明かして」

「構うものか。こんな心理分析、どうせ第１セット目にしか使えん。そうだろう？」

「まあな。……ったく、そういうところもやりにくいったらないな」

　様子見は第１セット目まで。次のセットで同じ戦略を使う気はさらさらなかった。

　そこまで全部を見切った上での種明かし、紅ぐ蓮れんからすれば透とう夜やの掌てのひらの上で弄ばれているようで。

（何も賭けてないっていうのに、これまでのどんな《黒の採決ブラツクバウト》よりも……ざわつく）

　くすり、と。

　紅蓮が、まるで意図せずあふれてしまったかのような微かすかな笑みを浮かべたことに、彼以外の誰も気づいていなかった。




『クールタイム終了。それでは【持続じゃんけん】──第２セット目を開始いたします。

　カウント……開始スタート!!』




　そして双そう方ほう《裁きの蛇》に片手を差し出し、戦いは続行する。

　女神の水晶の輝きは──青。

　どちらも同じ手を出している、すなわち『あいこ』を意味する色である。

　五分五分、対等な状況。剣豪の果たし合いならば、鍔つば迫ぜり合あい。互いに斬り返す隙を窺うかがう、刹那の見切りを要求される膠こう着ちやく状態。

　では、ない。

　60秒ぶんもの大きなビハインドがある紅蓮にとって、『あいこ』こそ猛毒。最も恐れるべき状況だ。

　水晶が赤の状態では、どちらにポイントが加算されているかを知るのは《真実の女神》のみ。結果発表のそのときまで点数の変動は確定せず、心理戦やハッタリを仕掛ける隙が生じる。

　だが『あいこ』では、確定でプラスマイナス０ポイント。ハッタリの余地がなくなる上に、手を変えたいのは紅蓮だけという最悪のシチュエーションなのだ。

　先の１セット目で彼らが思考した通り、先制は不利。敵の動きを見てから悠々と自分の手を決めるほうが圧倒的に強いのがこの遊戯ゲーム。

　現在リードしている透夜は無理に手を変える必要はなく、一方的に紅蓮に不利を押しつけられる状況である。

　この状態から発生する読み合いは二つ。順当に相手に勝てる手に変えるか、裏をかいてあえて負ける手に変えるか。

（俺の今の手は『パー』。『チョキ』に変えればポイントを稼げるが、水晶が赤に変わった瞬間に奴やつも対応してくるはず。いたちごっこになれば、先に変更可能回数を使い切るのは先手側。２セット目の敗けが確定しかねない……が）

　そこまで思考して、紅ぐ蓮れんは手を変えた。

　手の形は──『チョキ』。

　相手の出方は読み切れないが、たとえ１秒ぶんでもポイントを奪っておくに越したことはない。そう判断しての選択だった。

　しかし。

「……ッ!?　これは……！」

　不可解な現象に、さしもの紅蓮も驚きよう愕がくせざるを得なかった。

　無理もないだろう。水晶の色が青のまま、一度たりともその色を変化させなかったのだから。

（『あいこ』のまま変わっていない……？　こちらは手を変えたのに？）




『手の変更によって持続時間が１秒未満の勝敗判定が発生した場合、小数点以下は切り上げとして計算する』




　このルールが存在する限り、手を変えたら即座に水晶の色は変わるはずなのだ。

　ただひとつの、例外を除いて。

（まさか……そんなことが可能なのか？）

　一瞬で脳裏に過よぎった仮説があまりにも非現実的で、紅蓮は透とう夜やへ猜さい疑ぎの目を向ける。

　左目を薔ば薇らの眼帯で塞いだ、隻眼の白き獅し子し。開かれたもう片方の眼光が鋭く紅蓮を捉えている。

　あたかも、世界最強の喉元に牙を立てたぞと言わんばかりの、獰どう猛もうな気配。

　──喉が渇く。

　──笑みが浮かぶ。

　肌をナイフで撫なでられたような刺激が脳をひりつかせる。

　遊戯ゲームが、楽しい、と。

　飢えた獣ではなく、好奇心旺盛な子どものように。

　感じてしまう。




　手を変えた。『チョキ』から、ふたたび『パー』へ。

　水晶の色は変わらない。

　手を変えた。『パー』から、今度は『グー』へ。

　水晶の色は変わらない。

　変わったのは透とう夜やの表情だけだ。ニヤリと、捕食者の笑み。鋭い眼光を放っていた目が、心なしか弛し緩かんしたように見えた。紅ぐ蓮れんの目にはそれが安あん堵どによる筋肉の緩みから来るものだと看破できた。

（何をしたかは、わからない。だが、ただひとつ揺らがぬ事実がある──）




『60秒が経過しました。第２セットを終了します』




　思考の最さ中なか、時が訪れ、審判が下る。




『第２セット結果発表──。

　砕さい城じよう紅蓮、獲得ポイント０、白しろ王おう子じ透夜、獲得ポイント０

　と、なりました。

　累計獲得ポイント、砕城紅蓮０ポイント、白王子透夜60ポイントです』




（──透夜は俺と同じ手を出し続けたんだ。俺が手を変えた瞬間に１秒未満のずれすら、否、１フレーム未満のずれすら生じさせず、ＡＩにすら完全に同時だと認識させる完璧なタイミングで）

　思考が読めていなければ、不可能な神業。

　１フレームのずれもなく、正確に合わせてくるとなれば、かつて紅蓮を最強たらしめた異能、《共感覚シナスタジア》が必要だ。

　敵の思考の流れを完璧に紐ひも解とき、その流れに合わせて己の手を選ぶ──それができるのであれば、透夜の神がかった結果にも納得がいく。

　しかしそれはあり得ない。

　紅蓮の異能は人脳共生型ＡＩである《二番目》の副産物。

　アルセフィア王国での遊戯ゲームは砕城家の有力者を悉ことごとく失脚させ、《二番目》の研究を推し進めていた不ふ埒らちな研究者もほとんどが無力化されている。新たに遊戯特化の《共感覚》を付与させられる研究機関など存在しないのだ。

　ほんの刹那、紅蓮は思考する。そしてひとつの仮説に至る。

　──ひとつだけ、ある。

　白王子透夜の手札の中に、この不可解な現象を実現させ得るカードが。

「モナ・ラナか」

　ひとりの女性の名を紅蓮はつぶやいた。

　中東の奥地、遊戯ゲーム村出身の遊戯者プレイヤーであり《獣王遊戯祭ベステイア》でも透とう夜やの陣営として活躍した女性の名。彼女の持つ異能は未来視。あらゆる未来を予知し、都合の悪い未来に対し先手を打つことで勝利をたぐり寄せる天然チート。

　現在も透夜率いる《アルセフィア騎士団》の一員として活動している彼女の神託を受けたのなら、手を変える順番も含めて紅ぐ蓮れんのすべての挙動を事前に知っているはずだ。

　第１セット、第２セット目であれば、紅蓮の対応によって未来が再改ざんされる確率もかなり低いだろう。

「俺の出す手が全部視みえているんだろう？　あの女から教えられた未来──あんたの神業の正体は、それだ」

　透夜の片眉がぴくりと上がる。

　そして、小刻みに肩を震わせた。

「く、ククク。なるほど、それが貴様の答えか」

「正解か？」

「違うな。全然違う」

　透夜は否定した。歌うような軽やかな口調でありながらも、意思だけははっきりと示している。

　とぼけているわけではなく、心底から紅蓮の推理を的外れだと嘲あざ笑わらっている……そんな雰囲気だった。

「もし俺の出す手がわかっているなら、俺に勝てる手を出し続ければよかったはずだ」

　紅蓮は不快を露あらわに言う。

「あえて俺に勝ち筋を与え、ヒントを与え、完璧に上から叩たたき潰つぶして格付けする。それがお得意のスタイルなんだろうが、なんていうか、趣味が悪いよな、あんた」

「何を言う。それこそが遊戯の醍だい醐ご味み。真に美味な部位ではないか」

「はっ、そうかよ」

　陶酔気味の透夜に唾を吐きかける勢いで言い、紅蓮は顔を逸そらした。

（結局、トリックは明かされないまま第３セットへ……か。そろそろ奴やつの尻尾を掴つかまないと、取り返しがつかなくなる）

　迫りくる敗北の足音。数多あまたの遊戯者に聴かせてきたそれを自分自身が味わっている感覚は新鮮だった。

　そしてその感覚に不快さはなく、ただただ幸福な昂こう揚よう感だけを覚える。

　命も。財産も。大切な人も。何も懸かっていないから。

　遊戯の本質的な楽しさ、プライドを脅かされる程度のリスクだけを負う、闘争本能をほんの僅かだけくすぐられる快感。

　負けても構わない。──《黒の採決ブラツクバウト》に挑んでいた頃には一瞬たりとも許されなかった、生なま温ぬるい考えが脳裏に過よぎる。

　けれど。だからこそ。

（こんなところで負けが決まっちゃつまらない。こんな楽しい遊戯ゲーム、最後までしっかりと完走しなきゃもったいねえ）

　覚悟と決意を込めて、紅ぐ蓮れんは己おのが右手を《裁きの蛇》に差し出した。





　＊






『第３セット結果発表──。

　砕さい城じよう紅蓮、獲得ポイント12、白しろ王おう子じ透とう夜や、獲得ポイント47

　と、なりました。

　累計獲得ポイント、砕城紅蓮12ポイント、白王子透夜１０７ポイントです』




「「……！」」

　３セット目が終了しＡＩが結果を告げた瞬間、同時、二人の男の表情に変化が生じた。

　互いに強者同士、想定外の事態に取り乱したりはしない。だが真剣勝負に引き締まった二人の精せい悍かんな顔には僅かながらも怪け訝げんと苦み、それぞれ異なる意味のしわが刻まれる。

　大きく点数を離された紅蓮が、苦々しい顔を見せたのか？

　完全勝利を掴つかめると踏んでいた透夜が、予想以上に食い下がられて怪訝な顔を見せたのか？

　いや、逆。

（12秒も勝っている……？　上うわ振ぶれだが、予想とずれたな）

　遊戯には上振れ、下した振ぶれという概念がある。

　特に運が左右する遊戯で発生し、実力よりも良い結果が出ることを上振れ、その逆を下振れと呼ぶ。

　素人は目を閉じて偶然ぶっ放しただけのラッキーヒットに一喜一憂し、偽りの実力を語る。

　だが一流は、たとえ良い結果であっても常に疑いを忘れない。

（この３セット目。俺が取った行動は──）

　目を閉じ、思考を整理。一瞬で過ぎ去ったこの60秒間を思い返す。




　３セット目は、女神の水晶が赤色──『どちらかが勝っている』状態から始まった。

　紅蓮は透夜の神業の根拠をモナの未来視と仮定し、更には自分がその仮定に至ると透夜が読み切ることに賭け、裏の裏を突き、30秒我慢した。

　透とう夜やならば未来を知らされていながらあえて負ける手を出し、紅ぐ蓮れんの読みが未来視を上回ったところを更に上から狩ってくる。そう読んでの、あえての我慢だった。

　さすがに60秒間一切手を変えないのはリスクが高い。30秒時点で一応手を変え、たとえ小さくてもいいからとポイントを取りに行った。

　そこで《真実の女神》は一瞬だけ青──『あいこ』を示し、すぐに赤に変わった。

　自分に勝てる手に変えて『あいこ』になったということは、最初の30秒間は負けていたはず。

　その後はおそらく紅蓮が変えたら即座に透夜も勝てる手に変えるだけのいたちごっこ。

　紅蓮は手を変えたら１秒ですぐに手を変え、透夜の勝利を１秒でも短くしようと努めたが、水晶の色は赤のままだった。透夜側の手は《真実の女神》のみぞ知り、紅蓮には推測するしかなかったが──。

（最後に俺が50秒時点で手を変えたが、その後で透夜は即座に勝てる手に変えているはずだから……）

　紅蓮が考えていた可能性は二つ。

　一つは一瞬の『あいこ』を除くすべての時間で透夜に負けている可能性。つまり透夜が59ポイントを獲得する可能性だ。もしも紅蓮の手を完全に看破し、２セット目で見せた、完全な同時変更をすればずっと勝ち続けることも可能だろう。その場合、どうして途中で『あいこ』が発生したのかは謎だが。

　もう一つは、紅蓮が２ポイントのみ獲得している可能性。

　この第３セット目で紅蓮の動きは、次の通り。




　初手『グー』、30秒時点で『パー』に変え、『あいこ』となり、透夜が手を変えたのを水晶の色で察して『チョキ』に勝てる『グー』に変えたが、そこからは《真実の女神》は赤のまま。一切のヒントをくれなくなってしまった。

　結局、許された３回目の変更を残り10秒時点で使い、直前まで自分が負けていた想定で『パー』に勝てる『チョキ』を選んだ。




　もしも透夜が紅蓮の出す手をすべて見切っているのだとしたら、不自然な点が二つある。

　まず、『あいこ』が生じた点。なぜ第２セット目では完全に同タイミングで手を変えられたのに、３セット目ではそれができなかったのか。

　次に紅蓮が12秒間、勝っていた事実。秒数が想定より長いというのもあるが、それよりも紅蓮は中途半端であることが気にかかっていた。

　読みを通した上で何らかの演出じみた舐なめプを仕掛けるならば、振り切った結果になるはずだ。それこそ60秒間勝ち続けた第１セットや、60秒間の『あいこ』を実現してみせた第２セットのように。

　紅ぐ蓮れん12秒、透とう夜や47秒、あいこ１秒というのは、あまりにも中途半端であり、遊戯ゲームに愉悦を求める透夜が好む結果とは到底思えない。

　つまり。

（透夜には俺の手が完璧に視みえてるわけじゃない）

　紅蓮が勝っていたのはおそらく紅蓮が手を変えた２回の直後と、最後の手を出していた間。内訳は１秒、１秒、10秒。最後に手を変えた後の10秒間は、勝ち続けていた可能性が高い。それ以外の期間では合計で12秒の勝ちになりやすい箇所はなかったのだから。

「…………」

　思考の根拠を求めて紅蓮は透夜を一いち瞥べつした。

　よほど不満な結果だったのだろうか、透夜は難しい顔でこめかみを押さえている。その目は充血し、眉の上に青筋が浮かんでいた。

（疲労している……。異能の代償か？　コイツに、圧倒的な豪運以外の異能なんてあったとは思えないが。──いや、待てよ）

　瞬間、彗すい星せいのような発想が降ってきた。

　運うん否ぷ天てん賦ぷ、ただ勝利の女神に愛されているがゆえの豪運のみが根拠であれば、手出しのしようがなかった。

　だが、おそらく違う。

　透夜が如い何かにして敵の手を暴き続けてきたのか？　紅蓮の閃ひらめきが正しければ、付け入る隙は充分にある。

（ようやく視えたぞ、透夜。お前に憑ついている女神の正体）

　眼めは赤く光らない。

　だがもともと紅蓮が持っていた天然の頭脳は真実の尾を掴つかみ、鋭い双そう眸ぼうは狩人かりうどのように透夜を捉えていた。

　第４セット。勝負が決まりかねない局面が、始まる。





　＊






「完全に手が読まれたまま第４セット。これは、さすがに……いえ、妹たる私がお兄様を疑うなどあってはなりません！」

　天上の遊戯を見守る少女たち、その中心に居る可か憐れんは半ば情緒不安定であった。

　一秒ごとに『お兄様が負けるわけない』と『もう駄目かもしれない』を行ったり来たり。バイオリズムのバの字もないグチャグチャの情緒である。

「それにしても、お兄様に心を見破られる隙なんてないはず。白しろ王おう子じ透夜はどうやって」

　手元の仮想モニターで拡大して確認していたが、最高峰の観察力と分析力を備えた可か憐れんでさえ紅ぐ蓮れんの表情から心理を読み切ることはできなかった。

　手の出し方の癖を見切ろうともしてみたが、拳は蛇に飲み込まれている。情報量が少なすぎて、観察眼はまるで使い物にならない。

「水みず葉はさんは何か気づきましたか？」

「んー……違和感は、ある」

「と、言いますと？」

「元会長、紅蓮さまのこと、熱心に見てる。何かを観察してるような」

「表情を読もうとしていると？　しかしお兄様は読まれる表情はしていません」

「可憐ちゃんの実力不足、とか」

「それは、あるかもしれませんが……ですが、私の目にもお兄様があえて表情パターンを散らしていることまでは見抜けるんです。散らされているので、内心を読み切れはしないのですが、お兄様があの散らし方をしているということは──」

「それで通用すると、紅蓮様が判断してるってことだね」

「ええ、その通りです」

　可憐や御み嶽たけ原ばら静しず火かのように相手の表情から心理を読み取るたぐいの遊戯者プレイヤーは大勢いる。《黒の採決ブラツクバウト》においても例外ではなかったはずだ。

　ゆえに紅蓮は遊戯ゲーム中、読まれる前提で表情パターンを使い分けている。

　もしも透とう夜やが本当に表情から紅蓮の心理を読み切っているのだとしたら、それは──。

「私だけでなく、お兄様をも凌りよう駕がしていることになる。本当に、そうなんでしょうか？」

「わかんない。……でも、それならそれで、受け入れなくちゃね」

「むぐぐ……み、みどめだぐないいい……」

　意外と冷静な水葉の台詞せりふを受けて、可憐はぎりぎりと歯を軋きしる。

　愛する兄を上回られる悔しさは血を吐くほどの屈辱だった。

「いずれにしても、次でハッキリする。……ほら、そろそろ」

「４セット目が始まりますよ！　真面目な会話についていけず聞き専になってましたが、これくらいのアナウンスなら差し込めるので颯さつ爽そう登場佐さ々さ木きです！」

「……お兄様、どうかっ……！」

　祈るような気持ちで両手を合わせ、可憐は遊戯の行方を見守る。

　切り札の正体は掴つかめない。

　だけど今は、ただ兄を信じて。




『カウント……開始スタート!!』




　水晶の色は──赤。どちらかが勝っている状態！

　どちらがどの手を出しているかは、観戦している可か憐れんたちにはまったく見えない。

　見えるのは遊戯者プレイヤーの表情だけ。

　歯を食いしばり、汗を滲にじませ、つらそうな顔を見せる紅ぐ蓮れん。

　透とう夜やのほうも表情自体は近いが、紅蓮と比べるとまだ楽しげで、余裕を残している。

　傍はたから見ればどちらが優勢かは一目瞭然。

　透夜の手の内を読み切れずに紅蓮が苦悩している──そのようにしか見えなかった。




　──と、そのような戦況を最も知るのは、当事者である彼ら自身。




「手を変えなくていいのか、紅蓮？　俺には貴様の手が見えている。ここまでのセットで判明したはずだが？」

「……ッ」

　透夜の挑発に、紅蓮は言葉を返さない。痛みに耐えるように強く歯を食いしばるだけだ。

　そんな対戦相手の表情に透夜はぞくりと背筋を震わせた。

　己おのが宿敵と定めた世界最強の男、砕さい城じよう紅蓮が打つ手に窮して苦悩する様は、まさに透夜が望んだ一瞬だ。白しろ王おう子じ透夜という男を狩り得る男が、透夜の仕掛けた罠わなに搦からめ取られながらも、限界まで知恵を巡らせ反撃の一手を模索している姿。

　ただの絶望で終わらぬ、叩たたき潰つぶされるだけでは止まれぬ──紅蓮の表情から滲み出るざらついた執念は、透夜の胸を心地ここち好よくざわつかせる。

　透夜は決して敗北を望んでいたわけじゃない。

　他のあらゆる遊戯者がそうであるように──否、学業やスポーツ、仕事、趣味で競い合うすべての人間がそうであるように、白王子透夜もまた、勝利の美酒に酔いたいと願う、健全な競争者だ。

　ただその過程で敗北を悟る一瞬というスリルや、逆転されかねない恐怖にひりつく体験を味わいたいだけ。

　今回の遊戯ゲームも、ポイントだけ比べればワンサイドゲームの様相を呈している。

　だが、今の透夜には、紅蓮に対する信頼があった。必ずや何らかの返しを用意してくる、と。

（さあ来い。俺を踏みつけ、上へ行け！　さすれば俺は、更にその上を行こう！）

　期待と興奮で体が熱くなる。ビキリとこめかみに血管を浮き上がらせ、紅蓮の動きを捉えるべく全神経を集中させる。

　紅蓮ほどの遊戯者が、世界最強の遊戯者が、表情や身体からだの反応から本心を悟られるような下手を打つはずがない。彼の鉄壁のポーカーフェイスを見破れる者など、《黒の採決ブラツクバウト》にも皆無だったであろう。

　常人には、否、異常者であっても不可能な領域。

　だが。

（俺には、視える）

　表情を読む、とは、やや違う。

　心理を読む、という表現も的を外している。

　それは生まれてから現在に至るまで、透とう夜やを絶対の天才たらしめている、根源的な才能。

　それは本来生まれ落ちた瞬間、すべての人間が等しく持ち合わせているはずの才能。

　それは時を経へるごとに削そぎ落とされ、成熟する頃には失われているような才能。




　敵を、再現する力。




　人間だけではない。多くの生物は赤子のとき、親を真ま似ねし、再現することでその生物としての在るべき振る舞いを習得する。

　だが最低限、生存に必要なそれを学び終えた後は徐々に再現能力は衰えていき、やがて有象無象の凡俗──『豚』として、完成してしまう。

　白しろ王おう子じ透夜の本質は、赤子。

　どれだけ歳としを経ても、衰えることなく赤子であり続けたからこそ、彼はあらゆる分野で圧倒的な成果を残す天才たり得たのだ。

　故に、透夜の肉体は、本人の意思とは関係なく敵のあらゆる状態を瞬時に、ごく自然に再現してみせる。

　手首さえ見えていれば充分。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという人間の全身の筋肉がどう連動し、どんな手を作ったのか──脳で認識するよりも先に、透夜の肉体が、自動的に模倣する。

　そして、１秒──以下の、刹那。

　透夜の脳が出来上がった手を即座に認識し、刹那の判断で勝てる手に変える。

　この第４セット目もそうだった。

　ＡＩのカウントが開始する寸前、紅蓮の手が『パー』であると断じた透夜は、カウントが始まったときには『チョキ』を作ることに成功していた。

　女神の審判は、赤。間違いなく、勝っている。

　そして遊戯ゲームが進む中でも常に紅蓮の様子は視みている。手を変えれば、透夜の肉体は自動的にそれを認識し、合わせようとする。放っておけば『あいこ』になるのをグッと堪こらえ、勝てる手に修正するのに１秒のラグは生じてしまうが……現在のポイント差を考えれば、その程度は、いくらでもくれてやれる些さ末まつな点に過ぎない。

　しかし──……。

（……何だ、この違和感は）

　40秒経過時点で、首筋がバーナーで炙あぶられるようなチリチリした感覚に襲われた。

　根拠はない。野生の勘だろう。

　張り巡らされた罠わなに足を踏み入れてしまいかけているような──否、今まさに罠のただ中に立たされている、感覚！

　違和感の正体を探ろうと透とう夜やの頭脳が加速する。

　彼の天才的な頭脳は実際の時間経過にして５秒とかけず、数分間に匹敵する思考を巡らせた。

　探せ。何がおかしい？　何を見落としている？

　目の前の事象の矛盾を探れ。皮を剥はぎ、肉を削そぎ、髄を引き抜け。

　仮に透夜が60秒の勝利を飾れば４セット目にして遊戯ゲーム終了。５ゲーム目での紅ぐ蓮れんの逆転は不可能となる。紅蓮はどこかのタイミングで手を変更せざるを得ないはずなのだ。……常識で、考えれば。

　だが砕さい城じよう紅蓮は世界最強。理外の打ち手。彼がいっさい手を変えずにいるということは、すなわちこの第４セット、常に勝利は彼のものだったのではなかろうか。

（……ありえん。奴やつの手は『パー』。長らく奴の肉体、遊戯をこの目で視みてきた。そして、今回の《持続じゃんけん》で奴の『再現』はリアルタイムで完成度を上げている。もはやエラーなど起こす余地はない）

　冷静な己は危機を訴える己を一笑に付す。

　しかし、病魔が時間とともにゆっくりと肉体を蝕むしばむように、言い知れぬ不安が死神の手となり冷たく心臓を撫なでていく。

　50秒、51秒、52秒。時が刻まれるごとに大きくなる、耳元で囁ささやく声。




『本当にこのままでいいのか？』




　ハッと、紅蓮の顔を見る。彼は口を開いていない。幻聴だった。

　その声は透夜自身の己に対する問いかけだ。

　透夜の視線に気づき、紅蓮が目を合わせてくる。余裕のない脂汗にまみれた顔が、一瞬、ニヤリと笑った。

　──ドクン、ドクン、ドクン！

　いまだかつてなく、心臓が暴れる。手から、額から、全身のあらゆる部位からドッと汗が噴き出す。

（緊張？　恐れ？　何だ、この感情は──）

　白しろ王おう子じ透夜にとって、人生とは常にイージーモードだった。

　望んだ物は手に入り、想定外のトラブルなど存在せず、思い描いた通りに物事が進む。

　良き将来を探り当てるために整えられたレールかいばらの道かを必死で思い悩んで選択する者が大勢の中、己が選んだ道に自動的に黄金の実が生なる。

　望む、望まざるにかかわらず、勝手に与えられてしまう勝利と充実。

　そんな人生を送ってきた彼にとって、それは未知の感覚。

　選択を誤ったのではないか、という、限りなく後悔に等しい、初めての不安。

　しかしそれを感じた瞬間、彼は。

（──生きている）

　底知れぬ幸福感を、抱いていた。




『第４セット結果発表──。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、獲得ポイント58、白しろ王おう子じ透とう夜や、獲得ポイント２

　と、なりました。

　累計獲得ポイント、砕城紅蓮70ポイント、白王子透夜１０９ポイントです』




「……ッ！　はあっ！　はあっ……はあっ、はあっ……！」

　ＡＩの宣言が鳴り響いた瞬間、透夜は息の詰まりを初めて自覚し大きく息を吸い込んだ。

　消耗しきった頭でかろうじて己の獲得ポイントを認識した瞬間、透夜は隠しきれぬ怒りを込めて《裁きの蛇》の頭部に拳を下ろした。ガンッと派手な音が響き、拳が鈍い痛みに覆われる。

（２ポイント。何だ、この不ふ甲が斐いない数字は！）

　数字の僅少さ故の怒りではない。

　ラスト２秒、逃げの証あかしとして得た２ポイントだという事実が、透夜に強烈な羞恥とともに憤怒を生んだ。

「なんだ、最後の最後に手を変えたのか。思ったよりも臆病なんだな」

　そんな透夜の自己評価を当然の如ごとく理解している紅蓮は、小馬鹿にしたように鼻で笑い、煽あおってみせた。

「なぜ、俺の目から逃れられた？　何をしたというのだ、砕城紅蓮ッ!!」

「そう怒るなよ、透夜。あんたのことが大好きで仕方ない、勝利の女神様──そいつを、ちょっとばかしＮＴＲねとらせてもらっただけだよ」

　そう言いながら紅蓮は、《裁きの蛇》から己の右手を引き抜いた。

「……！」

「気づいたか？　『コイツ』が答えだ」

　紅蓮は右手を掲げてみせる。

　その手は、べったりと赤く染まっていた。深々と切り裂かれた掌てのひらから滴る、紅ぐ蓮れん自身の、血で。

「知ってるか、透とう夜や？　神話で女をたぶらかす存在は、いつだって蛇なんだよ」





　＊






「知ってるか、透夜？　神話で女をたぶらかす存在は、いつだって蛇なんだよ」

　気丈にそう告げてみせたとき、紅蓮の右の手首から下の感覚はほぼゼロに等しかった。

　目の前に虚空のようにぽっかり空いた、《裁きの蛇》の口こう腔こう。牙からは真新しい血が滴っている。

　３セットをかけて掴つかんだ白しろ王おう子じ透夜の遊戯ゲームの才能の正体。それを打破するために使える道具がギミックの中に含まれていたのは幸運だった。もしこの牙がなければ、透夜を破る手立てはなかったかもしれない。

「俺の肉体の動き、癖、それをあんたの肉体は完全に再現できる。……そうだろ？」

「今更見苦しく否定する気はない。……どこで気づいた？」

「大きなヒントは２セット目。あんたが披露してみせた、完全なる『あいこ』。そして、３セット目で見せた中途半端な勝利」

[image: ]

「…………」

　透とう夜やの沈黙は紅ぐ蓮れんの推理を聴くためだろう。そう察して、紅蓮は己の考えを一個ずつ紐ひも解といていった。

　２セット目と３セット目の結果は明らかに矛盾している。１秒未満のラグさえもなく、０秒ちょうどで手を変えることができるならば、３セット目で紅蓮が12秒も勝てているはずがない。

　あえて手を抜いて、遊びでこの結果を導き出しているのだとしたら、紅蓮にも推理する方法はなかっただろう。

　しかし紅蓮は信用していた。おそらくは透夜も紅蓮に対して盛り上がる遊戯ゲームを約束してくれると信用しているように、紅蓮もまた、今回の遊戯においては敬意を持って常に全力で在らんとしてくれると、信じていた。

　何せ砕さい城じよう紅蓮最後の遊戯なのだ。裏世界で常勝無敗を誇った男が、最後に一度だけ真剣勝負を受けてやると言い、持ちかけてきた勝負。──さんざんお預けされた末の、人生でただ一度の機会を、白しろ王おう子じ透夜が無駄にするわけがない。

　つまり全力なのだ。この遊戯において、彼は一度たりとも手を抜いていない。

　その前提に立てば、ひとつの仮説が見えてくる。

　透夜は１セット目、己の才能が通用する前提で、それを信じ切って勝てる手を貫いた。

　そして２セット目、今度は１セット目が単なる偶然、幸運のたぐいではないことを確認するため、あえて才能の本来の使い方を最大限引き出せる《あいこ》を試した。

　砕城紅蓮を相手にするのだ、通用したつもりでしていなかったという瑕か疵しが後で判明すれば、必ずその隙を突かれる。──そう判断し、己の才能が間違いなく通じているという確証を得る必要があった。

　１セット、２セット目で確信した透夜は、３セット目でも同じ才能を駆使して手を作る。しかし──。

「３セット目、あんたにとって想定外の事態が起きた。──俺の初手が、本来出しているはずの手と違ったんだ」

「……！」

「正解、ってことだな。俺は２セット目終了後、３セット目に入る直前、遊戯に対して、今まで一度も抱いたことのない生なま温ぬるい感情と、ふざけた負けず嫌いな感情を抱いていた。当然、感情に引っ張られ体のリラックス状態も変わっていたはずだ」

　透夜の才能は、圧倒的な学習能力。それも、可か憐れんや静しず火かが扱うような観察力とは一線を画した、無自覚の境地。

　見ただけであらゆる事を習得してしまう存在──天才、と呼ばれる存在がこの世界にはいる。

　それは相手の顔、声、体つき、呼吸、筋肉の動きから、言葉にできない不可視の雰囲気まで。ありとあらゆる情報を瞬時に解釈し、思考を挟まず半自動的に己の肉体で再現することができる者達だ。

　もちろん程度の差はある。習得に三年の修行が必要な事を三日で覚える天才もいれば、三時間で覚える天才もいる。

　白しろ王おう子じ透とう夜やは、その究極系。３秒で覚え、０秒で再現する──天才の中の、天才。

　おそらくは彼の言う絶対の勝利を約束する女神の正体も、この才能が担保していた現象なのだろう。

　クオリアシステムによる遊戯ゲームで不正は不可能。にもかかわらず《獣王遊戯祭ベステイア》では不正じみた理不尽なまでの豪運を振るって、凍とう城じよう紫し[image: ]れんを脱落せしめた。あれは果たしてただのラッキーパンチだったのか？

　──否。

　白王子透夜には視みえていたのだ。クオリアＡＩという人に最も近い存在が持つ、独特の癖が。どんな数値が、どう入力されたら、どんな結果が出力されるのか。さすがに人間と異なりパターンが多岐にわたるＡＩの癖を一度に習得することはできなかっただろうが、彼には獅し子し王おう学園での数多あまたの遊戯経験がある。

　遊戯を重ねるごとに彼はクオリアの癖を無意識に汲くみ取とれるようになっていった。その結果が、《獣王遊戯祭》における理不尽なまでの豪運！

　再現するために必要な情報は、相手という存在全般。逆に言えば、存在の在り方がすこしでもズレてしまえば、修正に多少の時間を要する。




　たとえばその人物が人生で初めて感じた感情に突き動かされたとき、とか。

　あるいは重傷を負うことで肉体機能が著しく低下しているとき、とか。




　仮説の答えは、４セット目に出た。

　紅ぐ蓮れんは自ら《裁きの蛇》の牙で傷つき、腕の感覚を消した。おそらくは肉体の脱力感から、透夜は紅蓮の手を『パー』と察したはずだ。……ならばそれに勝てる『グー』を出しておけば、勝てる。

　そして読み通り、紅蓮は勝った。

　腕の感覚がない中で拳を握り込むのはかなり厳しかったが、そこは気合いで何とかなった。

　息詰まる頭脳戦で『気合い』というのも似合わない話だが。

「にしてもそのレベルの学習能力とはな。そりゃあ何もかもに飽きるわけだ。強者の存在に飢えるわけだよ」

　哀れみを込めた目で、紅ぐ蓮れんは言う。

「あんたは人間のカラダでＡＩよりも遥はるかに速い速度で成長し続けてたんだから。今以上の成長が見込めなくなったら、残るのは絶望だけ。天才すぎたが故に、誰よりも早く老後を迎えちまった、可哀かわい想そうな奴やつだ」

　白しろ王おう子じ透とう夜や。透明の、夜。

　文字通り、何色にも染まる透明な男は、どんな色を吸収しても尚なお、透明のまま、孤独な夜を過ごしていたのだ。

「ク、ハハハ。さすがだな、紅蓮。こうまで俺の本質に踏み込むとは。……だが、貴様に期待しているのは、そのようなわかりきった答えではない！」

「じゃあ、何だ？　言ってみろ」

「すべてを学び、手に入れた先で……俺は、何をして生きていけばいい？」

「はっ、それこそ簡単だろ」

　宿敵の切実な叫びを、紅蓮は軽く笑い飛ばした。

「それこそ老後を迎えたじーさんばーさんを見習えばいい。老後の定番といえば、縁側で囲碁、将棋、あとは近所の公園でゲートボールか？　つまりさ……遊ぶんだよ」

「遊ぶ……か……」

「まっ、偉そうなこと言ってる俺も、ついさっきまで本当に楽しい遊戯ゲームなんてものは知らなかったんだけどな」

「ふ……はは。ふはははははは！」

　女神の脳天を突くほどの笑声が仮想空間に爆発する。

　嘲りを含んだ悪人の哄こう笑しようとは似て非なる色。友人と無邪気に戯れる、少年の笑い声。

「く、クク。血まみれになりながら、何が遊びだ。ふざけているのか？」

「うっせえ。こうでもしなきゃ勝てないんだから仕方ねえだろ」

「何も賭けていない、遊びの遊戯なのだろう？」

「馬鹿。遊びだからこそ、負けたら悔しいんじゃねえか。純粋に、ただ勝ちたいっていうだけでここまでできるって滅め茶ちや苦く茶ちや幸福なことだぞ」

「ふっ……かもしれんな。傷と言っても、仮想空間内でのもの。《白の採決ホワイトバウト》用に調整されたクオリアはリアルの肉体へのフィードバックも最小限に留とどめられている」

「そういうこった。……で、どうする？」

　焦じれたように佇たたずむ《真実の女神》へあごをしゃくって、紅蓮は問う。

「互いに手の内は割れた。あとは純粋な知恵比べ、運比べだけの第５セット。……才能に頼れないあんたが俺に勝つのは無理だと思うが、まだ続けるか？」

「ぬかせ。ここからが面白いのではないか。勝利の女神の祝福を剥はがした今こそ、真の、極上の勝負を味わえる!!」

「良い意気込みだ。お互いチートなしの、真剣勝負──」

　真剣の代わりに己の拳を振りかざし。




「いくぞ、透とう夜や!!」

「来いっ、紅ぐ蓮れん!!」




　裏世界最強の遊戯者プレイヤー、砕さい城じよう紅蓮。

　表世界最強の天才、白しろ王おう子じ透夜。

　二人の男は、じゃんけんという現存する中で最も純粋な運ゲーで、ぶつかり合った。

　もしも全世界で配信されていれば兆はくだらない規模の経済効果を生んだであろう伝説のマッチアップは、砕城可か憐れん、御み嶽たけ原ばら水みず葉は、佐さ々さ木き咲さき、ついでに時とき任とうミミといった僅かな者にだけ見届けられ、そして。




『第５セット結果発表──。

　砕城紅蓮、獲得ポイント50、白王子透夜、獲得ポイント10

　と、なりました。

　累計獲得ポイント、砕城紅蓮１２０ポイント、白王子透夜１１９ポイントです』




　紅蓮の遊戯ゲームは、静かな終幕を迎えた。





●エピローグ




　朝。

　大きく開け放たれたカーテン、窓から差し込む光が部屋の中を照らし出す。

　もはや見慣れた学生寮の一室。

　家具屋のディスプレイを丸ごと再現したような部屋だった。

　安いパイプベッド、マットレス、学習机、ＰＣ。本棚にはベストセラーの漫画本がずらりと並び、座卓にはジャンクフードやお菓子の袋が散らかっている。

　およそ個性というもののないその部屋で──。

　ごく普通の高校生、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、うー、とうなる。

「だる……あのアホアホコンビめ、冬休みだからって、徹夜でゲームに付き合わせやがって……」

　点つけっぱなしのディスプレイと手に握ったままのコントローラーを憎らしげに睨にらみ、そう吐き捨てて。

　新着メッセージを報しらせるバイブレーションと、昨夜やりとりしていた相手（楓かえでと桃もも花か）とは違うアカウント名に今度は舌打ち。

「今度は別の奴やつからゲームの誘い……朝だぞ、ニートなのか!?」

　しかし表示された相手の名前が『朝あさ人と』だったのですぐに納得する。

　朝人は静しず火かの仕事を手伝う関係ですこしの間、海外出張している。姫ひめ狐ことの新婚旅行を兼ねてるのは許されざるリア充っぷりだが、それはさておき。時差があるからたぶん向こうはちょうどいい時間なんだろう。

「友達とのゲームは楽しいが、こうまで誘われ尽ずくしじゃ身が保もたんな。こうなったら、ゲーム機ごとぶっ壊すか……。いや、やめとこう」

　いつかの朝にも過よぎった物騒な考えを、今度はすぐさま否定する。

「一緒に遊ぶ友達も、いるしなぁ。──カノジョはいないけど」

　微妙に切ないことを言いながら、枕元のスマートデバイスを操作する。

　獅し子し王おう学園に入り立ての頃は空白だらけだった友達一覧も、ずいぶん豪華になったものだ。

「普通の学校に通い、普通の飯を食い、普通に仕事をして、普通に結婚する！　その目標に、ちょっとは近づけてるってことかね」




　ピンポーン♪




　突然響いたチャイムにベッドから飛び起きる。

　モニターを覗のぞくまでもなく、相手が誰かはわかっていた。

「可か憐れんか？　すぐ開ける……って、待て」

「はい、どうしました？」

　インターホンから聴こえるのはとても可愛かわいらしい声。

　大切な妹のちょっととぼけたような声に、紅ぐ蓮れんは圧おされるように問いかける。

「なあ、ひとつ訊きいていいか？」

「はい、何でしょう？」

「インターホンのモニターが真っ暗なんだが……」

「指でレンズを隠してしまいました。可憐の成長した姿を、お兄様の目で直接見てほしくて。ふふ♪」

　微妙に嫌な記憶が脳裏を過よぎる。

　人によっては嬉うれしい記憶かもしれないが、実の兄である紅蓮にとっては、目の毒としか言いようのないあの光景。

「合言葉。──は、もういらないよな」

「お兄様に『愛を』！」

「いらないんだってば」

「たとえ合言葉が不要だとしても、私は愛を叫び続けますよ！　さあ開けてください！」

「はあ……。いろいろあったってのに、そういうところは全然変わってないのな」

　そうあきれつつも、紅蓮の頬ほおはわかりやすくゆるんでいた。

　──なんやかんや言っても、やっぱり可愛いんだよなぁ。この妹は。

　朝、家族と挨拶して学校に行くというイベント。その日常感が、何より嬉しい。

「今行くぞ、可憐！　待ってろよ！」

「はい♪」




　ガチャリ。

　小走りで玄関へと向かい、ドアを開けた。

　裸エプロンで待ち受けられていたときに備えて、紅蓮はぎゅっと目をつぶった。

「何やってるんですか、お兄様？　……ハッ、もしやキス待ち!?」

「違う。俺が悪かった。暴走しないでくれ」

　ボケた反応で逆に安全を察して目を開くと、そこには裸エプロン──ではなく、自然体の私服に身を包んだ可憐がいた。

　もう冬だから袖の長い上着を羽織っているが、それでも豊満なボディラインはくっきり浮いていて、露出がなくても地味にドキドキさせられてしまう。

「ていうか、ふつうの格好ならなんでレンズをふさいで隠してたんだよ」

「サプライズは服装だけじゃありませんよ？」

　そう言う可か憐れんの両手は大事そうに白い箱を支えていた。

　なんとなく見覚えのある箱の表面には、金の箔はく押しでお洒落しやれな英字が書かれている。

　その英字がとある種類の店の名前であることと、箱のサイズからして、紅ぐ蓮れんはようやく可憐の言いたいことを理解した。

「あ……あー。そうか。今日って、そうだったっけ」

「です♪　他の皆さんも、妙なアタックをしてきませんでしたか？」

「納得した。どうりで昨夜から今朝にかけて遊びたがる奴やつが多いわけだ。……なんだよ、素直に言ってくれりゃいいのに」

「ふふ♪　兄妹きようだい水入らずでと、気を遣ってくれたみたいですよ？　どうせ気を遣うなら、最後まで我慢しててくれればいいのにとは思いますが」

　ここにはいない仲間達の体たらくに肩をすくめる可憐。しかしすぐに、まあいいです、と首を振った。

　それからにっこりと可愛かわいらしい笑みを浮かべて、可憐は手にした白い箱を開けてみせながら──。




「お誕生日おめでとうございます、お兄様♪」




　箱の中から出てきたのは、雪うさぎ形のホワイトチョコが載ったホールケーキ。

　プレートチョコにはメッセージがしたためられている。




『Happy Birthday お兄様♡』




「お兄様のために特注させていただきました。文字も手書きなんですよ？」

「これはまた、なんていうか……いいな」

　誕生日を祝われるということ。それは、遊戯ゲームなんてなくても、最強の自分じゃなくても、自分がただ存在しているだけでいいんだと再確認できる儀式。

　日常に帰れたことの、何よりの証拠だと思う。

「ありがとう、可憐」

「えへへ。それでは、いっぱい褒めてください。可憐の頭はいくらでも空いてますから」

「そのためにふたりきりの誕生日にしたのか？　まったく、仕方ない奴だな」

「他の皆さんも後日、二回目の誕生日パーティーを開いてくれるそうですよ。今日だけは、妹の私が独り占めしますけど♪」

　猫のようにじゃれつく可憐の頭を優しく撫なでる。

　それは、嘘うそも打算もない、ただ愛いとおしいからするだけの行為で、撫なでている紅ぐ蓮れん自身も心地ここち好よい気持ちになれた。

　学園に入学したばかりの頃は、遊戯ゲームを遠ざけながらも、結局はしがらみから抜け切れていない偽りの日常だったけれど。

　今は──




「なあ、可か憐れん。ちょっとした遊戯をしないか？」

「遊戯、ですか？」

「雪うさぎのホワイトチョコ、旨うまそうだけど一個しかないからさ」

「なるほど、これを賭けた勝負ですね？」




　──遊戯を、日常の延長線上の遊びとして受け入れることができている。

　これこそがきっと、本物の日常なんだろう。




「それじゃあお兄様、何で遊びましょうか？」

[image: ]






あとがき






　こんにちは、作者の三み河かわごーすとです。とうとうこの日がやって来てしまいました。『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』のシリーズ最終巻が、読者の皆さんの手に渡る日が。

　２０１７年からおよそ５年あまり。長らく大勢の読者さんに支えられてきた砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの物語もついに完結を迎えます。

　５年。５年ですよ。想像を絶する時間の経過ですよね。５年も経たてば発売当時に中学生だったら高校生に、高校生だったら大学生に、大学生だったら社会人になっているわけで、その時間の長さを思うと不思議な哀愁のようなものを抱かずにはいられません。

　作家生活10年目に差し掛かる私ですが、この『自称Ｆランク』は人生初のヒット作品であり長期シリーズ……私にとっても思い入れの深い作品となりました。完全オリジナルの遊戯ゲームを考案したり、その中でキャラたちに縦横無尽に駆け回ってもらったり、読者さんの予想を上回る物語展開を練り込んだりと、とても難易度が高く、ゆえにやりがいのある作品でもありました。完結を迎えてしまうのは寂しくもありますが、作家として更なる成長の一歩を踏み出すためにもここでひとまずのピリオドを打たせていただきます。




　謝辞です。

　イラストのねこめたる先生。５年もの間、一緒に作品を作り続けてこられたこととても感謝しています。ユニークなキャラデザの数々、作中場面を魅力的に描き出してくれたモノクロ挿絵やカラー口絵の数々、そして素敵な表紙──新しい絵が届くたびに胸が高鳴り、創作のモチベーションも上がりました。本当にありがとうございます。是非またいつか、新しい作品でご一緒できる日が来ることを心から願っております。

　担当編集のＯさん。いろいろと至らない部分も多い私の原稿に辛抱強く向き合ってくださり本当にありがとうございます。これからも現在進行中の『義妹生活』シリーズをはじめ、さまざまな作品を共に世に生み出していければと思っていますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　コミカライズを担当してくださっている漫画家のsorani先生。原作はひと足先に完結してしまうのですがsorani先生の連載は引き続き応援していきます。可愛かわいくて面白くて素敵な漫画を、いつも本当にありがとうございます。

　そしてこの本の出版にかかわるすべての方と読者の皆さんへ最大限の感謝を。

　また他の作品で再会できますように。以上、三河ごーすとでした。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『新世界より』




※本電子特典は本編の後日談となりますので、本編をお読みになってからご覧になることをお勧めいたします





「──お兄様、ご機嫌ですが何かいいことでもありましたか？」

　兄好みの安いケーキに紅茶を淹れながら、まったりと可憐は紅蓮に尋ねた。

「わかるか？　ちょっとした余興でな」

　獅子王学園Ｆランク寮の私室にて、平凡な室内には少々不釣り合いな高性能ＰＣ。

　紅蓮はゲーミングに光るマシンを操作しながら、画面上のメッセージを得意げに叩き。

「フレンド連中を集めて友情破壊すごろく最新版をプレイしてみた。最下位の佐賀臣は、当分ＳＮＳのハンドル名を『さが☆トミっぴゅ』で過ごすハメになったぞ」

「端末がうるさいと思ったらそれですか。イジられまくってますね」

「嫌がりつつも口元緩んでたからな。あれはオイシイと思ってるぞ、内心」

「……ノリノリで動画配信サイトにＵＰしてますね。もうあの方、負けが芸では？」

　アルセフィアでのトラブルを乗り越え、再出発した『普通』の生活で。

　紅蓮がもっぱらハマっているのは、何やかやで知り合ったフレンド連中との『遊戯』。金も賭けず、クリティカルに尊厳を傷つけることもなく、ささやかに。

「最強は誰か──競うだけだ。面白いぞ、潰しても潰しても這い上がってくる」

「普通に考えてお兄様一強なのではありませんか？　勝負にならないでしょうに」

「まあ、今のところ無敗だが、ヒヤリとさせられる場面も多いぞ」

　ずらりと並んだフレンドリスト。前獅子王学園生徒会メンバー、佐賀臣や大星、本業が忙しいながらもちょくちょく顔を出す由良木に、クソザコながら懲りずに参戦する佐々木、最近コンビを再結成し、何だか保護者じみてきた時任ミミに。

　社長業も忙しいだろうに毎夜顔を出す楓に桃花。遥かアルセフィアから秘匿開戦で参戦するユーリに透夜、今やアイドル配信者として名を馳せつつある朝人や姫狐。

　田舎に帰って実家回りのゴタゴタを片付けている水葉や静火。毎度ではないが遊戯村の面々や、病院から凍城兄妹にフラヴィアやミラなど──。

　鎬を削り合った遊戯者たちが、今やただの『フレンド』となっていて。

「やってみてわかるが、無責任な遊戯はめちゃくちゃ楽しいな。勝った後の妙な後始末や面倒ごとが一切ないだけで、ここまで娯楽性が高まるとは知らなかった」

「まあ。……お兄様が楽しそうで、何よりですけど？」

　ほんのちょっとだけ頬を膨らませ、拗ねたそぶりを見せながら。

「せっかく触れ合える距離にいるんですよ。妹のことも、かまってください！」

「ああ、わかったわかった。しょうがないな、買い物にでも行くか？」

「はい♪　お兄様がお望みなら、喜んで！」

　笑顔で手をとり、連れ出してくれる妹に従ってデスクを立ちながら。

（ああ、こういうものか。──幸せ、ってやつは？）

　新世界で得た初めての経験に、真新しい１ページが刻まれる。

　家族と、友達と、現実で、仮想で、さまざまな形で絡み、触れ合って過ごす時間は。

　何よりも楽しく尊いものだと、思えたから。

「どうかしましたか、お兄様？」

「いいや。──ありがとう、可憐」

　手を握ってくれた妹に。あの日、冬の庭で捕まってくれた幸せに。

　心からの感謝をこめて、砕城紅蓮は微笑んだ。
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